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　　　　だいすきな　いもうと


一ねん一くみ　ぬくい　きょう






　ぼくには、とてもとてもかわいいいもうとがひとりいます。

　どれくらいかわいいのか、さくぶんにするのはむずかしいです。でも、すきなものについてかくなら、やっぱりいもうとのことしかおもいうかびません。ぼくはまいにちいもうとのことだけをかんがえているので、ほかにすきなものなんてないからです。

　いもうとは、きれいです。つまさきからかみのけまで、どこをみてもきれいだし、すこしとおくからみてもやっぱりきれいです。まえからみても、うしろからみても、よこからみても、やっぱりきれいです。きっとけんびきょうでみてもきれいだし、うちゅうからにほんをぼんやりみおろしても、いもうとのいるあたりがどのへんか、なんとなくわかるようなきがします。そこがちきゅうでいちばんかがやいているばしょだからです。

　ちきゅうができてから、とてもながいじかんがたっていると、このまえおしえてもらいました。さいしょはほんのちいさなむしのようなものからはじまったいきものが、しんかをくりかえして、にんげんがうまれたそうです。しんかということばはとてもむずかしくて、まだぼくにはちゃんとわからなかったけれど、いもうとよりかわいいいきものはもうこれからうまれてこないとおもいます。だからきっとちきゅうのいきもののしんかのゴールが、ぼくのいもうとだとおもいます。そんないもうとのおにいちゃんになれて、ぼくはとてもうれしいです。

　でもぼくにはひとつだけ、とてもかなしいことがあります。おにいちゃんといもうとはけっこんすることができないと、しってしまったからです。おとうさんとおかあさんにそういわれて、ぼくはまいにちなきました。いまもないています。きっとじゅうねんたっても、なきつづけているとおもいます。

　けっこんできないのは、ほうりつのせいだそうです。ほうりつをかえるのはとてもむずかしくて、たぶんむりだろうといわれました。でもぼくは、やっぱりいもうとのことをあきらめきれません。ほかのおんなのこには、きょうみがありません。だから、けっこんはむりでも、ぼくはずっといもうとのことだけをかんがえていきていたいとおもいます。

　おにいちゃんがいもうとのことをすきすぎると、いもうとはすこしいやかもしれないよとおとうさんにいわれました。いもうとにきらわれたらたいへんなので、ぼくはいもうとにあんまりだいすきだよっていわないことにします。でもほんとうはいもうとがせかいでいちばんすきです。にばんめはありません。

　いつかほうりつがかわったら、いもうとにけっこんしてくださいっていおうとおもいます。はやくそんなひがきますように。


おわり






「──というわけで、お兄ちゃんは昔から私のことしか見てないの。みんなごめんね」

「捏ねつ造ぞうだ！　知らないよこんな作文！」

　晩秋の放課後。リヤン・ド・ファミユとDragon[image: ≒]Nutsの全メンバーが僕の部屋に集まるや否いなや、くるみが人数分コピーした怪文書を配り、内容を切々と読み上げた。

「落ち着いて、お兄ちゃん。恥ずかしさにしらばっくれる気持ちもまあわかるけど、自分の言葉に責任を持たないのはもっと格好が悪いことよ」

　立ち上がって猛もう抗こう議ぎする僕を諫いさめるように、窓の縁へりに寄りかかって片かた肘ひじをついたくるみがゆっくりとかぶりを振る。少しも揺らぐことなくこちらを見つめるその澄んだ瞳ひとみを見ていると。間違っているのが自分の方なのではという錯さつ覚かくさえ受けそうになる。断固として書いてないけど。

「名前だけじゃなく、頭の中身まで本格的にくるくるし始めたわね、この娘むすめ……」

　呆あきれ声に続いて深く溜ため息いきを漏もらしたのは霧きり夢ゆめ。幸いにして、というべきか。この文の真なる作者が誰だれなのかはみんな確信を得てくれているようだった。

「全部ひらがなで書いてあるけど、ところどころの表現が小学一年生のこまっしゃくれ方じゃないでしょこれ。何よ『地球で一番輝いている場所』って」

　何しろツッコミどころだらけだし。希のぞ美みが抜ばつ粋すいしてくれた部分を筆頭として。

「そこはほんと、お兄ちゃんの感性が良く出ているわよね。身内びいきで申し訳ないけど、六歳児とは思えないほど瑞みず々みずしい文章だわ」

　しかしくるみはまったく動じることもなく、我が意を得たりといった感じでぱちんと指をお鳴らしあそばれた。もうなんか逆に、いつまでこの姿勢を貫つらぬき通せるのだろうかと楽しみになってきたぞ。もうなんか逆に。

「わにゃ。この字、くるみちゃんの字のような気が」

「同じ屋根の下に暮らす兄妹きようだいだもの。似もするわ、字くらい」

　潤じゆんの的確な指摘、あっさりとスルー。大だい丈じよう夫ぶ、気にせずどんどん攻めていこう。

「ていうかむしろ逆に、お兄ちゃんが私のことを好きすぎて筆跡を完かん璧ぺきにコピーしたんじゃない？　やだもう」

　悠ゆう長ちように構えてたら冤えん罪ざいが増えた。もし六歳の僕が筆跡を真似まねたとしたら、くるみは二歳かそこらでひらがなをマスターしていたということになるような。

「はむ。このクッキーおいしい」

「本当ですね！　都会の味がします！」

　タイムパラドックスを指摘しようか迷ったけど、そらと相あいヶが江えさんの談笑からしてもはやみんなわりとどうでもいい雰ふん囲い気きなのだと気付いて止やめた。

「これ『田舎いなかのお母さん』的な名前のお菓子じゃないの？」

「でも小こ梅うめちゃん、ここに期間限定って書いてあるしっ」

「こら、小こ梅うめちゃんいうな」

「それに、期間限定と都会って関係あるのかしら……？」

「う～ん、島にはあんまり入ってきてなかった気がします。期間限定」

　無む邪じや気きにパッケージを指さした潤じゆんの近くで霧きり夢ゆめがデコピンの素振りをして、希のぞ美みと相あいヶが江えさんは向き合って首を捻ひねり合う。

「え、ちょっと。みんなもっと作文に対して何かあるでしょ普通」

　全員がさっさと次の話題に移ってしまい、くるみはいささか当てが外れたようだ。まあ、けっこうな力作だったろうから多少の同情は禁じ得ない。自分が被害者であることを差し引いても、ほんのちょっぴりくらいは。

　率直なところとしては、どうしてこの労力を他ほかのことに使わなかったの……？　というのが一番の感想なんだけど。多分に漏もれず。

　ただ、それもこの日に限ってはある程度想像の余地があるというか。

　きっと、昨日きのうなかなか寝付けなかったんだろうな。緊きん張ちようしてしまって。それでつい手て慰なぐさみに──というのがくるみの行動原理なのではないかと、僕は密ひそやかに推理してみる。

　なにしろ、これから僕たち七人は、一いつ斉せいに運命の瞬しゆん間かんと向き合わなければならないのだから。

「でもこれ本当においしいわ。希美も大好き」

「わにゃ、期間限定なのがちょっと残念だね」

「はむ。いつでも食べられたら、もっとうれしい」

　どこか無理して話題を探すように、あえて声のトーンを高めているかのようなリヤン・ド・ファミユの三人。本題に踏み入るタイミングをちょっと逸いつしてしまっている感じがしたので、ここはあえて僕の方から切り出してあげた方がいいかな。

「みんな。……そろそろ、開いてみる？　合否通知」

『っ』

　ゆっくりと部屋全体を見渡しながら尋たずねると、Dragon[image: ≒]Nutsのメンバーを加えた六人全員がハッと息を吞のんだ。

　──昨日の夜、同時に届いた二枚の封書。中身の確認は全員が揃そろったところでという希望だったので、僕が未開封のまま責任を持って一晩預からせてもらった。

「そ、そうですね。いつまでも逃げてはいられません……！」

　座ざ布ぶ団とんの上にぺたんと押し付けた両りよう脚あしを何度か撫なでてから、背筋を伸ばす相ヶ江さん。見つめる先は、僕の勉強机の上だ。

　先日デモムービーを制作し応募した、キッズロックフェスの合否通知。しばしの間、あえてその存在が黙殺されていたかのように誰だれも目を向けなかった部屋の一角へ、今度は全員の意識が集中する。緊張、不安、それを覆おおい隠すように浮かべられた笑み。六者六様ながら、ただならぬ熱量が室内の体感温度を激しく上昇させる。

「いいわ、ひびき。持ってきてよ」

　腰の位置まで伸びた自らの長髪をぎゅっと握り、霧きり夢ゆめが静かな声で頷うなずいた。比較的平静を保っている様に見えるけど、心なしか瞬まばたきの回数が多いような気も。さすがに自信満々での待機、というわけにはいかないようだ。

「わかった。それじゃあ」

　おもむろに立ち上がり、机の上から両方の封筒を持ってくる。その間に子どもたちは各おの々おのが部屋の中心に身を寄せ、小さな円陣を形成していた。

「きょ、響きようさん……。開ける順番は、どちらが先でしょうっ？」

「両方いっしょでいいでしょ。希のぞ美みたちの真ん中に響が裏返しで中身を置いて、いっせーのでひっくり返すの。それがきっと……いちばん緊きん張ちようしないわ」

「はむ。わたしもぞみたんにさんせい」

　戻ってきた僕に、開封方法を提案してくれる潤じゆんと希美とそら。うん、それがいちばん平等かな。どんな形式で書かれているかはわからないけど、両バンドが結果を知るタイムラグが最も少なくて済むのは間違いないだろう。

　パターンとしては、四つ。

　①両方、合格。

　②両方、不合格。

　③リヤン・ド・ファミユだけ合格。

　④Dragon[image: ≒]Nutsだけ合格。

　もちろん期待し、信じているのは①だ。けどもし万が一③か④だったら、この後六人の悲喜が真っ二つに割れてしまうかもしれない。両方のバンドに携たずさわってきた僕として、その時はいったいどう振る舞うべきか。

　……いや、ネガティブになりすぎるのはやめよう。

　ただ今は、信じるべきだ。六人が応募に費やした努力と情熱を。

「霧夢と相あいヶが江えさんとくるみもそれでいい？」

「いいわ。望むところ」

「私もみなさんの意見に賛成ですっ」

　まだ、何も置かれていない円の中心を見つめたまま、首を縦に振る霧夢と相ヶ江さん。

「お兄ちゃん、お願い」

　くるみも怪文書の原版を手元でくしゃくしゃに丸め、くず箱に放り込んでから唇くちびるをきゅっと結ぶ。……もしあの作文の作者が本当に僕だとしたらあまりにもあんまりな所業だけど、まあ今はいちいちツッコむまい。

「公平に、左右まとめてめくるから」

　間違いがないようきちんとペーパーナイフで封を切り、自分自身も内容に一切目を通さないまま中の用紙を裏返しで円陣の中心に並べる。

『──いっせー、の！』

　アイコンタクトに続き、全員の声を合図にして僕は同時に二枚の紙を表にした。

『……………………』

　長らく、沈黙が続く。何十秒経過したかはわからないけれど、僕を含め全員が、記された文章から眼めを離さないまま、喜き怒ど哀あい楽らくを少しも表に出さないまま、身じろぎ一つできずにいた。

　左右に並べられた紙面に書かれた文章が寸分違たがわず同じものだということは、一いつ瞬しゆんで理解できた。

　それでもなお、僕たちは。




『厳正なる審査の結果、残念ながら今回貴バンドは落選──』




　という主文で始まる通達を、頭からお尻しりまで何度も読み返さずにはいられなかったのだ。

　四よん択たくの答えは、②。

　──両方、不合格。

　これは、根拠もなくその結末だけを予感しなかった僕の驕おごりが、招いた罰ばつなのではないか。

　そんな想おもいすら浮かんで、なんとも言えない罪悪感がこの身を劈つんざき、唇くちびるを縫ぬい付けた。
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「……抗議」

　長い長い七人の沈黙を破ったのは、押し殺したような霧きり夢ゆめの呟つぶやきだった。

「なによこれ、有り得ないでしょ！　こんなの運営に猛もう抗こう議ぎよ！」

　直後に口調を荒々しく激変させ、霧夢は立ち上がって僕のスマホをひっつかむ。

「ま、待って！　ひとまず冷静になろう！」

「なれないわよ！　納なつ得とくがいかないもの！　絶対に良いいパフォーマンスができてたんだから！」

　そこは、僕も信じて疑わないところだ。両バンドとも、現状のベストと断言できるライブ動画を撮って応募に至れたのは間違いない。

　だからいざとなったら、穏おん便びんな範囲であれば問い合わせることにも反対はしないんだけど。

「直接電話する前に、通知の内容をちゃんと全部確認しておかないと」

「全部？　お兄ちゃん、どういう意味？」

「……あ。プリント、もう一枚あるんですね」

　子どもたちの中で最初に気付いた相あいヶが江えさんに、頷うなずきを返す。そう、妙に上手うまいことひっくり返せてしまったせいでぱっと見はわかりづらかったけど、中身を床に置いたときの感触が、僕にだけ一足早くそのことを伝えていた。

「はむ。審査員からの、選評」

　おもむろに手を伸ばし、プリントをめくったそらが読み上げた内容は、なんとなく予感していた通りの一文で始まっていた。やはり、『なぜダメだったか』はちゃんと教えてもらえるようだ。ならば、何をするにもこれを熟読してからでないと。

　もう一組──Dragon[image: ≒]Nutsに宛あてられた方の通知も選評を上にして、再び全員で文面を見つめる。どうやら『演奏』『パフォーマンス』『総合』の三項目を、それぞれＡ～Ｃの三段階と解説で評価してもらえているようだ。

　リヤン・ド・ファミユの『演奏』評価は……Ｂ。

「リズムは、とてもまとまりがあっていいグルーヴ感が出ていました。そのいっぽうで、全パートとも音の強弱の付け方にもう少し良くなる部分があったように思います。盛り上がる箇か所しよと、溜ためる箇所を上じよう手ずに使い分けられるようになると更さらなるレベルアップができるでしょう」

　静かに潤じゆんが読み上げた文章に対し、希のぞ美みもそらも僕も、異論を挟はさむことができなかった。……ううむ、言われてみればその通りになっちゃう、か。

　続いてパフォーマンス……ここがなんと最低評価のＣ。

「３Ｐバンドなので致いたし方ない部分もあるとは思いますが、やや棒立ち気味でステージとしての華はなやかさが欠けているように思えました。オフマイクになるメンバーがもっと元気よく動き回ってみるか、そうでなければ演奏のレベルを今よりずっと高くして、小学生の枠にとどまらないほど非の打ち所のないクオリティを追求するか。メンバーのみなさんで話し合ってみるのもいいかもしれません」

「……むー。そんなこと言ったって、歌と演奏でいっぱいいっぱいだし」

　ふくれっ面つらになりつつも、明確な怒りのような感情は表さない希のぞ美み。

　正論なのは間違いないのだ。つまりは『歌と演奏でいっぱいいっぱいではダメですよ』という評。その点に関して、僕としても抗議の念は浮かべづらい。

　この二点を踏まえた、総合評価はＢ。

「楽曲は、とても良かったと思います。その良さを活いかせるように、バンドとしての方向性をはっきりさせて、オリジナリティを磨みがけばもっとステップアップできるでしょう」

「はむ。とっても残念」

　普段はあまり感情をはっきり表に出さないそらだけど、今はさすがに落らく胆たんの色がはっきり見える。一いつ瞬しゆん顔を見合わせたのち、三人はすっかり声を失って項うな垂だれてしまった。

　なんとか慰なぐさめの言葉を、という気持ちも強かったけど、でもその前にDragon[image: ≒]Nutsに向けられたコメントもしっかり確認しておかないといけない。心苦しく思いつつ、僕は視線を隣となりのプリントの方へ。

　まず結論だけ先にまとめれば、こちらはリヤン・ド・ファミユと一箇か所しよが逆。演奏がＣでパフォーマンスがＢ。総合評価だけ同じくＢというものだった。

　コメントはそれぞれ、




【演奏】

　打ち込み音源を使うことはまったく問題ありませんが、リズムのガイドがあるぶん全すべて生演奏のバンドに比べて少し厳しめに採点するのが公平だと思い、この評価になりました。キーボードとベース、そして打ち込みとの調和感を、今以上に高められると良いでしょう。歌はとてもよかったです。ただ少し、楽器に気を取られすぎているかなと感じる場面もあったので、もっと練習を重ねればさらにオリジナリティを活かせると思います。




【パフォーマンス】

　アイデアはとても面白いですね。見み栄ばえのするステージで興味をひかれました。ただ、現在のやり方だとフェスのステージに比べてスクリーンが小さすぎます。貴方あなたたちのためだけにこちらで投影スペースを用意するのはやはり公平さを欠いてしまうので、ステージの規模が変わってもこのやり方が実現できる具体的な方法を考える必要があります。これは今回のフェスに限った問題ではなく、たとえばもっと小さなライブハウスだと機材を置く場所が限られてしまうでしょうし、バンド活動を続けていく上で、バンドとしての『見せ方』をしっかり考えておきましょう。




【総評】

　アイデアや楽曲は充分水準に達しているのですが、演奏面も含め動画の通りの音楽を本番で再現できるか疑問に感じました。経験を積むため、いろんなステージを知ってみるのが良いいかもしれません。




　という内容。

「うう、やっぱり私の演奏がヘタで、足を引っ張ってしまいました……」

「そんなことないわ。ベースだけズレてるじゃなくて、私のキーボードも含めて三つともあんまり合ってないって書かれてるんだもの。……悔くやしいことに」

「なによう。スクリーンくらい用意してくれても良いじゃないの、ケチ」

　相あいヶが江えさんも、くるみも、霧きり夢ゆめもやっぱり潤じゆんたち同様がっくりと肩を落としているが、謂いわれなき批判に腹を立てているといった様子ではないのもまた共通していた。

　妥だ当とう。どちらに対する評価も、間違いなく妥当なのだ……が。

　それでもどこか、釈然としない感覚を抱いだいてしまうのは。

「……いったい、どんだけのレベルを求めてるわけ？　全国規模のフェスっていっても、子ども限定でしょ？」

　霧夢が継ぎ足したこの疑問故ゆえ、だろう。六人とも、両バンドとも、そんじょそこらの小学生になら負けない気がしていたんだけどなぁ。

『…………………………』

　もやもやとした空気が停てい滞たいし、床に円を作った誰だれしもが次に取るべき行動を見いだせなくなってしまった。

　うん、こうなったらもう『はっきり』させるしかないよな。

「みんな。……ちょっと、見てみようか。去年の、フェスの動画」

「わにゃ」

　意を決して尋たずねた直後、潤がぴくりと肩を震ふるわせた。

　実は、まだ見ていなかったのだ。動画サイトを検索すれば公式アカウントがＵＰしている過去の本選ダイジェスト映像にたどり着けることを知っていながら、僕たちはそれを開かずに応募した。

　怠たい惰だだったからじゃない。締め切りまであまり時間もなかったので、変にステージの規模や出演バンドの傾向などを知って尻しり込ごみするより、勢いで応募まで済ませてしまった方が良いのではないかという相談の結果による、あえての不ふ作さく為いだ。

　でも、もう避けては通れないよなあ。

　今後どうするにせよ、本当にこの六人が落選して然しかるべきバンドだったのかどうか。それを知らないことにはこの場から動くこともままならない。







　そうして、思い知らされた。

　僕たちが、いかに小さな世界だけで生きてきた井の中の蛙かわずであるのか、という冷れい酷こくな事実を。

「……えげつないわね」

　みんな口を開くことすらままならない絶句の果て、動画の終盤に差し掛かってようやく希のぞ美みが呟つぶやいた一言。おどろおどろしいブラックメタルバンドに向けるならともかく、小中学生に対する評価としてはあまりにも不適切なようでいて、思わず僕も即座に同調してしまった。

　確かに、これはえげつない。

　今まで築いてきた自信をだるま落としのように一つ、また一つと足元から吹き飛ばしていく、慈じ悲ひの欠片かけらもない波状攻撃のような映像だった。

「優勝は……五番目のバンドさんですか。納なつ得とくです……」

　盛大な溜ため息いきと共に、相あいヶが江えさんがぺたんと両手を床に突く。サックス、トロンボーン、トランペット２本のホーンセクションを交えた十人編成のポップロック・ビッグバンド。スカやロカビリーの要素を取り入れながらも歌モノとしてまとめられた楽曲群は、とっくに正規音源としてメジャーレーベルからリリースされていてもおかしくないクオリティとオリジナリティだし、パフォーマンスの凄すごさも僕自身『お金を払って生で見たい』と思わずにはいられない内容だった。

「プ、プロじゃないのでしょうか、この方たち……？」

「……プロになったみたいよ、この優勝をきっかけに」

　ネット検索を終えた潤じゆんと霧きり夢ゆめが、さもありなんという表情。そうだよな、よかった。でなければ、世の中の方が間違っている。

　それはそれとして、この優勝バンドだけが圧倒的に抜きん出ているという状況であれば、ここまで強きよう烈れつなショックを受けることもなかっただろう。

「特別賞は、あー、アレね……。なにやってるかさっぱり分かんなかったやつ」

「でもでも、とってもかっこよかった」

　次にフィーチャーされたのは、皆みんなと同じ三人編成のガールズバンド。でも演奏の内容はなんと正統派のジャズファンクセッションだ。ボーカルなしのインスト、ほとんどがインプロヴィゼーションで構成された筋書きのないドラマ。予備知識なしで見た時はただただ呆あつ気けにとられるばかりだったけど、その圧倒的な演奏技術の高さと異端のセンスは否いや応おうなしに伝わってくる。

　そしてなにより、かっこいい。

　ロックって、こういうことなんだろうな……。ジャンルとしてじゃなくて、精神としてのロックに、心の底から圧倒された。

　せめてもの救いは、受賞したどちらのバンドメンバーも全員中学生であったこと、だけど。

「足りなかったのね、私たち。なんかもう、納なつ得とく」

　くるみが天井を仰あおぐと、他ほかの五人もそれぞれの仕草で同意を表明した。

　他のファイナリストたちも、個性と技術力、両方が違う世界の住人だった。そのうち二組は、小学生だけの編成だから、言い訳のしようもない。

　見立てが甘かった。だから落選した。ただ、それだけみたいだ。

「だいぶ、しっかり演奏できるようになってきたつもりだったけど……世界は広いわ」

「みんなのライブもすごく良いいって思ってるのは本心だし、これを見たあとでも変わらないよ。ただ、うん。……そうだね。世界は、想像していたよりも広かった」

　リヤン・ド・ファミユも、Dragon[image: ≒]Nutsも、絶対に素晴らしいバンドだ。思い入れ込みなら、今もなお僕にとってはかけがえのない存在。

　それでもなお、フェスの決勝で横並びになると、強調材料に欠けてしまうのかもしれない。

　改めて選評を思い出す。なるほど、この本選を基準として書かれた文章ならば、疑問の余地もなく納得せざるを得ない。

「ふーん。ステージ、こんなに大きかったんだ……。ウチのじゃ無理ね。確かに」

　加えてもう一つ、ライブの規模に関してもちょっとナメていた。霧きり夢ゆめのプロジェクターが『現実的でない』と評された理由も一いち目もく瞭りよう然ぜんとなる、巨大な野外ステージ。それが戦いの舞台だったのだ。双そう龍りゆう島じまでライブした特設会場の三倍は下らないであろう横幅からすると、霧夢手持ちのスクリーンでは少しばかり狙ねらっていた求心力を得ることが難しい。

　なんかもう、どえらい無知で応募しちゃったなあという後こう悔かいが半分。

　でも、やっぱり見ないで出して正解だったかも、なんて再認識も、残り半分の部分で捨てきれない。

　だって『これほど』だと元から知っていたら、応募自体を諦あきらめてしまっていた可能性が大だ。

　結果的に出場は叶かなわなかったものの、締め切りに向け努力し、切せつ磋さ琢たく磨ました時間は両バンドにとって、そして僕にとっても無む駄だにはならない。必ずや、成長の軌跡として未来に繫つながるはずなのだ。

「貴き龍りゆう様。これから、どうしましょう？」

　もし、ここで活動が止まってしまう、ということにならないのであれば。

　リヤン・ド・ファミユのみんなは、大だい丈じよう夫ぶなのではないかなと感じる。三人ともかなり落ち込んでいるけど、教会でのライブという『向き合う場所』は失っていないのだから、糧かてにして前に進んでいけるはず。

　相あいヶが江えさんが少し恐る恐るといった雰ふん囲い気きを織り交ぜて訊きいたように、誰だれよりも心配なのは霧夢か。

　潤じゆんたちに対抗するためバンドを組み、自ら見つけてきたフェスだ。出場が叶わないとなって、落らく胆たんは相当なものだろう。

「んー。ちょっと、考えさせて。最初に落ちたってわかったときは頭がカーッとしちゃったけど、今はなんかもう、逆にサッパリしちゃった感じ？　いろんな気持ちが一気に頭の中に入ってきて上手うまく考え事できないから、少し時間が欲しいかも」

　手荷物の巾きん着ちやく袋ぶくろの口を締め直し、霧きり夢ゆめは帰り支じ度たくを始めた。その仕草に、だいぶほっとする。保留、ということだけれど、表情や声こわ色いろからすると変にダメージが尾を引く心配はしなくて良さそうに思えた。

　よくよく考えれば、初対決を挑んだライブの後も『一度で完勝できるとは思っていない』って言っていたからな。大だい胆たん不敵な発言と性格の持ち主だけど、自己評価に関しては正確な子だ。きっと、これを良い経験として先に繫つなげてくれることだろう。

「私たちもそろそろ帰りますね、響きようさん。……ごめんなさい、あんなにお手伝いしてもらったのに、力が足りなくて」

　潤じゆんもゆっくりと腰を上げて、力なく僕に微笑ほほえみかけた。

「そんなことないよ。合格には足りなかったとしても、みんなのおかげで本当に楽しい時間が過ごせたから。これからもがんばろう」

　大きく首を振りながら励はげますと、希のぞ美みとそらも立ち上がり、伏し目がちに手を振った。

「ありがと、響。またね。気を取り直して練習がんばるわ」

「はむ。定期らいぶも、もうすぐ」

「そうだね。まずは次のライブに向けて気持ちを切り替えていこう」

　やっぱりショックが大きかったのか、みんなどこか声に張りがない。早く前向きになれると良いいんだけど、まあ今日くらいは仕方ないよな……。

「お兄ちゃん、私もひとまず部屋に戻るわ。もう少ししたら、ごはん作る」

「ありがとう。今日は僕もできるだけたくさん手伝うよ」

　五人を見送ってからくるみともいったん別れ、僕は静まりかえった自室に戻る。

「……現実は厳しいなあ」

　もう一度二通の封書を確認すると、やっぱり記されていたのは落選の知らせだった。当たり前だけれども。

　まあ、こうなってしまったなら仕方ない。またじっくりと、共に更さらなるレベルアップを果たせるよう音楽と向き合っていくのみだ。

　ひとり、そっと拳こぶしを握り気合いを入れ直す僕。




　──この時はまだ、じわりと周囲を侵しん食しよくしつつある遅効性の『毒』の存在に、気付くことができていなかった。




　　　　♪




　十一月も半ばを過ぎると、少しずつ肌はだ寒ざむさを感じる日が増えてきた。

　放課後、僕は落葉で黄色く染まった坂道を銀ぎん杏なんの実に気をつけながらゆっくりと登り、いつもの通り教会を目指す。

「一言目、ちょっと迷っちゃうな」

　昨日きのうの落選通知から一夜明けた最初のバンド練習だから、足を止めないまま微妙に考え込んでしまう。励はげまさなきゃ、と過か剰じように明るく振る舞うのもなにか違う気がするし、かといって沈痛な面おも持もちで通す必要もないわけで。

　うーん、結局は普通が一番か。あまり意識しすぎず、みんながなるべく早く自信を取り戻せるよう『よかったところ』を積極的に褒ほめてあげる感じでいこう。

　ちょうど方針が固まった頃ころ、住宅街の屋根の合間に、頭一つ高い尖せん塔とうが見えてきた。潤じゆんたちが暮らす、リトルウイング。規模は違えど、三人の音楽の根幹となる大事なステージだ。

「──よいしょっと。みんな、こんにちは」

「響きようさん、こんにちはですっ」

「はむ。今日きようもよろしくね」

「冷えてきたわね～。ここよりは地下の方が暖かいから早く行きましょ」

　直接教会の正門を開け、中に入るとリヤン・ド・ファミユのメンバーが横並びでお迎えしてくれた。うん、表情を見た感じ、普段と違うところは特になさそうだ。昨日の別れ際ぎわはいくらか気になる雰ふん囲い気きもあったんだけど、これならば取り越し苦労だったか。

「うん、しっかり練習がんばろう」

「はいっ。フェスは残念でしたけど、やっぱり私たちにはまだ早かったんだと思います」

「まずは、背伸びしないでできることをこつこつと、ね」

　頷うなずく僕に、潤と希のぞ美みが元気よく同意して身を翻ひるがえし、スカートの裾すそを揺らす。そらもこくんと頷いてから右手を掲げ、一歩遅れて祭さい壇だんの方へと歩き始めた。

　すっかり安心して後ろを追いかけ、みんなと共に地下の練習室へ。狭く薄うす暗ぐらい階段を静かに下りて、ヴィンテージ機材に囲まれた夢のような空間へと今日もまたお邪じや魔まさせてもらう。

「よし、本番も近いし、最初から予定通りのセットリストで一度通してみようか」

「はむ。げねぷろ」

　準備できた頃を見計らい、みんなに提案。そらがタン、と一度スネアを叩たたいて同意してくれたのを筆頭に、反対意見も出なかったので早速始めて貰もらうことにした。

　ドラムの４カウント。今回は『教会のうた』から、静かな立ち上がりで幕を開ける編成だ。

『～♪』

　三人のハーモニーにしばし耳を傾け続ける。うん、いつも通り安定感のある見事な演奏だ。

　……ただ、少し印象を引っ張られてしまうというか。

　昨日きのうの選評を読んだ後だと、一曲単位での緩かん急きゆうという今まで気にならなかった要素が、若じやつ干かんながら『言われてみれば』という感じで課題にも思えてきちゃうところはある、かな。

　どうしよう。あくまでほんの微妙なニュアンスといった感じで、じゃあ僕自身が自分の演奏に反映できるかと問われれば、今はまだ無理という領域に入ってしまう。それを偉えらそうに指摘するのもおこがましいかな、というのも気になるところであり。

　かといって遠えん慮りよしすぎるのも、まがりなりにもサポートを約束した身として、間違った態度なのではという疑問もあり。

「響きようさんっ、どうでしたかっ？」

　全曲を通し終え、潤じゆんがギターのネックを抱だきかかえながら僕の顔を見上げる。ミスらしいミスも特になくて、ほっとしているのがうかがい知れた。

「……うん、すごく良かった。来週のライブに向けてバッチリだね」

　迷いに迷った挙げ句、ひとまずは口を噤つぐんだ。昨日落ち込むことがあったばかりだし、何か助言するにしてもある程度タイミングを見計らった方がいいだろう。焦あせって傷つけてしまったら逆効果だ。

「希のぞ美みも上手うまくできたって思うわ！　希美たちなりには順調よね」

「そうだね！　……ところで、試しに少しだけ『動き』を意識してみる？　潤か希美のうち、ボーカル担当してない方がスペースを広く使ってみるとか」

　その代わり、選評にあった『もう一つ』の問題提起を掘り起こしてみることに。あの内容にまったく触れようとしないのもそれはそれでわざとらしい気がするし、こちらは技術的なダメだしというわけではないので、言われて落ち込むこともないのではないか。

「わにゃ。『動き』ですか」

「選評に書いてあったヤツね。う～ん……」

　考え込むそぶりと共に、顔を見合わせる潤と希美。

「どうしても、という感じではないよ。一応確認というか、気持ち次第で良いいからね」

　沈黙が長引いたのでそう付け足すと、二人はどこかほっとしたように微笑ほほえんでこちらへ向き直った。

「もう少ししたら考えてみても良いけど、今はやめておくわ」

「ライブが近いですし、慣れないことをすると失敗しちゃうかなって思って。ごめんなさい」

「そっか、了解。ううん、ぜんぜん気にしないで」

　その返答に、僕も笑顔で了解。そうだな、確かに急激に変化できることでもないし、新たなテーマと向き合うのはひとまず定期ライブを終えてからでいいだろう。

「よし、それじゃあ不安な曲があればそこを重点的にやって、最後にもう一回セットリストを通して今日きようの練習は終わろう」

「はむ。じゃあじゃあ、新曲やりたい」

　スティックを持ったまま挙手したそらにみんなで頷うなずき、練習を再開。

　経験値が溜たまりきってない曲もやればやるほど良くなってきたし、二度目の全曲通しも特別詰まるようなところはなし。

　この感じならば、定期ライブは今まで通り良いいステージになりそうだ。

　本心でそう思っているはずなんだけど。なんだか少しずつ、そこはかとない胸騒ぎのようなものが膨ふくらんでいく気がするのはなぜだろう。




　　　　♪




　十一月のライブ当日も、進行は順調そのものだった。

　当日誰だれかが体調を崩すこともなく、設営もリハも滞とどこおりなく進んで、予定通りに開場、開演できて、演奏が終盤に差し掛かっても不備やアクシデントに見舞われたりなんてしていない。

『みなさんっ、今日も来て下さってありがとうございました！　次の曲で最後になります』

　潤じゆんが深々とお辞じ儀ぎをして、マイクの角度を微調整した。あと五分かそこらで、予定していた全曲目が無事完了を迎える。もはや、大きなトラブルが起こる可能性はほとんど残っていない。

　なのになぜか、原因不明の不安は収まるどころかさらに膨れあがるばかりだった。

　否いな、既すでに理由ならなんとなく察しが付いていた。

　──心なしか、お客さんの数が少ない。

　目に見えて前回から減っている、というほどではないのだ。あくまで、微妙にお客さん一人一人の間隔が広いな、と感じる程度。

　しかしながら、確かめてみれば予感は数字としてはっきり表れていた。ライブから耳は離さぬまま、どうにも我慢できなくなって手元の帳ちよう簿ぼを見返してみると、前回より十枚ほどチケットの売れ行きが落ちている。これを誤差と捉とらえることもできるだろう。『フェスまで対決はお預けよ！』と、Dragon[image: ≒]Nutsが不参加を表明した影えい響きようも出ているかもしれない。しかしそれはそれでリヤン・ド・ファミユの求心力が落ちている証拠に他ほかならないし、さらに嫌いやな要素がもう一つ。

　前回の時点でも、前々回より動員数が五人減っているという記録が、僕の背中に粘ねん度どの高い汗を滲にじませる。

『ありがとうございましたっ。よかったら、次もまた来て下さい！』

　最後の曲を歌い終え、潤が壇だん上じようで汗を照明に反射させる。

　ミスもなく、練習通りとても安定したパフォーマンスだった。

　うん、間違いなく安定はしている。

　だけどはたして、毎度来てくれているお客さんが、新鮮な気持ちでこの定期ライブを楽しんで下さっているのかどうか。

　本当に今さらながら、僕の中で疑問と不安が大きく膨ふくらみ続けていた。







「……今日きようの報告は、以上です」

「おう、お疲れお疲れ」

　終演後。教会で後片付けをしつつ、子どもたちがシャワーと着替えに向かったタイミングを見計らって、リトルウイングの主あるじである正まさ義よしさんにいつも通り売り上げを届ける。この場所をライブハウスとして経営させて欲しいと願った僕だけど、未成年であることも含め当然ながら名義上の権利を持っているわけではない。

　だから真のオーナーに対する、状況説明を怠おこたることは絶対にできなかった。

「どう、思われますか？」

「ん？　どうって？」

「動員が、保てなくなってきている気がします」

「あー。確かになー」

　覚悟を決めて尋たずねると、正義さんは帳ちよう簿ぼを過去へと遡さかのぼりつつ、手に持ったペンで頭を搔かく。

「正義さんから見て。……ライブの質、落ちてますでしょうか？」

　だとしたら完全に僕のサポートミスだ。フェスの落選を含めて、潤じゆんたちになんとお詫わびしたらいいのだろう。

「いや、落ちてないよ。細かなミスも減ってるしだんだん上手うまくなってるのは間違いない」

　正義さんなら歯に衣きぬ着せない意見を聞かせてくれると確信していたので、否定してもらえて喉のどの奥から大きな詰まりものがぽろりと抜けたような気分だった。

　しかし、だとしたら問題は。

「新鮮味が、足りないのでしょうか……？」

「そういう部分はあるかもな～。毎回水準以上のライブにはなってるけど、想像を超えた何かとなるとなかなかどうして、なあ」

　苦笑気味に吹き抜けの天井を見上げる正義さん。確かに、度ど肝ぎもを抜く派手さだったり鬼気迫るような感動といったものが、定期ライブの度たびに得られてるとは言い難がたい。マンネリにならないようセットリストは必ず入れ替えてるんだけど、曲自体の数にも限りはあるわけで。

「でもま、難しい問題だと思うぞ。それこそプロが悩むようなバンド活動の一番根深いところだ。アマチュアがその領域まで届かないのは、当たり前っちゃ当たり前だろう」

　正義さんが腰掛けていた祭さい壇だんから立ち上がり、励はげますように僕の肩をぽんと叩たたいてくれる。

　実際、子どもたちにそこまで求めるのは明らかに酷こくだろうという感覚も強い。何も潤たちは、プロとしてバンドを生なり業わいにしようという目的で集まった三人ではないのだから。

　ただ、それでも現状を看過できないのは。

「はい。だけど、お客さんが減っているという事実は、なんとかしないと……」

　このまま成り行きに任せれば、リトルウイングでの活動条件を満たせなくなってしまう可能性が高いから。ライブで施設の維持費を充当し、教会での暮らしを継続してもらう。それが正まさ義よしさんに当初予定していた引っ越しを保留して下さるよう頼んだとき交わした約束なのだ。

「……ま、今すぐどうこうってほど急激に人が離れているわけではないけど。それでももしこのままずっと下り坂なら、いつかけじめをつけなきゃいけない日は来ちまうかもしれん。俺おれだって意地悪がしたいわけじゃない。ただ『ない袖そでは振れぬ』ってヤツでさ」

「ありがとうございます。少しいろいろ、考えてみます」

　慮おもんぱかって言葉を選んで下さっているのがわかって深くお辞じ儀ぎをすると共に、内心でこれからの在あり方に思いを馳はせる。

　子どもたちを傷つけないようにという想おもいが強いのなら、むしろ何もかも躊ちゆう躇ちよしすぎることの方が危険かもしれないな。

　全すべて手遅れになってしまった後では、もう遅いのだ。




　　　　♪




「ねえねえ響きよう、次の定期ライブのことなんだけど」

　密ひそかに悶もん々もんと頭を悩ませ続ける時を越えて迎えた練習日。地下のスタジオに入るや希のぞ美みから上うわ目め遣づかいにそう切り出してもらってどきりと胸が高鳴る。

　これはもしかすると、子どもたちもいろいろ感じるところがあって今後に思いを馳せてくれていたのかもしれない。だとしたら願ってもない好機だ。今日きようは徹てつ頭とう徹てつ尾び、作戦会議に費やすくらいの気持ちでじっくりと話し合うのもアリか。

「うん！　どうしたの？　何でも言ってみて！」

　我ながら急にテンションを上げすぎてしまった感があり、希美をきょとんとさせてしまった。

「実は私たち、昨日きのうちょっと考えてみたんですっ」

「はむ。とっておきの、アイデア」

　けど、潤じゆんとそらがすぐ傍そばに身を寄せるのを確認すると希美は面おも持もちを元に戻し、こほんと咳せき払ばらいをしてから改めて口を開く。

「定期ライブも回数を重ねてきたし、そろそろ変化が欲しいじゃない？」

「うんうん、確かに」

「次のライブって、いつも通りなら十二月の後半でしょ」

「そうだね、何か他ほかのことと重なったりしなければ」

「だから、思ったの。クリスマスが近いから、サンタさんのコスプレでライブするのはどうかしら？」

「………………ああー、うん」

　いけない。自分でもはっきりわかるくらい微妙な反応をしてしまった。

　その点に関して非常に申し訳なく思いつつ。ただちょっと予想というか、期待していたのとは、微妙に方向性が違ったかな……。

「な、なによ。反対なの？」

「いや、そういうわけじゃなくて。……ええと」

　もっと明確に賛同を得られると思っていたのだろう。希のぞ美みは大きく眼めを見開くと共に、両手を胸元に寄せて警戒するようなそぶりを見せた。潤じゆんもちょっと戸惑いがちにそらの服の裾すそを両手でぎゅっと握りしめている。

「トナカイのほうが、いい？」

「ううん。サンタでもトナカイでも、衣装を変えてみるのは良いいと思う。ただそれだけじゃなくて、次に向けては演奏の方にもいろいろ課題を決めてみてもいいかなって」

　中腰になって三人と目線を合わせつつ、刺とげ々とげしさが混ざらないよう細心の注意を払いながら自分の意見を伝える。

「わにゃ。演奏の方、ですか……」

「それってやっぱり、この前の選評の話？」

「そうだね。せっかくのアドバイスだし、活いかしてみた方が良いんじゃないかって僕は思う」

　頷うなずくと、希美は幽かすかに頰ほおを膨ふくらませて視線を斜め下に向けた。

「でもあのフェス、希美たちが出たいって言ったわけじゃないし……。あんなにレベル高いだなんて、知らなかったし……」

「はむ。わたしたちには、まだむりだった」

「一月がんばったくらいであんな風になれるだなんて、どうしても思えません。だから、まずはできることから変えてみるのも良いかなって……」

　それも一理あるのは間違いない。もし、アドバイスの通り取り組み方を変えても、来月いきなりパフォーマンスが変わる可能性は、冷静に考えて低い。

　けれども、取り組み始めなければいつまでたっても変化は訪れないのもまた事実だ。

「響きよう、焦あせらなくてもいいでしょ？　だってすぐそばに、なにか特別な目標があるわけじゃないんだし」

　わずかに怯おびえが混ざっているような笑みで、両手を広げる希美。やっぱり、不意に突きつけられたレベルの壁かべに大きなショックを受けてしまったのだろう。なんとなく、わかる。今は『そのままでいいよ』と認めてもらいたい、安心して傷を癒いやしたいという気持ちが三人とも強まっているのだと、内なる声が教えてくれる。

　僕だって、同じ状況だったらそんな内心になっていたに違いない。だから、特別な事情さえなければ可能な限り優やさしくしてあげたいというのが本音だ。

　何も、特別な事情さえなければ。

「………………お客さんが、ちょっとずつ減ってるんだ。このままだと、よくないかも」

「えっ」

　声にしてしまった後で、やっぱり口を噤つぐんでおくべきだったかと葛かつ藤とうがぶり返す。潤じゆんの、呆ぼう然ぜんとした表情を目にした瞬しゆん間かん、心臓をぎゅっと鷲わし摑づかみにされたような痛みに苛さいなまれた。

「よ、よくないって。どういう意味？」

「今すぐっていうことじゃないけど。……少しずつでも何かを変えていかないと、ここでライブを続けるのが、難しくなるかもしれない」

　しかし、もはや中途半はん端ぱに言葉を濁にごしても余計に不安がらせてしまうところまで踏み入った後だ。全部、伝えきるしかない。

「わたしたちのライブ、やっぱりだめだった？」

「そんなことはないよ！　みんな、どんどんレベルアップしてるのは間違いないから！」

「でも、お客さんは少なくなってるんですよね……。それって、やっぱり」

「ん…………」

　上手うまく励はげませない自分の口くち下手べたさを、呪のろう。いたずらに脅おどすだけならば、きっと伝えない方がマシだったのに。

「普通にバンド活動するだけなら、三人とも充分すぎるほど成長してるよ。……だから、ごめん。ここで活動をさせてあげたいって言いだしっぺになった、僕の力不足だ」

「……響きようは言いだしっぺじゃないわよ。ここで、ライブしたいって、ここでずっと暮らしたいって思ったのは、希のぞ美みたちの方が絶対に先だもの」

　傷ついた中でもなお、僕を庇かばってくれる希美の優しさに涙が出そうになる。

　だからなおのこといっそう、この状況をなんとか良い方に持ち上げていかなければと、焦しよう燥そう感かんが膨ふくれるばかりだった。

「ライブ直後だし、今日きようは楽器練習をお休みにして、みんなで話し合ってみよう。これからの方針とか、いろいろ」

「……はい。ありがとうございます」

　潤の頷うなずきを合図にして、円座を組み座る僕たち四人。

　沈黙がちな長い時間の果てに、ひとまずはやっぱりフェスの選評を頼りにレベルアップを図っていこうという結論に達し、この日の活動は終了となった。







「伝え方、合っていたのかな……」

　帰り道。木枯らしに身を屈かがめながら星空を見上げ、白い息と共に胸の奥の淀よどみを吐き出す。

　いくら悩んでももうやり直すことはできないのだから、せめて迷わずに進むしかない。

　わかっていても、心に重々しい鉄の鎖がまとわりついているかのような感覚がいくら経たっても消えてはくれないのだった。




　　　　♪




「あ……」

　やっぱりタイミングが悪すぎたのかもと悩みを深める瞬しゆん間かんは、次の練習日にいきなりやってきた。

　潤じゆんが途中の何でもないところで歌詞を間違え、ギターが止まり、そのまま復帰することができずにいたため、ついにはそらの判断で曲が中断されてしまったのだ。

「ご、ごめんなさいっ！」

「ううん、たまにはそういうこともあるよ。気にせずやり直そう」

　さりげなさを笑顔に混ぜて伝えたつもりなのだけど、上手うまくできていただろうか。もちろんこれくらいのことで怒りや悲しみなんかは少しも感じなかったものの、焦あせりを抱いだいたという一点のみは正直否定できない。

　あまりにもらしくない間違い方だったし、潤の表情に宿る思い詰めた絶望感のような色もかなり気になる。

「はむ。最初からやるね？」

「ちょっと待って、そら。……なんか、まだチューニングが気になる」

　加えて希のぞ美みの様子も、練習開始早々からいつもと違うのだ。ベースの調律にずっと納なつ得とくがいかないらしく、ことあるごとに弦げんを巻き直したり緩ゆるめたりし続けている。

　僕の耳だと、ぜんぜん問題ないと思うんだけどな……。そこまで音感に自信はないけど、すくなくとも普段と変わらない精度で合わせられていることだけは間違いない。

「ああんもう！　なんか壊れちゃったかも！　……響きよう、ちょっと見てよ！」

「う、うん」

　結局妥だ協きよう点てんを見つけられず、希美はどん、と一発地じ団だん駄だを踏んでからぶっきらぼうにベースを差し出した。おそらくどこにも問題はないだろうけど、チェックもしないで突き返すとますます機嫌を損ねてしまいそうだ。一応、簡単な点検ぐらいはしてあげることにしよう。

　そう決めてベースを受け取り、弦のダメージやペグの回り具合を丹たん念ねんに確かめている間、頭の中では再び強い後こう悔かいが渦巻き始めていた。

　うう、参った。落ち込んでいたところに追い打ちでストレスを与えてしまい、かえって状況を悪くした可能性が高いなあ……。潤じゆんも希のぞ美みも、明らかに普段と様子が違いすぎる。

　とはいえ、来月の定期ライブに向けて何か考えなくてはいけない段階だったことはやっぱり否定できないし。

　僕ははたして、どう振る舞うのが正解だったんだろう。

「……うん。楽器の方は問題ないと思うよ、弦げん替えたのっていつだっけ？」

「ライブの前よ。いつも通り」

「そっか。じゃあ、運悪くヘタりやすい弦に当たっちゃったのかもしれないね。そこまで気にするほどでもないと思うけど、どうしてもしっくりこないならもう一度交換する？」

「……まだ、いいわ。ベースの弦高いから、もう少し我慢する。そんなに早くダメにならないでよ、もう」

　一応可能性を提示してみると、いくらか納なつ得とくしてもらえたようだ。実際、そういう『ハズレ弦』は事故的にごく僅わずかながら混ざっていることがあるみたいだ。もしかしたら希美の感覚の方が正しいかもしれないわけだし、まったく問題ないと断言はしないでおいた。

「ＯＫ。それじゃあもう一度曲の頭からやってみよう」

「くー」

「……あはは。そら、起きて～」

「はむ。おはよう、響きようにー。がんばります」

　仕切り直して、練習を再開。唯ゆい一いつそらだけがマイペースを保ってくれているのが、どこか救いのようにも思えた。

「わ、わにゃ。こんなところで間違ってたら、ぜんぜんだめ……」

「やっぱりちょっと気になるような……。うう、すっきりしないわ」

　早く潤と希美にも、普段の感覚を取り戻してもらえるように導いてあげないとなぁ。重い責任感が、背筋をきりきりと締め付けた。







「響、お疲れ様」

「あれ、桜花さくら？」

　やたらと手から汗が滲にじみ出てしまう練習時間をひとまず乗り切り、子どもたちを励はげましつつ別れを告げて帰路につくと、なぜか外門の近くで塀へいに寄りかかっている桜花と対面した。

「今着いたところ？」

「ううん、響が出てくるのを待ってた」

　バイト帰りに偶然居い合あわせたのかと思いきや、桜花自身の意志が働いての結果らしい。もう日が暮れて気温も下がっている中、あえてここで声をかけてくれた理由はまだわからない。

　わからないけど、なんだか。軽い上うわ目め遣づかいと共に伝えられた先ほどの一言はこう、無性に。

　トキメいてしまう要素がふんだんに織り込まれていた。

　……っていやいや。今はそんな、トキメいたりキラメいたりしていられる身分ではない。

「そ、そうなの？　寒くなかった？」

「平気。そんなに時間経たってないし」

「なら、よかった。けど、どうしてここで？」

「うん。子どもたちの前だと、ちょっと言い出しにくかったから。……あの、さ」

　自分の両りよう肘ひじをきゅっと抱だいて、やや戸惑い気味に桜花さくらは言葉をいったん切る。クリームで保湿された艶つややかな唇くちびるの動きに自然と僕の瞳ひとみは吸い寄せられ、まばたきすらできない。

「ねえ、響きよう。……今から、私の部屋に来ない？」

「はい。ぜひに」

　トキメキよりも迅じん速そくに、キラメキよりも明めい瞭りように。僕は四の五の言わず即答した。




　　　　♪




「呼んだのは他ほかでもなく、潤じゆんたち三人の話なんだけどね」

「きっとそうだと思ったよ。ありがとう」

　そりゃ、このタイミングでのお誘いなら他に理由はあるまい。もし別の可能性があるなら誰だれか教えて欲しいくらいだ。

　とにかく。いくら人生経験の浅い僕でも桜花の思おも惑わくははっきりと察することができたので、ここはお言葉に甘えてお邪じや魔まさせて頂くことにした次第であった。

「ま、座って座って。ていうか、ふふっ。別に立ってなくてよかったのに」

「そ、そっか。そうだよね」

　少し待っててと言い残し、下からマグカップを二つ持ってきてくれた桜花に微苦笑で会え釈しやくし、座卓に向かい合って腰を落とす。初めからここに陣取っていても怒られなかったんだろうけど、桜花の部屋に一人きりという状況はやはり何ともいえない緊きん張ちようを覚えて、ついつい身動きが取れなくなってしまった。

「どぞどぞ。ティーバッグですが」

「ありがとう。頂きます」

　湯気が立ち上る紅茶を受け取り、ひとすすりしてほっと息を吐つく。桜花は着替えも済ませてきていて、制服から襟えり口ぐちのゆったりした白いニットとデニムのホットパンツ姿に変わっていた。こういうカジュアルな服装もすごく似合うなあ。

「……こら、響。あんまりじっと見ないで。……照れるし」

「ご、ごめん！」

　ほんのり頰ほおを染め、立て膝ひざでマグカップを握りしめながら眼めを逸そらす桜花さくら。

　禁止。禁止である。トキメキキラメキは当面おあずけである。

「ま、まあいいケド……。そ、それでさ。どうだった？　……今日きようの潤じゆんたち。だいたい事情というか、状況はわかっているつもりだけど」

「うん……。特に潤と希のぞ美みは元気がなかったというか、普段と様子が違っていたかな」

「やっぱりそうなんだ。一昨日おとといの夜くらいから潤はなんとなくしょんぼりしてたし、希美は少しだけ怒りやすくなっちゃってたからね～」

　おそらく桜花は、ライブの状況とかも正まさ義よしさんから教えてもらった上で、こうして話を聞いてくれているのだろう。経緯いきさつは説明しなくても、全部理解してくれそうだ。

「切り出し方を間違っちゃったのかもしれない。フェスの落選からほとんど時間が経たってないのに、追い詰めるような言い方をしたから……」

　溜ため息いき交じりに後こう悔かいを漏もらし、僕は項うな垂だれる。甘えが混ざっていたことは否定しない。否いな。恥を忍んで言えば、今は桜花の優やさしさに甘えたくてしょうがなかった。

「でも、何も言わないでいたらもっと悪い状況になってたんでしょ。なら、間違いだったっていうことはないよ。後悔しても良いい方には転がらないんだし、響きようまでマイナス思考になっちゃダメ」

　紅茶を置き、優しく微笑ほほえんでくれる桜花。それだけでどこか、救われたような気持ちになるのを堪こらえきれなかった。

「ありがとう。……僕は、これからどうすれば良いのかな」

「んーとね……」

　知ったことかと言われても当然のような情けない質問にも、桜花は面おも持もちを引き締めてあご先に掌てのひらを添え、親身になって考え込んでくれる。

　それから僕の方をまっすぐ見つめ、桜花が聞かせてくれた言葉は、ほんの少し予想外なものだった。

「響は、絶対に。何があっても怒っちゃダメ」

「……そうなの？」

「うん。あ、でもイライラしてどうしようもないならその時は別なんだけどさ。どう、イライラしてる？」

「まさか！　僕が怒る理由なんてどこにもないし！」

「ふふっ、そう言うと思った。だからね、響は怒らなくていいの。怒ってもいないのに『発はつ破ぱをかけないと！』みたいに思い詰めて……怒ったフリだけは、絶対にしない方がいい」

「あ……」

　ようやく、桜の言葉の真意が、わずかながら理解できた気がした。

「だって響、怒るのヘタそうだしね～。焦あせって慣れないことやっても絶対逆効果。みんな混乱して、ますます塞ふさぎ込んじゃうわ、きっと」

「あはは、そうかも……」

　あるいは、理り不ふ尽じんさを前に全すべてを拒絶してしまうか。いずれにせよ、状況の打開を求めるあまり、心にもないことをすべきではないのだろう。

　実際、そういう葛かつ藤とうは既すでに存在していたのだ。子どもたちに変化を求めるなら、まず僕が変わらなくてはいけないのか、と。

「だから、響きようはいちばん得意なことをしてあげて。……これからも、やさしくしてあげて」

　そうじゃなくていい、自然に振る舞えば良いいと桜花さくらに言ってもらえたことが、これ以上ないほどの道しるべだった。

「じっくり、向き合っていくよ。すぐ何かを変えなきゃって焦あせらないで、時間がかかってもまっすぐにみんなの方を見つめ続ける」

「うん、それが一番。大だい丈じよう夫ぶだよ。みんな、自分が思ってるほど弱くないから。三人も、それに……響も、ね」

　卓上のマグカップに添えていた僕の右手を、桜花がそっと握りしめてくれる。

　湯気の立つ紅茶よりももっと、暖かなぬくもりを感じた。

「本当にありがとう。相談できて、よかった」

　空あいている左手をさらに桜花の掌てのひらへ重ね、まっすぐに瞳ひとみを見つめる。

「………………」

「………………」

　そのままの体勢で、数分が過ぎた。

　今さら素そ朴ぼくな疑問なのだけど、こういう幸せに身を委ゆだねる行為ってどこに『止やめ時』があるのかさっぱりわからないぞ……？

　眼めも逸そらせず、指先一つ動かせず。下がることも、進むこともままならぬ悠ゆう久きゆうの時がいつまでも続く。

　……進む？

　自分で浮かべた単語でなんだけど『進む』という方向性で状況を変える選せん択たく肢しもあるのだろうか。

　手を重ね合わせるより、さらに進んだ関係……とは？

「…………………………」

「…………………………」

　なんだか、全身にじんわり汗が滲にじんできた。よくよく見れば桜花の首筋にも、ぽつりとひとしずくの水滴が。

　うなじ、綺き麗れいだ。

「あ!?　そそそ、そうだ！」

「──っ!?　ど、どうしたの!?」

　不意に桜花さくらが腰を跳はね上げ、するりと指先を僕の掌てのひらの間から抜き取る。

「じ、実は今日きようお店に、限定の面白いメロンパンがあってさ～！　食べさせてあげようと思って一個もらってきたんだ！」

「そ、そうなんだ！　嬉うれしいな、楽しみだよ！」

　ベッドの脇わきに置かれたスクールバッグをまさぐる桜花に、努めて元気よく返事。

　バイト先のパン屋さんのおかげで助かった、と言うべきなのだろう。たぶん。きっと。おそらく。

「ほら、これ！　よかったら食べてみて！」

「う、うん！　ありがとう」

　差し出された紙袋を受け取り、笑顔でお礼を伝える。あれ、この袋……？　どうもお店のと色形が違う気がするけど、まあ良いいか、細かいことは。触った感触は確かにふかふかしているし、モデルチェンジしたのかも。

　せっかくなのでこの場で頂こうと、僕は早速袋から中身を取り出す。

　んん……？　どう見てもメロンパンじゃないぞ。

　ブラジャーだこれ。

「うわー間違えたああああああ!?」

「なんで間違えるの[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?」

　脳が状況に付いていけず白いレース編みの物体を握りしめたまま固まる僕に、血相を変えた桜花が飛びかかってくる。そのまま押し倒され、仰あお向むけでバンザイした体勢のままいきなり視界が闇やみに閉ざされた。

「ち、違うのそれは！　なんか最近、サイズ合わなくなってきたかもと思って、試しに一枚買ってきたヤツで──ってそんなことはどうでもよくて！　こら響きようっ！　握りしめてないで離してよ！」

「むぐ……!?」

　誤解です握りしめてませんとっくに掌は開いています！　恐らく紐ひも的てきな部位が指に絡からんでるだけです！　と伝えようにも顔全体が柔らかな圧迫感に包まれていてままならない。こ、これはまさか、メロンパンの本体……!?　いや既すでにメロンパンは関係ないけど！

「ヒドいよ響～！　わーん意地悪しないでよ～！」

　意地悪なんてしてないしする気ないし、それより桜花、感触で察するにニットの襟えり口ぐちから両肩が飛び出して服装的にも大変マズい状況なのでは……!?　と伝えようにも以下略。




「楽しそうね～。桜花も、響も」




[image: ]

「っ……!?」

　なんとか冷静さを取り戻してもらう方法はないかと苦悩する最さ中なか、不意に桜花さくらの動きがぴたりと止まった。

「の、希のぞ美み……!?」

　次の瞬しゆん間かん、桜花が半身を起こしてくれたので僕も声のした方へ首を捻ひねると、希美がしゃがみ込んでジトりとした半眼を僕たち二人へ向け続けていることに気付く。

「あ、大だい丈じよう夫ぶよ。希美に構わず続けて？」

　いっさい表情を変えず、不自然なほど軽い口調と共にあご先を軽く動かす希美。

『お騒がせいたしました……』

　どちらからともなく僕と桜花はその場で正座して、視線を斜め下に固定した。

「ぞ、ぞみぃ。邪じや魔ましちゃダメだよ……」

「はむ。おたのしみのところ、ごめんね？」

　するとドアの外から、潤じゆんとそらもちらりと顔を覗のぞかせる。いつ頃ごろからかはわからないけど、どうやら三人とも様子を窺うかがってたみたいだな……。

「ち、違うのよみんな。別に響きようと……ええと……！　な、何かどうこうとかじゃなくて。ただちょっと、今後のことを話し合っていただけで」

「今後のことって何？　今後の桜花のブラジャーのサイズ？」

「違うから！」

　顔を真まっ赤かにして正座からあひる座りに体勢を変化させ、希のぞ美みに異を唱える桜花さくら。

　弱ったな、なんとも間が悪すぎたと言うべきか……。

「バンドのこれからについて、桜花にも意見を訊きいていたんだ。どういう方向性で進めていくのが良いいかなって」

　僕からも弁解すると、潤じゆんとそらは納なつ得とくしてくれたようで、恐縮気味に見えた面おも持もちを僅わずかに柔らかく緩ゆるめた。

「どうだか。……結局、響きようにとって希美たちがどこで演奏するかなんて、ひとごとなんでしょ。ていうかもう、ここに来てるのだってほとんど桜花目当てなんじゃないの？」

「それは違うよ！」

　希美はまだ、だいぶ不機嫌そうだけれども。ううん、そんな風に誤解されてしまうと本当に悲しい。僕にとってもこの場所は、心の底から大切で特別なんだけどな。もう、ずっと前から。

「こら、希美。……今のは、ダメでしょ」

「な、なによ桜花。怒る気？」

「怒るよ。本気で言ってたんだとしたら、ね」

「………………むぅ」

　僕が肩を落とすのと入れ替わって、桜花が眉み間けんに力を込めた。それを見てどこかたじろぐように声を詰まらせる希美。……よかった。その仕草だけでなんとなく、ただの売り言葉に買い言葉だったのかな、と信じることができた。

「ぞみ。響さんが私たちのこと、とっても一生懸命考えてくれてるの、知ってるよね？」

「響にーにごめんなさい、しよう？」

　潤とそらも、優やさしく希美を窘たしなめてくれる。ありがとう、みんな。おかげで自信を失わずに済みそうだ。

「…………ううう、うるさい！　巨乳に希美の気持ちなんかわからないわよ！　べーっだ！　桜花のＤカップ！」

「んな!?　ぜんぜん関係ないでしょそれ！　こら、待ちなさい！　それに今着けてるのはまだＣだし！」

　これにて事態は収束に向かうかと思いきや、希美はこの場の空気に耐えられないとばかりに桜花を指さして声を荒げ、一転踵きびすを返して飛び出して行ってしまった。

　発言内容に関してはあえてスルーを決め込みたいと思う。

「ぞ、ぞみっ！」

「はむ。ぞみたん、待って」

　真っ先に潤とそらが後を追い、桜花も直後に続こうとする。僕も追いかけないと。

「響、今夜はひとまず帰って。あとはあたしたちが上手うまく収めておくから」

　そう思って立ち上がった僕を、桜花さくらが制止した。

「でも……」

「たぶん、しばらくは何言っても素直になれないと思う。響きようの前だと特に。でも大だい丈じよう夫ぶ、あれはそんなに怒ってないパターンというか、自分が失言しちゃったせいでパニクってるパターンだから」

　ううむ。そう言われてしまうと深追いしない方が良いいのかな。

「あと、もしこれ以上響の前で恥ずかしいこと言われたら、あたしはあたしでちょっと……死にそう」

　耳の裏まで真まっ赤かにして、眼めを逸そらす桜花。

　決めた。今日きようはお暇いとましよう。紳士として。

「どうなるのかな、これから……」

　リトルウイングの敷地から出るや、僕は大きく息を漏もらしてしまう。

　クリアすべき目標も、こうすべきという正解も見えない問題と向き合い続けるのは、なんとも言い難がたく息苦しい。

　間違いなく、子どもたちはこの何倍も胸の詰まる思いに晒さらされているのだ。

　はやく、なんとかしてあげられると良いんだけどな……。
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「お兄ちゃん、今すぐ服を脱ぎなさい」

　その夜、家に帰ると腕組み仁に王おう立ちのくるみがバスタオル一丁（推定）で待ち構えていた。

「ど、どうしたの？」

　わけがわからなかったけど、とりあえず顔つきからして非常にお怒りであることだけは一いつ瞬しゆんで察した。な、何か僕、やらかしていたっけ……？

「どうしたもこうしたもないわ！　これ、一体どういうことなのよ!?」

　恐る恐る尋たずねると、くるみは後ろ手に隠していたスマホを印いん籠ろうのように突き出し、僕に画面を見せつけた。

　これは……メール？　くるみが受信したメールで僕が怒られる理由はまったく思い当たる節がなかったけれど、ひとまず内容に目を通してみる。





【Ｆｒｏｍ】紅葉もみじ谷だに希のぞ美み






【本文】お前の兄ちゃんおっぱい星人!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!




「………………………………」

　言葉に窮きゆうした。

　とりあえずこれはアレかな、さっきのことを本気で怒ってたらこんな腹いせ（？）をする心の余裕もなかろうし、希美の憤いきどおりは致命的ではないとポジティブに受け取っておくのが正解か。

「さあ、納なつ得とくのいく説明を聞かせてもらうわ。服を脱ぎなさい」

　……そうだった。ツッコミどころというか、絶句ポイントはまだ他ほかにもあったんだった。

「あの、くるみさん。……どうして服を？」

「貫ぬく井い家・家訓！」

「…………!?」

　ずびしいと人差し指を突き出すくるみ。反動でバスタオルの結び目が緩ゆるみ、今にもすとんと下に落ちそうで心配だ。

「復唱なさい！」

「ぬ、貫井家、家訓」

「大事な話は、お風呂場で！」

「……そうだっけ？」

　正直、初耳だった。

「復唱！」

　ああいけない!?　そんなに足を前に踏み出したら今度こそバスタオルが!?

「大事な話は、お風呂場で……」

　決めた、今日きようはもう逆らわないでくるみの気が済むようにさせよう。

「よろしい。行くわよ」

「はい……」

　靴くつも脱げきらないうちから手首を摑つかまれ、まっすぐお風呂場に連行された僕は、ある種の諦てい念ねんを抱いだきながら脱だつ衣い籠かごに服を一枚一枚投じていく。

　たぶんそうだろうという予感はあったが、湯張りはとっくに終わって準備万端のようだ。

　いやはやしかし、一緒にお風呂に入ること自体は日常茶飯事とはいえ、こんな風に冷めた眼めで凝ぎよう視しを続けられながら小学五年生の前で裸になるというのは、なんだかえも言われぬ倒とう錯さく感かんが……。ゾクゾクする。

　脱衣所が寒いせいだからだと思う。たぶん。

「ふぅ。で、なんなのアレ？」

　服を脱ぎ終えた僕をお湯に浸つからせてから、真っ正面のバスタブの縁に腰を落として脚あしと腕を組むくるみ。辛かろうじて致命的な箇か所しよは隠れているものの、できることなら背中を向けて欲しい。

「いや、全部ちょっとした事故のせいで起こった誤解なんだけど……」

　とりあえず、何も言わないとリクエストどころじゃなさそうだったので、視線を妹の裸体に向けないよう細心の注意を払いつつ、先ほどの顚てん末まつを話す。メロンパンのくだりはほどよく誤ご魔ま化かした。

「というわけで、桜花さくらと事故的に接触してしまった瞬しゆん間かんを希のぞ美みに目撃されまして」

　要点を伝え終えると、くるみはおもむろに目を閉じしばし沈黙した。はたしてどんな反応が返ってくるだろうか。どう転んでも良いい予感は全然しないけど。

「お兄ちゃん。あぶはち取らずという言葉は知ってるわね？」

「ええと。うん、一応……」

「二に莵とを追う者は一莵をも得ず、もね」

「はい」

「じゃあ訊きくけど。小学生が欲しい。妹も欲しい。そのうえおっぱいも欲しい？　そんな贅ぜい沢たくが通じると思う？」

「いや……」

　どれ一つとして、欲しいと明言した記憶はないのだけど……。

「そうよね。世の中そんなに甘くないわ。ただし」

「ただし、なんでしょうか？」

「妹であり、かつ小学生でもあるという女の子は、存在しうるわ」

「……うん」

　くるみは妹で、小学生だ。それは間違いない。

「だから同時に追いかけても、バラバラに逃げられることはないの。小学生の妹はあぶとはちじゃないわ。蝶ちようよ。一匹の蝶。二羽の莵うさぎじゃなくて、一頭の血の芸術品サラブレツド」

「そういうものでしょうか」

　だんだんと話が哲学的になってきたせいか、それともお湯にのぼせたせいか。どうにも頭が上手うまく回らない。

「そういうものなの。それが世界の法則。だから、もう一度考えてみなさい。ただのおっぱいと、小学生の妹。どっちがお兄ちゃんにとって、よりこれからの人生を豊かにしてくれる存在であるかをね」

　すごい。だんだんと小学生の妹のことだけ脇わき目めも振らず考えて生きていくのが人としていちばん正しい行いなのではと思えてきたぞ。

　……でも待てよ。よくよく思い返せば僕の身近に『ただのおっぱい』なる存在なんてどこにもいないじゃないか。危うく概がい念ねんの虚像に吞のみ込まれるところだった。

「ま、どうせお兄ちゃんのシスコンは不治の病やまいなんだし、あまり心配はしてないけどね。それより希のぞ美みと潤じゆん、大だい丈じよう夫ぶなの？　なんか最近学校で妙に元気がないわよ？」

　もう少しツッコミというか抗議を重ねたい欲求、というか使命感も山々だったんだけど、不意に話題の舵かじが無視できない方向に切られたのでここは変に流れを遮さえぎらないでおこう。

「……やっぱり、くるみの眼めにもわかるほど？」

「当然でしょ。潤はことあるごとにぼーっとしてるし、希美は怒りっぽいし。そらはよく寝てるし。どうしちゃったの、アレ」

　どうやら、学校でもみんなの様子は同様であるようだ。そらが普段通りである点も含めて。

「うん……。フェスに落選しちゃったこともあるし、それに最近定期ライブのお客さんが微妙に減っていて。ちょっと、自信を失いかけてるみたいで」

「そうだったの。相変わらずの豆とう腐ふメンタルねー。ま、それだけバンド活動に対して本気ってことなんだろうけど」

　ようやく身を翻ひるがえして湯船に浸つかり、僕に背中を預けるくるみ。素っ気ない言葉とは裏腹に、顔つきからは明らかな憂ゆう慮りよが見て取れた。

「そういえば、Dragon[image: ≒]Nutsはあれからどんな感じ？　ごめんね、訊きくのが今さらで……」

　リヤン・ド・ファミユの方がのっぴきならない状況だったという言い訳はできないよな。能動的にフェスの出場を願った霧きり夢ゆめたちのことを、ずっと尋たずねなかったのは明らかに僕の不ふ手て際ぎわだった。

「んーとねー、ナイショ」

「……くるみ？」

　深い反省と共に尋ねた僕の胸めがけ、くるみは柔にゆう和わに微笑ほほえみながらこつんと頭を預けた。

「なんせ、言いだしっぺがあの梅干しだもの。ちょっとやそっと天日で乾かされてしょっぱい思いしたくらいじゃへこたれるわけないわ。だから、私たちのことはしばらく気にしなくて良いいわよ。今は、潤じゆんたちのことだけ見てあげて」

「あはは、梅干しって。……それはともかく、ありがとう」

　きっと……いや、間違いなく。くるみも潤たちのことが心配だからこう言ってくれているんだと思う。ならば今は、その気持ちに甘えさせてもらおう。

　霧きり夢ゆめの動向とか心配な部分もあるけど、くるみの言葉から察するにどうやらさほど危うい思い詰め方はしていない雰ふん囲い気きだし、Dragon[image: ≒]Nutsの三人も、決着もつかないまま潤たちが沈みきっている姿なんて望んでないはず。

　だから、再度全力でぶつかり合える日が早く来るように、僕も踏ん張らないと。




　　　　♪




　とりあえず希のぞ美みにはメールくらい出しておいた方が良いかなと思い、部屋に戻るや僕はスマホを手に取る。

「さて、なんと送るべきか……」

　しかしこれが意外と難問で、なかなか文面が思いつかない。

『今日きようはごめんね』

　いや、それだとやましい気持ちがあったみたいだな。どこかおざなりな感じもするし、ちゃんと問題の所在を明らかにすべきだろう。

『僕は胸の大きさなんて気にしないよ』

　小学生の女の子にこんな文面送りつけたら逮捕の決め手になってしまうな。

『月が綺き麗れいですね』

　メールは文学ではない。相手に意訳を求めてはいけない。そもそも外は曇くもってる。

『今日は騒がしくしちゃってごめん。次の練習またがんばろうね』

　こんなところかな……。散々迷った挙げ句なんとか無難と思われる文字列を組み上げ、文末にどの絵文字を使うか五分くらい悩んでから覚悟を決めて送信ボタンをタッチした。

「緊きん張ちようするな……」

　返信してもらえるだろうか。火に油を注ぐ結果にならないだろうか。無性にそわそわしてしまいろくに何も手に付かないまま、数分間意味もなく部屋を歩き回ったり、ベッドに寝転んですぐ起き上がったり、挙動不審そのものな動きを繰り返してしまう。

　──やがて、机の上で端末のバイブレーション機能が作動。

「……！」

　駆け寄り、手に取り、ロックを解除。よかった、希美からの返信だ。

　さて、その内容やいかに……!?

　震ふるえる指先でメールアプリを起動する。

「……………………どういう、意味だろう」

　文章なしで、ただメロンパンの画像だけが一枚届いていた。

　とりあえず、無視されなかっただけ良いい方と思っておくべきか。

　……そういえば食べ損ねちゃったな、桜花さくらのメロンパン。

　いや、断じて比ひ喩ゆ的てきな意味ではなく。




　　　　♪




「よし、気合いを入れて。でも平常心で……！」

　一日おいて、迎えた練習日。リトルウイングの敷地へ入る前に僕はそっと拳こぶしを握り自分を鼓こ舞ぶした。早く今の停てい滞たいしたムードから脱却できるように、子どもたちの前向きな気持ちを引き出してあげないと。

　そのためにはまず、焦あせらないこと。変にけしかけすぎても逆効果になるだろうと、引きこもりを経験した歴史が僕自身に語りかけてくる。

　やさしく、ゆっくり、丁てい寧ねいに。その三点は、常に意識していよう。

「みんな、こんにち……は？」

　まずはファーストコンタクトをどうすべきかいろいろなプランを練ってきたのだけど、教会に入った瞬しゆん間かんどれも状況にそぐわないなと、一瞬で察した。

「響きようにー、こんにちは」

　僕の姿を見るやそらがまっすぐに駆け寄って来てくれたので、可能な限りぎこちなくならないよう注意しながらもう一度挨あい拶さつを返す。

「こんにちは。ええと……潤じゆんと、希のぞ美みは？」

　あまり、上手うまくできた自信はないけど。なぜ初っぱなからこんな戸惑い気味になってしまったかといえば理由はただ一つ。

　教会に、そら一人しかいないのだ。

「はむ。二人とも、ちょっと風邪かぜぎみで、お休みしたいって」

「そっか……」

　少し、嫌いやな予感がした。

　もちろん無理して練習させたりはしないのだけど、ただ。本当に二人は風邪なのかどうか。それが気がかりだ。

　体調不良であること自体を疑っているわけじゃない。元気なのに休みたがるとか、そういう子たちでないことは重々知っているから、そこには全ぜん幅ぷくの信頼がある。

　ただ、不調が実際は精神面な問題だったりしたら、今後事態はますます悪い方へ進んでしまうのではないか。それだけが心配だった。

「ねえ、そら。二人のお見舞い、できないかな？」

　今はそっとしておくべきか迷ったけど、顔を合わせたいという思いの方が勝まさった。そうした方がいいと確信があるわけじゃない。ただ、『なにもしなかった後こう悔かい』と『してしまった後悔』、両方想像した結果、前者の方が重そうだと感じたが故ゆえの、個人的な希望にすぎなかった。

「………………」

　膝ひざに手を突いて、目線を重ねながら尋たずねると、そらはしばし考え込むそぶり。

「少しだけ、おやすみさせてあげて？」

　それから僕の目をまっすぐ見つめ、迷いのない声と共に小さくかぶりを振った。

「…………わかった」

　そらがそう言うのなら、その通りにしよう。二人と一番近い距離に居いる女の子の意志を最大限尊重するため、僕はそれ以上食い下がらず、微笑ほほえみだけを返した。

「はむ。今日きようは響きようにーと、デートしたい」

「デート？」

　ああ、そういえば。三人と個別にデート（と、自分で言うのは相変わらずおこがましいけど）するという約束で、まだそらとだけ約束を果たせていないもんな。よし、そう言ってくれるなら喜んでお伴ともさせて頂きましょう。

「……うん、僕で良ければぜひ。どこに行きたい？」

「ありがとう、響にー。じゃあ、練習室にいこう？」

「え、ここでいいの？」

　僕としてはもちろん不満なんてないんだけど、それだとまったく予定通りというか、デートという感じでもないような。

「はむ。わたしは、おうちがいちばん好き。だから、おうちであそびたい」

　なるほど。言われて納なつ得とくだ。必ずしもデート＝おでかけというわけじゃないもんな。たぶん。

「了解。じゃあ、下で遊ぼうか」

　頷うなずき合い、僕たちは二人きりで地下へとおりていく。

「響にー。デートなので、手をつなぎましょう」

「わかりました。そうしましょう」

　さり気なく差し出されたそらの右手を、そっと握りしめながら階段を進む。なんか、嬉うれしくなってきちゃうな。ここのところどうしても気分が張り詰めちゃうことも多かったんだけど、そらの柔らかな掌てのひらと体温に触れた瞬しゆん間かん、首の付け根辺りから余計なガスが抜けていくような不思議な感覚を味わった。

　もしかして、そらのリクエストはむしろ僕を癒いやしてくれようと思って計画されたものだったりして。考えすぎだとは思うけど、透明な表情の奥に溢あふれんばかりの優やさしさを携たずさえた子だから、あながち有り得なくもないような気さえしてしまう。

「はむ。とうちゃく」

　手を繫つないだまま、練習室の中へ。何度もお邪じや魔まさせてもらっている場所だけど、そらと二人きりというのは新鮮で、なんとなく不思議な感じがした。

「何して遊ぼうか？」

「棒をにぎにぎする」

　尋たずねると、とても魅み力りよく的てきな提案がなされた。実は僕もかねてから、そらのにぎにぎをじっくりと味わってみたいと思っていたのだった。

「ぜひぜひやってみせて」

「はむ。よろこんで」

　喜びを露あらわに、僕は絨じゆう毯たんの上であぐらをかいた。そこに正面から向き合う形でそらもぺたんと腰を落とし、両手でそっと──ドラムスティックを握りしめた。この細腕でどうやってあれほど速くスティックを動かしているのか、前からずっと気になっていたんだよな。良いい機会だから今日きようは間近でじっくり観察させてもらおう。

「そら先生のドラム教室だね。楽しみだよ」

「響きようにーもドラムたたきたい？　じゃあ、教えてあげる」

　敬礼のポーズをして、僕たちの間に練習用のパッドを置くそら。実際にドラムを叩たたけるようになったら打ち込みの役にも立ちそうだし、ここは本気でしっかり勉強させてもらおう。

　もちろん一いつ朝ちよう一いつ夕せきに習得できるものではないだろうけど、何か一つくらいコツを摑つかめたらいいな。

「ありがとう。よろしくお願いします」

「何から教えればいい？」

「んーと、そうだな。どうやったらあんなに速いスピードで、一曲分叩ききれるのか……とか？」

　これまでも何度かほんの遊びでドラムの前に座らせてもらったことはあるけど、右手で単純な８ビートを刻もうとするだけでもすぐ疲れて腕がつりそうになってしまった。しかもテンポで言うとＢＰＭ１４０辺りでもうスピードについていけない。けれどもそらはいつも涼しい顔で、もっと速い曲も叩ききるのだから、まるで手品のようだとさえ常々感じていた。

「速いのは、一回に二発たたく」

「一回に、二発……？」

「はむ。ダブルストローク」

　どうやらそういう名前の専門スキルがあるらしい。これは実際やってもらうのがわかりやすいかな。

「これが、普通の。シングルストローク」

　右、左、右、左……と、交互にスティックを打面に当てて跳はね上げるそら。うん、普通という言葉通り、誰だれもがイメージする『両手で太たい鼓こを叩たたく』という動作はこれだろう。

「こっちが、ダブルストローク。一つぶで二度おいしい」

　宣言を合図として聞こえてくる音数が倍になり、そらの手元の動きが明らかに変化した。

「おおお、なんか……くねくねしてる」

　といっても、左右の腕を振り上げる速度自体はシングルの時と同じなのだ。変わったのは、手首から先の部分の動きだった。

　なるほど、ダブル──確かに腕一振りに対しスティックは打面上で二度跳ねている。一回目を叩き終えるのと同時に、手首の動きだけで再度もう一発打ち込んでいるのかな……？　なんとなく原理はわかるようで、でも微妙に判然としない、不思議な反復運動だ。

「これができれば倍のスピードで叩けるようになるから、速い曲でも安心」

　今度はじっくり動きが観察できるように、あえてゆったりとしたテンポでダブルストロークを披ひ露ろうしてくれるそら。これなら僕の動体視力でも動きの全容を理解できるかもしれない。目を皿のようにして、スティックの動きに全神経を集中させる。

　あ、そうか。なんとなく原理がわかったかも……！

　まず最初の一打のとき、そらはスティックを完全には握りしめていない。保持しているのは親指と人差し指の二点だけで、残りの指は半開きにして遊びを持たせている。

　この状態で打面に当たったスティックは、バウンドして頭の方が跳ね上がる、すると当然に、お尻しり──手元側は下にさがる。シーソーと同じ動きだ。

　さらに、このタイミングで半開きだった残りの指を素早く握りこめば、さがってきたお尻が元の位置に戻り、スティックの先端は逆に再び打面に向けて落ちていく。

　腕の振り下ろしで、一発。指の弾はじきで、もう一発。これがダブルストローク──一振りで二度音を鳴らすテクニックの原理らしい。

「響きようにー、やってみる？」

「ありがとう。できないと思うけど、せっかくだし試してみようかな」

「はむ。教えてあげる」

　頷うなずくと、そらは立ち上がって僕の真ん前に身を寄せて、こちらに背を向け脚あしの間にちょこんと座り込んだ。

「響にーも、持ってみて？」

「う、うん」

　そらの掌てのひらに掌を重ねるようにして、同じスティックを共有する僕たち。肌はだが触れ合う感覚と、髪から漂ただよってくる優やさしい香りに、少し緊きん張ちようしてしまう。

「わたしと同じ、手の形にしてください」

「了解」

　見よう見まねで、スティックを保持。どうやら人差し指と親指のどこを触れさせるかで、動きの自由度が全然違ってくるみたいだ。

　何度か握り直し、スティックが安定するフォームを探す。

　うーん、とりあえずこんなところだろうか。右手はともかく、左手がどうにもぎくしゃくしてしまうけど。

「ええと、これでいいかな？」

「いいと思います。つぎは、叩たたいて、指をぴょこってさせて、また叩く」

　そしていよいよ実じつ践せん。そらの可愛かわいらしい手の中で、言葉通り細長い棒が中・薬・小指で弾はじかれ『ぴょこぴょこ』するのを見せてもらってから、改めて別のスティックを借りて自分でもやってみる。

「響きようにー、とっても上じよう手ず。さすがです」

　たとえお世せ辞じでも、そらに褒ほめてもらえて嬉うれしくなった。うん、ものすごくゆっくりであれば、それなりに真似まねできるかな。

「でもまだ、スピードアップは難しそうだよ」

「はむ。たくさんやると、だんだん動かしやすくなるよ」

　当然ながらドラムも楽器なのだ。上手うまくなるには地道な反復練習を繰り返すしかないのだろう。よし、もう少し指先に感覚を染しみ込ませてみるか。

「いち、に、いち、に……」

　左右交互に、ゆっくりとダブルストロークの練習をする。最初は動かすだけで手一杯だったけど、何分か続けると少しは慣れたようで、モーションを継続させたままそらに話しかけるくらいの余裕も出てきた。

「そらは……大だい丈じよう夫ぶ？　元気？」

　少し唐とう突とつすぎる質問だったけど、ニュアンスは伝わったのだろう。そらは背中を反らして僕の顔をじっと覗のぞき込んでから、こくりと頷うなずきで答えてくれた。

「わたしは、いつもたくさんおひるねするから元気。フェス、落ちちゃったのはざんねん。これからのライブも、たいへん。でも、ゆっくりたくさんお休みしてるから、毎日元気にがんばれます」

　力強い言葉だった。きっとそらは、張り詰めてしまった心を自分で解きほぐすのが上手いのだ。だから良いい意味でのマイペースさを、ずっと崩さずにいてくれてる。

「潤じゆんたんとぞみたんは、毎日がんばって、ちょっと疲れちゃったのかも。だから、今日きようは少しだけ休きゆう憩けい。おやすみすれば、きっとまた元気になれる」

「うん、そうだね」

　二人に会いに行きたいと告げた僕を止めたそらの心こころ遣づかい。その思いの丈たけをはっきりと知らされた。確かに言う通りだ。急せき立てるばかりじゃなく、時には少し距離を置いて、待っていてあげることも絶対に必要。三人ともが、自分からがんばれる子たちであると確信しているならなおのこと、闇やみ雲くもに前の方へと引っ張っていこうと焦あせるべきではない。

　大だい丈じよう夫ぶ。みんななら、リヤン・ド・ファミユの三人なら、きっとなんとかなる。

「そらが居いてくれて、よかった」

　衝しよう動どう的てきに、そらのつむじの上へそっと顎あごを載せてしまった僕。

「はむ。いつでもいるよ？」

　少しきょとんとした雰ふん囲い気きながら、嫌いやがらず、むしろさらに深く背中を預けてくれた嬉うれしさで、全身がほかほかと温かくなってきた。

　ぎこちない左手のダブルストロークは、今もやっぱりぎこちない。

　それでも、間違いなく数分前よりは圧倒的に動いている。

　諦あきらめずに向き合い続けていれば、きっと目には見えずとも何かが少しずつ変化していくものなのだろう。

「…………くー」

　さらに十分ほど経たっただろうか。気付けばいつの間にか、そらがすやすやと寝息を立て始めていた。

　気持ちよさそうだし、起こすのも可か哀わい相そうだ。今日きようはこのまま、休ませてあげるべきかな。

「よいしょっと」
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　お姫様抱だっこと普通の抱っこを駆使しながら練習室を出て、僕はみんなの住居へとお邪じや魔まする。……さて、ここまでは良いいのだけど、問題はどこに寝かせてあげるかだよな。三人の部屋がベストではあるものの、下手へたに顔を見せて潤じゆんと希のぞ美みにプレッシャーを与えちゃったらよくないし。

「ひとまず、扉の前まで」

　迷いつつも、次善の策が思い浮かばなかったのでそっと階段を上り、子ども部屋の前に立つ。二人とも、中に居いるかな。ノック……は後戻りができなくなるので、無礼であることを承知でほんの少しだけドアを開いてみる。

　ん、真っ暗だな。留守だろうか。

「……ちょうどよかった、のかな」

　そっと中に入れば、薄うす闇やみの中で潤と希美は手を取り合い、ベッドの上でくっついて眠っていた。これなら気付かれることなく、そらにとって一番安らげる場所へ帰してあげることができそうだ。

「おやすみ、三人とも」

　潤たちのすぐ隣となりにそらを寝かしつけ、僕はそっと部屋から出て行く。

　たぶん気のせいだとは思うけど、二人きりの間は不安げだった潤と希美の寝顔が、そらの体温を感じた途と端たんいくらか和やわらいだような気がする。

「さて。桜花さくらか正まさ義よしさんが帰ってくるまで、下でお留守番させてもらうか」

　部屋を出て、ほっと一息。大だい丈じよう夫ぶ。焦あせらずとも、なにかきっかけさえあればみんなまた自信を取り戻して、今まで以上に輝きで満ちたステージを創つくり出してくれる。

　だからまずは、もう一度走り出すときに備えゆっくり休ませてあげないと。




　　　　♪




　次の練習から、潤と希美もちゃんと顔を出した。

　前回はごめんなさいでしたと恐縮し（もちろん笑顔で首を振って不問）、演奏の方も絶好調とまではいかなくとも、らしくないようなミスはおおよそなくなっていたので僕もほっと胸をなで下ろす。

　やっぱり、そらの言う通り急せかさなかったのがよかったように思う。改めて、その慧けい眼がんに感謝しなければ。

　次のライブに向けての具体的な改革に乗り出すにはまだ時間が必要だろうけど、焦るのは止やめておこう。十二月がリミットと決まっているわけではないのだから、肚はらを決めてじっくり向き合うべきだ。ズルズルと問題を先送りにすることと、信じて待つことは、言わずもがな意味が違う。

　しばらくは『何も起こらないが故ゆえの緊きん迫ぱく』に耐えつつ、日々を大切に過ごしながら大きなターニングポイントを探し、手に入れるしかないだろう。

　──そんな見立ては、まったく予想だにしてない方向からいきなり崩される。

「……ねえ響きよう、お客さんみたいだよ？」

「えっ？」

　高校での休み時間、ぼんやり窓の外を見ながら今後に向けた決意を改めていると、桜花さくらが少し戸惑い気味に呼びかけてくれた。

　お客さん？　誰だれだろう。交友関係が狭いから、このクラス以外の生徒にはほとんど知り合いなんていないはずなんだけど……。

「あの、お呼び……でしょうか？」

　ひとまず桜花にお礼を告げ、廊下に出た瞬しゆん間かんえも言われぬ緊張感に包まれた。

　相手は女性だったが、リボンの色が緑。……つまり、三年生。

「あ、ごめんね急に。貫ぬく井い、響くん？」

「は、はい！」

　もちろん知り合いではない。相手の方──すらりと背の高い、ベリーショートヘアの先せん輩ぱいも、僕の顔を予あらかじめ認知していたわけではない様子なので、過去の対面をうっかり忘れてしまっているわけでもなさそうだ。

　それならば、いったいなぜ三年生の先輩が、僕に？　謎なぞは深まるばかりだった。

「はじめまして。私の名前は坂さか本もと……つってもまあ、私自身はあんまり関係ないんだけど」

　頭を搔かきながら話す先輩……坂本さんは、どうも言葉に詰まっている様子だ。うーん、どんどん状況がわからなくなってくる。

　ただ一つ、坂本さんの顔つきと声こわ色いろから推察すると、どうもあまりいい話ではないような気がするんだよな。不安だ。

「いいや、単刀直入にいこう。突然だけど、貫井くん。……この三人、知ってる？」

　髪を額ひたい側から撫なでつけ、坂本さんはどこか投げやりにスマホを取り出して、僕に三枚の写真を立て続けに見せて下さった。

　場所は……ライブハウス？　どうやら演奏中のバンドメンバーを、客席から写した画像のようだ。

　──一人目。和服姿の、長い髪を一ひと房ふさにまとめた小さな少女。

　──二人目。白いワンピースがよく似合う、背の高い少女。中学生くらいに見える容姿だけど、小学生である可能性が非常に高い。

　──三人目。お風呂が好きそうな、実じつ妹まい感かん溢あふれる少女。

「…………………………………………」

　目を剝むき、絶句してしまう。

　え、これは……どういうこと……？

　なぜDragon[image: ≒]Nutsの三人が、こんな本格的なライブハウスで演奏を……!?

　そしてなぜ見ず知らずだった高校の先せん輩ぱいがその画像を!?

「反応からして、ビンゴみたいだね。……よかった、間に合って」

「ま、間に合って……？」

　混乱しきりだったけど、また一つ不ふ穏おんさの増す単語を耳にして背中に嫌いやな汗が滲にじんできた。

「ん、もうすぐ休み時間終わっちゃうか。……ね、今日きようの放課後、また会えない？　この三人について話したいことがあるんだ。わりと緊きん急きゆうめに」

　頷うなずくより他ほかに、とるべき選せん択たくはなかった。

「それじゃ、また後でね。迎えに来るから教室で待ってて」

「…………」

　去って行く三年生の先輩に対し挨あい拶さつもできなくなるほど、頭の中はフリーズ状態だ。チャイムが鳴る寸前だとわかっていても、教室に戻ることすらままならない。

「響きよう、なんだったの……？」

　心配してくれたようで、桜花さくらが歩み寄り声をかけてくれる。

「まだ、よくわからない。後でまた話を聞くことになりそう」

　おかげでなんとか我に返り、呆ぼう然ぜんとながらも声を出すことができた。

　しかし、それにしても。この後放課後まで気が気ではない時間がひたすら続きそうだ。

　──霧きり夢ゆめ、相あいヶが江えさん、くるみ。

　いったい、何が起こってるんだ……!?




　　　　♪




「本当に、あたしも残らなくて平気……？」

「うん、バイトを急に休むことはないよ。大だい丈じよう夫ぶ、心配しないで」

　気き遣づかって、付き添おうかと言ってくれた桜花に笑顔で『またね』と手を振る。

　不安が膨ふくらみ続けているのは事実だけど、急に桜花が欠勤したらお店も大変だろうし、むやみに甘えすぎるわけにはいかない。

「わかった。じゃあ行くけど、本気で困ったことがあったらいつでも電話してね」

「ありがとう。何かあったらそうさせてもらうよ」

　何度も振り返りつつ去っていく桜花に心からお礼を伝えて、帰りの準備で慌あわただしい教室内に戻り、自分の席で迎えを待つ。

　ううむ、今まで味わったことのないタイプの緊張感だ。普段の半分も肺に空気が入っていかないような気がして、非常に息苦しい。

「お待たせ。突然悪かったね」

　三分も経たたないうち、坂さか本もとさんが早足ですぐ傍そばまで来て下さる。

「いえ、関係ある子たちのお話みたいなので……」

　立ち上がり、ひとまずはお辞じ儀ぎ。関係あるどころか一人は血の繫つながった実の妹であるという事実は、とりあえず伏せておこう。どんな方向に事態が動くのか想像もできなかったから、自分から余計なことは言わない方針でひとつ。

「うん、なら良かった。……それじゃ、移動しながら話そうか」

「移動、ですか？」

　どこに？　と尋たずねる前に、坂本さんはさっと踵きびすを返す。

「間に合わないとマズいから、申し訳ないけど今は私を信じて付いてきて」

「………………了解、です」

　よくわからないけど、ここは従っておいた方が良さそうな雰ふん囲い気きだった。







「さーて、どういう順番でお伝えしたものか」

　早足で校門を飛び出し、電車に乗り込んだタイミングでようやく一息つくと、坂本さんは腕組みしてつり革を仰あおぎ見た。

「……ひとまず、私のことを話すね。多少回り道だけど、その方がわかりやすいかなって」

　そして少し迷った風な仕草ののち、くしゃくしゃと髪をかき上げて軽く微笑ほほえんで下さる。

「はい、よろしくお願いします」

「ＯＫ。えっとね、実のところ私はその三人とは、ぜんぜん面識がないんだ。さっきの写真は、別の高校に通ってる私の友達が撮影したやつなの。その子たち、女四人でバンド活動してて、ライブハウスとかにも良く出てるから、私もたまに観みに行ってる仲なんだけど」

「……つまり、そのお友達のところに、あの三人が？」

「そゆこと。なんかね、ここのところ近所のガールズバンド界かい隈わいでちょっとした話題らしいよ。いきなり現れて、前座で何曲かプレーさせてくれって飛び込み営業してくる小学生のことが」

「……………………」

　なんともはや。ちょっと眼めを離しているうちにそんなことになっていたとは。さすがは霧きり夢ゆめ主導というか、なんというか。

　ただまあ、僕が怒れる立場ではないよな、という感覚もあってたいへんリアクションに困る。事実として『眼を離してしまった』のは紛まぎれもない負い目というか、監かん督とく不行き届きというか。もし仮に三人から『何しようと勝手だろう』と言われれば、反論は難しいわけで。

　とはいえそれも、周りへの影えい響きようが笑って済ませられるレベルであれば、だ。

　ここまで聞いていっそう気になってくるのは、坂本さんが僕に、『緊きん急きゆう』でコンタクトを図って下さった理由。ここまでのお話で全部ならば、こんな風に連れ出されることはなかったような気がする。

「それで……もしかしてあの子たちは、なにか多大なるご迷惑を？」

「や、そうでもなくて、わりとみんな面白がって、好きにやらせてあげたりしてたみたいだよ。……少なくとも、昨日きのうまではね」

「今日きよう、なにかマズい状況になりそうなんですね……」

「まだはっきりとは言えないけれど……うん。どうやら、ちょっとお近づきにならない方がいいバンドに殴なぐり込みをかける計画立ててるんだって、その子たち。友達も、絶対に止やめなよって忠告したみたいなんだけど、聞く耳持たずだったってめっちゃ心配しててさ」

　それは、本当にマズい……。想像しうる中で、最悪と思われるお返事だった。

　やっぱりバンドをやっている人の中には、いろんな意味で『コワイ』方々も含まれるのだろう。最近はわりとそうでもない傾向が強いのかなという気もするけど、それはある意味棲すみ分けがはっきりした故ゆえ、活動域がアンタッチャブルなゾーンと交差しないで済んでいる、という面もありそうだし。

「そのバンドというのは……危険な、お兄様たちとか……？」

「あ、それよりはマシ。危険な、お姉様たちかな。流石さすがに男は避けてるみたいだよ。声かけるのはメンバー全員が女子のバンドに限定していたみたい」

　よかった、同性か。ならば、ほんの少しは気が楽になった。や、それでも未いまだ強きよう烈れつな緊きん張ちよう感かんの中にある事実は変わらないけれども。

「ついでに言うと、いわゆる『ワル』な感じじゃなくて、『ガチ系』だから近付かない方が良いいっていう話。本気でプロ目指してて、眼めの前でやる気ないライブされたりするとズバズバダメ出しが飛んでくるらしくて。泣かされて、立ち直れなくなっちゃったバンドもあるとかないとか。その子たちも変に関かかわるとトラウマになったりして危ないんじゃあって友達が心配してたわけ」

「……なるほど。いくらか安心しました」

　じゃあ、物理的な身の危険が迫っているわけではないのか。

　だからといって放っておけるはずはないけど。もし、今Dragon[image: ≒]Nutsの面々まで心に傷を負うような事態になったら。悪い連鎖が二つのバンドの存在そのものを脅おびやかしてしまう可能性だってありえる。

「今から、そのバンドがリハーサルやっているスタジオに連れて行く。私も面識あるわけじゃないし、仲裁しきれないかもしれないけど、もし保護者が居いるなら連れてきてあげてって友達に頼まれちゃったからね。……あとは、貫ぬく井い君。君頼みだよ」

「わかりました。知らせて下さって、本当にありがとうございます」

　何も知らないところで大きなトラブルが発生していたらと思うと、心底ぞっとする。僕に情報を届けてくれた坂さか本もとさんには、いくら感謝してもしきれない。

　……あれ。でも、よくよく考えれば。

「あの。ところでなんですが」

「ん、なに？」

「どうして、僕が三人と関係あるかもって思って下さったんですか？」

　今までの情報からすると、Dragon[image: ≒]Nutsと僕の接点って、少しも明るみに出る要素がなかったような気が。

「ああ、それは本当にダメもとだったんだけど……」

　にこりと笑って、坂本さんは自らの額ひたいを軽く叩たたく。

「友達に『小学生バンドと繫つながっていそうな知り合いいない？』って訊きかれて思い浮かんだのが貫ぬく井い君だけだったんだ。ほら、貫井君って小学生を囲い込んでることであちこちに有名じゃない？　私も君とは面識なかったけど、『小学生愛好家の、一年の貫井』って言ったら、ウチの高校では学年関係なく大たい概がい通じちゃうし。だから、当てがあったわけじゃなくて、単に小学生から連想して当たってみたらビンゴだっただけ」

「………………………………」

　今何か、とてつもなく衝しよう撃げき的てきな言葉を絨じゆう毯たん爆撃で浴びせられたような。

　もしかして、もしかしてだけど。

　僕は知らず知らずのうちに、もはや逃げ場のない断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの境地に自ら踏み込んでしまったのだろうか。




　　　　♪




「ここだよ。件くだんのバンドがこのスタジオで定期練習してるって聞いて、貫井君の知り合いの子たちが今日きよう飛び込み営業をかける予定みたい」

　自宅の最も寄より駅から三つ離れた繁はん華か街がいで電車を降り、坂本さんの案内に従ってやや古めの雑居ビル前に立つ。この中に、絶対に収めねばならない戦争の火種がくすぶっているらしい。

　年季の入った、動きの鈍のろいエレベーターで五階に降りると、一面に手書きの『バンドメンバー募集』案内が貼はり巡らされた掲示板と対面する。

　同時に鼻を突くのは、くすぶった煙草たばこの臭におい。僕たちが普段足場に据すえているのとはだいぶ違う、良くも悪くも『本格的』ミュージシャンの根ね城じろ、といった感じだ。

「どうやってスタジオに潜入するかいろいろ考えていたけど、手間が省けたね」

「……っ。みんな」

　重い足取りで角を曲がった瞬しゆん間かん、早くも緊きん張ちよう感かんはピークに達した。

　待合室と思おぼしきソファの傍そばで、Dragon[image: ≒]Nutsのメンバーと、明らかに年上と思しき女性三人が、剣けん吞のんな雰ふん囲い気きで対たい峙じしている。

　あの方たちが、アンタッチャブルな『ガチ勢』で間違いないだろうな……。

　電車で聞いた情報によると、バンド名は『タランチュラホーク』。出いで立ちの特徴を端的に表現すれば、とにかく黒い。髪も、メイクも、服装も。全すべての要素が黒で統一されていて、その中で病的なまでに目立つ青白い肌はだと鋭い目つきが、言うなれば特別な意い匠しようを込められた球体関節人形のようなゴシックホラー感を彷ほう彿ふつとさせた。

「で、ごめん。なんだって？　もっかい言ってくれる？」

　黒服メンバーの真ん中にいる女性が、起伏のない声と共に顎あごを持ち上げた。

　まだ、霧きり夢ゆめたちもタランチュラホークの方たちも、僕と坂さか本もとさんの存在に気付いていない。すぐ声をかけるべきか迷いつつ、ここは少しだけ様子を見ることに。もちろんどんな形であれ子どもたちに危害が及びそうになったらすぐに飛び込む覚悟は完了しつつ。

「だから、私たちのこと前座で出させてくれない？　って言ってるでしょ？　ステージあっためてあげるわよ？」

　さすが霧夢、欠片かけらほども物もの怖おじした様子がない。

　今はそれが尚なお更さら、僕の背筋を凍らせるばかりだけど……。

「消えろよ。目め障ざわり」

　ぼそりと、向かって右側の目元が前髪で隠れたメンバーさんがルービックキューブをいじりながら吐き捨てるように呟つぶやく。……極きまっている。あらゆる意味で。予想以上にコワイ。

「人が話しかけてるのに遊んでんじゃない。怒るわよ？」

　そのルービックキューブを勢いよく取り上げ、人差し指を突き立てる霧夢。精神的重圧で僕がいの一番に音ねを上げそうになる修しゆ羅ら場ばだった。

　ちなみにくるみと相あいヶが江えさんはその場に直立しているものの、眼めが盛大に泳ぎまくっていて今にも気絶寸前といった様相だった。うん、それが普通の反応だと思う……。ただ霧夢だけが、常軌を逸いつしているだけで。

　これもまた、天あまの岩いわ戸どに籠こもった末身につけた神通力か……。

　今にも身を滅ぼしそうだけど。

「返せよ。ころすぞ」

「ククッ、今のは、そっちのちびっ子の方がr/o/c/kだったね。変なキャラ作りしてる誰だれかよりずっと」

「……死ぬ？　お前ら、全員」

　幽ゆう霊れいのようにゆらりと立ち上がった右側のメンバーに対し、左側のメンバーが幾いく重えにも両手に巻いた細い鎖をじゃらじゃら鳴らしながらからかいの言葉を向けた。あなたも充分すぎるほど濃いキャラです、という指摘は未来永えい劫ごう吞のみ込んでおく。

「……ねえねえ。私、帰って良いい？」

「止める権利はありませんが、せめて近くにいて下さると救いになります」

　坂さか本もとさんは、場の空気の重さにＫＯ寸前のようだ。僕だってもし関かかわっているのが見ず知らずの人たちだったら今にも逃げ出したいし、表情から察するにくるみと相あいヶが江えさんもきっと同じだろう。

　それでも二人がそうしないのは、一いち蓮れん托たく生しよう。何らかの覚悟を共有した上で、ここに乗り込んできているからだろうか。

「お前ら落ち着け。ガキの前でみっともなくはしゃぐなよ」

　今にも内乱が始まりそうな左右のメンバーだったけど、真ん中の女性が再び口を開くと双方が意外なほどあっさり椅い子すに座り直した。どうやら、はっきりとした上下関係がバンド内で存在しているようだ。

「言いたいことはわかった。でさ、何かウチらに得があるわけ？　キミたちをライブに出して」

　真ん中の推定リーダーさんが、蛇へびのような鋭い瞳ひとみと共に訊きく。口調こそ穏おだやかだったけど、何故なぜか僕は『この人が一番怖いな』という先入観を抱いだかずにはいられなかった。

「もちろんあるわ」

　その手のオーラには無む頓とん着ちやくなのか、あるいはいざとなったらがっぷり四つで戦って勝てると思っているのか（後者だったら今すぐ錯さつ覚かくだと伝えてこの場から強制退避させなくてはいけない）、顔色一つ変えず右手をくねらせ、舞踊のようなポーズを決める霧きり夢ゆめ。

「へえ、どんな？」

「インスパイアを受けることを許してあげる。世紀の才能に満ちあふれたこのバンド、Dragon[image: ≒]Nutsから、好きなだけ良い影えい響きようを受けると良いいわ」

「……沈める」

「……埋める」

　先ほどとは一転動作をシンクロさせて、同時に立ち上がる左右のメンバーさん。もうだめだ。かくなる上は僕が腹をかっさばいて満足を得て頂くしかないか……。

「待ちなって。……わはは、いい度胸だね～ほんと。最近じゃ珍しいよ、そんな風に無む謀ぼうで、笑っちゃうくらい自信過か剰じようなヤツら。……人生賭かけてバンドやるなら、それくらいの方が本当はちょうどいいのにね」

　完全に死を覚悟したが、リーダーさんは意外にもご機嫌な様子だった。これは、まさかの許される展開か……？

「あんただけは、なかなかわかってるじゃない。それじゃ、交こう渉しよう成立ね？」

「なわけないだろ。口でどうこう言おうと、実際演奏させてショボい音しか出せないんだったら雇ったこっちが損害なの。あんたらの前座見て、呆あきれて帰っちゃう客がいるかもしれない。その帰っちゃった一人が、もしかしたらこっちにとって大事な、どっかの事務所のスカウトかもしれない。その責任、どうやって取るつもり？」

　と、思いきや一転氷柱つららのように冷たく尖とがった視線で霧きり夢ゆめを射い貫ぬく。それも当然か。言葉は反論の余地もない正論だった。

「は～、しょうがないわね。わかったわ、私の内面から溢あふれ出る才気に立ち会ってもその凄すごさに気付けないんなら、実際に見せてあげるわよ、演奏するとこ。それでもう、そっちから泣きついて前座を頼んでくるに決まっているし」

「えっ」

「ちょっ」

　それでも霧夢は退ひかぬ媚こびぬ省かえりみぬ。相あいヶが江えさんとくるみが表情でいくら抗議しようとも、不敵な笑みで胸を張り続けるばかりだ。

　この段階まで達すると、皮肉ではなく純粋な意味でかっこよく思えてきてしまった。

「…………わはははは！　いーねいーね、いよいよ気に入ったよ。その青あお臭くさくて無む謀ぼうすぎるとこ。ウチがガキだった頃ころとそっくりだ。……このご時世にもまだ、自分以外にこんな大バカが居いるって知って、楽しくなってきた」

「ちょっと誰だれが大バカよ。ま、それはさておき、交こう渉しよう成立ってこと？」

「残念、まだ足りないね。……ちなみに、演奏聴きいてウチらがクソだと思ったときは？」

「直すわ。そっちが気に入るまで。ダメな理由がただのいちゃもんじゃなかったら、いくらでも付き合ってあげる」

「グッド。その答え以外だったら、今度こそ叩たたき出してたよ」

　パチンと指を鳴らしてから、立ち上がって右手を差し出すリーダーさん。

　……なんと、突破してしまった。無む為い無策が、脇わき目めも振らぬまっすぐさが、時には岩をも動かしてしまうのだと人生の教訓を得た気分だった。

「てことで、こいつら借りても良いいよね？　そこにいる人」

「あ……貫ぬく井いくん！」

「お兄ちゃん!?」

　突然振り返ったリーダーさんに、びっくりしておののいてしまう。とっくにバレていたのか。ここに居ることのみならず、僕がみんなのことを心配して追いかけてきた自称・保護者代理であることすら。

「子どもたちの意志なので、反対はしません。暴力さえなければですが」

「殴なぐって終わりの方が楽かもよ？　本気でウチらの前座として通用するところまで、シゴいて演奏力鍛きたえさせる。ま、たぶん途中で音ねを上げて逃げ出すんじゃないかと思うけど」

「……バカにしないで、逃げないわ」

「未熟者ですが、見み初そめて頂いたからにはやり遂とげます」

　欧米人のように肩をすくめたリーダーさんに対し、僕より、霧夢より早く反論したのはくるみと相ヶ江さんだった。

　ならば尚なお更さら、もはや反論する余地はあるまい。

「決まりね。これからどうすればいい？」

「毎回、スタジオに顔出して。本番は二週後の土曜」

　霧きり夢ゆめがスケジュールを確かめ、これでいよいよ後戻りのできない状況になってしまった。

　どうなるか、僕にもわからない。みんな心を折られて終わりになってしまうリスクも間違いなくある。

　でも、上手うまくいけばこれが、僕の近くで音楽を愛する全すべての人にとって、何かの『きっかけ』になるかもしれない。そんな予感が、全身に熱となって伝わった。

「……ちなみにだけどさ、なんでわざわざウチらに声かけようと思ったわけ？」

　思い出したように尋たずねるリーダーさん。すると霧夢は何を今さらといった感じで小さくすんと鼻を鳴らした。

「ライブ告知のポスターがダントツでかっこよかったから。こういうセンスが良いいなら、音楽も絶対格好いいって思ったの」

　それを聞くや、リーダーさんはなぜかお腹なかを抱かかえて笑い出した。

「わはははは、良かったじゃん、初めて褒ほめてもらえたな！」

「く……。や、やめなよそういう不意打ち」

　その右みぎ隣どなりで、ルービックキューブを持ったメンバーさんは顔を真まっ赤かにして縮こまってしまっている。

　そうか……どうやらそのポスターを描かいたのは彼女らしい。

「……し、しかたないから、地じ獄ごくのようにシゴいてあげるわ。覚悟しておくことね」

　視線はルービックキューブに固定したまま、手をせわしなく動かしつつ小さな声でぼそぼそと呟つぶやくメンバーさん。

　うむ、間違いない。

　これは、既すでに陥かん落らくしている……。

「あら、描いたのあんただったの？　へー見直しちゃった」

「うるさい黙れちびっこのくせに生意気」

　言葉とは裏腹に、その声こわ色いろは今までにないほど明るく上ずっていた。

　霧夢、やっぱりすごいな……。地力も天運も、どこか人ならざるモノを持っている。




　　　　♪




　この後早速、練習時間を延長して三人の演奏を見てやるから待っていろと告げ、タランチュラホークの三人は休きゆう憩けいを終えスタジオ内に戻っていった。

「まったく、びっくりしたわよ。急にお兄ちゃんが現れるんだもん」

「僕の方こそびっくりだよ。まさかこんな殴なぐり込み営業を続けていたなんて」

　そこでようやく、くるみたちと正面からコンタクト。お互いどこか緊きん張ちようの糸が切れたような脱力モードで、驚おどろいたと告げ合っている割には妙にのんびりした口調になってしまっている。

「やっぱり実力を付けるには武む者しや修行がいいだろうって、貴き龍りゆう様が。不安もたくさんですけど、だからこそ必死に成長しないとって思えるので、私もがんばってみますっ」

　胸前でぎゅっと両手を握り、気合いを露あらわにする相あいヶが江えさん。この三人の向上心には、心から尊敬の念を抱いだくばかりだった。

　ただそれとは別方向から、みんなに対し申し訳なく思う気持ちも同時によぎる。

　こんな無む謀ぼうとも思える方法に身を投じ、力を付けようと思った背景には、きっと。

「ごめん。僕がいっぱいいっぱいだったから、きっといろいろ考えて、選んでくれたんだよね。自分たちだけで成長する方法を」

　きっと、これ以上僕の負担を増やさないでおこうと思ってくれたのだ。優やさしさが嬉うれしくて、同時に自分が不ふ甲が斐いない。

　ダメだよな、小学生にそんな気き遣づかいさせてるようじゃ。

「あら？　それはちょっとばかり、ひびきの自うぬ惚ぼれよ？」

「霧きり夢ゆめ？」

　忸じく怩じたる思いで項うな垂だれていると、霧夢が含み笑いと共に不敵な目線を送ってきた。

「私がひびきに対して、いちいち何か遠えん慮りよすると思う？　たとえばの話だけど……どっかのちんちくりんのためにいったん身を退ひくなんて、ありえなくない？」

「ええと……」

　そう言われてしまえば、うん。確かに違和感はなきにしもあらずなんだけど。

　とすれば、霧夢の真の思おも惑わくとは。

「もっと単純な話よ。あいつら今なんかヘコんでるんでしょ？　そこを圧倒的な力でねじ伏せちゃえば、もう二度と歯向かう気も起きないほどの敗北感を味わわせられるわ。だから、ここぞとばかりに猛もう特とつ訓くんしてるわけ。最短ルートで、ちんちくりんズが立ち直る前に、ライブのパフォーマンスを究極まで高められるように、外の世界へ飛び出したの」

　ニヤリ、と八や重え歯ばを剝むき、嗜し虐ぎやく的てきに霧夢は胸を張る。

　……うん、それも本音なのだろう。半分くらいはきっと。

　でも、やっぱり僕は思わずにいられない。残り半分の動機は、むしろリヤン・ド・ファミユを鼓こ舞ぶするため足を止めず動き続ける、成長し続けるという決意から来ているのだろうと。

「あはは、そっか。じゃあ尚なお更さら、潤じゆんたちが早く元気になれるよう、僕もがんばらないと大変だ」

　確かめるのも無ぶ粋すいなので信念は胸の内に秘めておきつつ、霧夢の前に握り拳こぶしを掲げて応こたえる。

「ちょっと、正妻の前で堂々とウワキ宣言？　……ま、あんまり辛しん気きくさいと相手にしてて疲れるから、今だけは許してあげるけど」

「私はいつだろうと、あんたの正妻宣言なんて許さないけどね」

「正妻がいても、ひとまずは愛人枠で大だい丈じよう夫ぶですっ。えへへ、それからあわよくば後妻枠を」

　相変わらず妙なバランス感覚で、息の合った（？）チームワークを披ひ露ろうする三人。反応に困る内容でついついたじろいでしまいつつ、改めてこれからの成り行きに思いを馳はせ、僕は面おも持もちを改めた。

「みんな、がんばって。たぶんあの人たち、本当に厳しいと思うから」

　僕も伝聞のみの知識しかなかったけど、先ほど対たい峙じしただけでタランチュラホークというバンドが内に秘めた音楽へのただならぬ情熱が伝わってきた。

　生なま半はん可かな向き合い方では、きっと無残に打ち捨てられて終わりだ。

「わかってるわ、望むところよ。そういう『本気っぽい』バンドをあえて選んだんだもの」

　踊るように優ゆう雅がな動きで、僕に掌てのひらを突き出す霧きり夢ゆめ。

　よくよく考えたら、霧夢は既すでに絵の世界で、筆一本を頼りにのし上がった実績の持ち主。自分の磨みがき方は、この歳としで熟知しているのかもしれない。

　凜りんとした、迷いのない佇たたずまいを見ていると、きっとどんな試練でも乗り越えてしまうのだろうなという頼もしさが、深い尊敬の念と共に溢あふれるばかりだった。

「うう。私がいちばん楽器初心者ですし、足を引っ張らないようにしないとですね……」

　一方で、最も緊きん張ちよう感かんをはっきり表に出しているのは相あいヶが江えさんか。

　うん……。皆みんなの意志で決めた活動内容自体には僕から干かん渉しようしないとしても、何かしら内面的なケアくらいはしてあげるべきかもしれないな。




　　　　♪




「貫ぬく井いく～ん！　ここですよ～！」

　土曜日の午前中。駅前に到着すると、柱時計の下で相ヶ江さんがぴょんぴょん飛び跳はねながら手を振ってくれた。

「ごめん、待たせちゃった？」

「いえいえ、さっき着いたばかりです！」

　残り十数メートルの距離を駆け足で一気に詰め、ぺこりと頭を下げると相ヶ江さんは両手を勢いよく振って不問に付してくれた。

　なんとなく、普段より動作の一つ一つが大きいような気がする。喜んでくれている証あかしなのかなと、僕としても非常に喜ばしい気持ちになった。

　スタジオ殴なぐり込み事件から数日経たち、迎えた週末。午後までは予定が入っていなかったので、勇気を出して相ヶ江さんに『近場で軽く遊ばない？』とお誘いをかけてみた次第だった。

「えへへ、本当に嬉うれしいです。貫井くんの方から秘密のぬけがけデートをお誘いして頂けるなんて」

「……そ、その言い方は語ご弊へいが」

　秘密、というつもりでもなかったし、間違ってもぬけがけデートなんて大それた目もく論ろ見みじゃなかったんだけど……。

「貫ぬく井いくんも本当に罪なお人です。やっぱり全員攻略ルートじゃないと興味がないんですねえ。私みたいな、ちょろいポジションにもしっかり気を遣つかって下さって感激です」

「いやいやいやいや！」

　否定箇か所しよが多すぎて闇やみ雲くもに首を振ることしかできなかった。断じてそのような不ふ埒らちな気持ちはないし、相あいヶが江えさんのポジションをそんな失礼な風に思ったことなんてあるはずがない。

「なんて、冗談です。……気にして下さったんですよね。練習で追い詰められてないかって」

「…………あ」

　両りよう頰ほほに手を当て、うっとり夢見心地な表情を覗のぞかせていた相ヶ江さんが、不意に慈じ愛あいの色で満ちた微笑ほほえみを浮かべ、胸の前で両手を重ねた。

　やっぱり魂こん胆たん、バレちゃってたか。さりげなく元気づけるつもりが、失敗だったかな。

「私、本当に嬉うれしいです。貫井くんがこうして、私のことまで心配して下さって」

　ちょっと冷や汗をかいたけど、面おも持もちから読み解く限り相ヶ江さんは本心で喜んでくれている気がする。……それならばもう変に気どらず、素直に思いの丈たけを伝えようかな。

「……練習、辛つらいかもなって思って。相ヶ江さんは、もともと楽器志望者じゃなかったわけだしさ」

「もう、辛いですよ～。怒られてばっかりで、しょんぼりです」

　眉まゆ尻じりを下げ、唇くちびるを尖とがらせる相ヶ江さん。懸け念ねんした通り、タランチュラホークの皆さんから相当シビアなレベルでスキルアップを求められている様子だ。

「……大した役には立てないかもしれないけど、弱よわ音ねすら吐く場所がなかったら、いつでも僕を使ってよ」

「えいっ」

「わ……!?」

　真っ正面から抱だきつかれてしまった……。ちょっと、反応に戸惑う。

「やさしーですねー。困った人です」

「ご、ご迷惑でしたか……？」

「もう、そんなわけないじゃないですかー。……ありがとうございます、貫井くん。私なら、大だい丈じよう夫ぶですよ。大変だなーっていうところも確かにあるんですけど、期待されてないより、期待されてるときの方ががんばれるタイプだと思うので。『もっとできるだろ！』って[image: 叱]しかってもらえるのは、私に期待してくれてる証拠だって思えて、やる気が出ます」

「ん、そっか……」

　相あいヶが江えさん、かっこいいなと思った。あくまで自然体で、こんな台詞せりふがさらりと出てくる子、そうそういないのではと感服させられる。

「というか、むしろ私思うんです。最近自分のことドＭなんじゃないかって」

「な」

　あくまで自然体で、こんな台詞がさらりと出てくる子でもあるので、気が抜けない面も多々あるが……。

「なんかこの、どうがんばっても本命になれない感じとかも、むしろ痛いた気持ちよかったり……。ううーん。ダメですね私、自ら喜び勇んで不幸の道を突き進みそうです」

　恍こう惚こつの表情で、僕の胸に頰ほおをすりすりしてくる相ヶ江さん。今後何年我が人生が続くのか定かではないが、今日きようのこの瞬しゆん間かんより返事に困ることがこの先あるのかどうか、わりと本気で疑問に感じたり。

「に、人間には幸福追求権というのがあるらしいよ。学校で習ったんだけど」

「あらっ。じゃあ今日は目一杯楽しまないとですね、貫ぬく井いくんとの秘密のデート！」

　ぱっと僕から離れ、満面の笑みを浮かべながら一歩後ろに飛び退のく相ヶ江さん。

　……あはは、なんか全すべて手玉に取られてるのかもな。やっぱり女の子って、男よりずっと成長が早いのだろうか。

　なんであれ、わざわざ呼び出してしまったのだ。この時間が、相ヶ江さんにとって楽しくてリフレッシュできるものになるよう、誠意を込めて向き合わなければ。

「どこか、行きたいところとかある？　もしリクエストがあれば、遠えん慮りよなく聞かせて」

「はい、実はあるんです！　あの、私、映画館に行ってみたいです！　できれば、なるべく大きなスクリーンのあるところに」

　なるほど、映画か。言われてみれば、いわゆるシネコンの大スクリーンで映画鑑賞という体験は、離島だと物理的に敷しき居いが高いものだったろうし。

「それならおやすい御ご用よう。ここから大きな映画館のある場所にバスが出ているはず。ちなみに、観みたい上映中の映画とかは決まってるのかな？　もしそうなら時間とか調べるけど」

「いえ。作品はわりとなんでも良くて、今日は映画館そのものを体験してみたいです！」

　屈くつ託たくなくそう伝えて貰もらったので、真に受けて行き当たりばったりで最も寄よりのシネコンを目指すことにする。バスに乗り、目的のショッピングモールで降りて、施設内の映画館を一直線に目指す。

「わぁ、賑にぎやかですね～。いろんなお店があります」

「何か欲しいものとかもある？　もし気になるならお店も覗のぞいていくよ」

「いえっ。ひとまずは映画館をまっすぐ目指しましょう！」

　一応確認しつつ、雑踏を抜けてシネコンのスペースへ。看板を確認すると、上映間近なのは純愛系の洋画であるようだ。あまり派手さを強調していないポスターからして、静かなストーリーを予感させるものだけど、さて相あいヶが江えさんの趣向には合っているだろうか。

「……貫ぬく井いくん。なにか、運命的なモノを感じます！　私！　ぜひこの映画を！　むしゃぶりつくように！　鑑賞しつくしたいと！」

　よかった、興味津しん々しんだ。なんとなく琴きん線せんに触れるのではないかという期待はあったけど、予感が当たってほっとした。

「了解、ジャストタイミングだしね。相ヶ江さんがいいならこの映画にしよう」

「はいっ」

　ちなみに僕、この手の映画は観みたことないんだよな。

　大だい丈じよう夫ぶかな、グズグズに泣いてしまったりしたら、ちょっぴり恥ずかしいけど……。

　まあ、全すべてはなるようにしかならないだろう。余計な躊ちゆう躇ちよは挟はさまず快かい諾だくし、様式美を重視してポップコーンとコーラなんかも買いつつ、飛び込みで確保した前方のシートに座り込む。

「うわぁ。映画館で、ポップコーン。憧あこがれでした……」

「あはは、ならよかったよ」

　瞳ひとみを輝かせる相ヶ江さんがとてもかわいらしい。

　座席の埋まり具合は、六割くらいだろうか。後で知ったけど、この映画の公開はだいぶ前で、この日は上映終了間近だったようだ。何はともあれ、あまりぎゅうぎゅうに人口密度が高くないからリラックスして鑑賞できそうだ。

　──しばしお菓子と飲み物を堪たん能のうし続けていると、ブザーが鳴って劇場が暗くなる。

　いよいよ始まるな。ここからは口を閉じてスクリーンに集中するとしよう。まあ、あと数分は予告編が続くのだろうけど、

「………………ふわぁ」

　相ヶ江さんが既すでに釘くぎ付づけなので、いたずらに集中力を乱さない方が良いいかなと思うし。

　とりあえず僕も、音をたてないように注意してポップコーンを頰ほお張ばりつつ、何本も流れる予告編に五感を傾ける。

　あ、あの有名なアクション映画の続編やるんだ。

　あ、あの監督の新しい劇場アニメ、もうすぐ公開なんだ。

　あ、映画泥棒ダメ！　なＰＲ、映像が進化してる。

　映画事情に疎うとい故ゆえか、わりと新鮮な発見が多くて本編前に気持ちが盛り上がってしまったり。

　過去にはなんでこんなに宣伝ばかりなのだろうと思った記憶もあったけど、改めて観ると納なつ得とくする部分も多いというか、確かにふだんあまり情報に触れてない人間からすれば（まさしく自分のような）ここで新作のニュースに触れる機会って多いのかもしれないな。

　そんなことを思っているうちに、いよいよ配給会社のロゴが映し出され、本編へと突入する。

　物語は、わけあって故郷を捨てた男性が、家族の死をきっかけに街へ戻り、そこでかつての知人だった女性と再会するという、静かな立ち上がりだった。

　ディティールをかいつまんでしまえばよくあるモチーフなのだろうけど……なんだろう。映像の撮り方とか、心理描写の取り入れ方とか。理屈ではなくグッと気持ちをスクリーンに惹ひきつけるパワーが非常に強い作品で、知らず知らずのうちに僕も物語の虜とりことなっていた。

「……………………」

　ちらりと様子を窺うかがえば相あいヶが江えさんも同じ心境みたいで、僕の視線なんかには全く気付かず、スクリーンから片時も眼めを離そうとしない。

　それは何よりなのだけど、ふと気になったのは自分の膝ひざの上でトレイに突き刺さったままの、二本のコーラ。いつでも吞のめるように、座席のドリンクホルダーに移動しておいてあげた方がいいかな。

「…………っ」

「あ。……え、ええと」

　そう思って隣となりの座席にコーラを移動させたのだけど、目的を遂とげ戻そうとした腕を、相ヶ江さんに両手でぎゅっと握りしめられてしまった。

「……………………勇気を出してっ」

　戸惑い、声をかけようとしたが相ヶ江さんの視線はスクリーンから片時も離れない。どうやら、無意識に抱だきついた格好らしい。

「きゃあ……。だ、大だい胆たんですっ」

「え、え!?」

　次の瞬しゆん間かん、差し出した僕の左手は相ヶ江さんの内もも、そして胸部に手厚く包囲された。

　まるで抱き枕まくらに全身を委ゆだねるかの如ごとく、足と手でがっちり密着ホールドされてしまったのだ。

　ど、どうすべきかこの状況……!?　倫りん理り上じようマズいポジションなのではと焦あせる反面、相ヶ江さんは映画に釘くぎ付づけなので無ぶ粋すいに邪じや魔まをするのも憚はばかれる。

「はうううう、せ、せつない……」

　すりすりすり、と。僕の掌てのひらが埋まい没ぼつした左右の内ももが擦こすれる。ついでに小学五年生の平均値からすればだいぶふくよかであろう胸部が、二の腕辺りで当たったり離れたりする。

　──限定メロンパンが再入荷してしまった。

　いや何でもない前言撤てつ回かい！

　と、とにもかくにも！　なんだか非常にマズい体勢である。

　ここまで来たらさすがに、一声かけて危機回避すべきだろうか。

「そうです、告白しちゃいましょうっ。その方が、きっと引きずらずに済みますっ」

　……ああ、でも。この相ヶ江さんの表情。とてもじゃないけど水を差す気にはなれないほど映画に全神経を溶け込ませていて、結局僕は情けなくも何も言えないまま、左腕の全すべてを委ね続けてしまうのだった……。
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「はぁ、感動してしまいました……」

　スタッフロールまで完全に映画が終了し、館内に灯あかりが点ともる。

　開き直って先に宣言してしまうけど、僕はまったく映画の内容を覚えていない。気が気じゃなくてそれどころじゃなかった。

「あはは……、よかったよ、相あいヶが江えさんが楽しそうで……」

「はわー。こういう映画、大好きです……って、えっ!?　ぬ、貫ぬく井いくん!?　い、いつからその、なんというか……お腕を私の股またの間にお挿さしになって!?」

「ちちち違うからね！　僕が自ら進んでやったわけじゃないからね!?」

　糾きゆう弾だんするような物言いになって誤解を与えるのは不本意だったが、今の叫びを曲解されるとお巡まわりさんが飛んできかねなかったので、ここははっきりと故意の不在を宣言する。さすがに死活問題なのである。

「あ……!?　も、もしかして、私が無意識でしがみついてしまっていましたか……？　ご、ごめんなさい！　貴き龍りゆう様にもたまに言われるんですけど、どうやら私『抱だき癖ぐせ』があるらしくて、お家うちでテレビ見ているときもクッションとか、貴龍様とか、つい身体からだで挟はさんでしまっていて……。うう、まさか貫井くんにこんな粗そ相そうをはたらくなんて……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　僕としては全然気にしてないから！」

　一転してしょんぼりしてしまった相あいヶが江えさんに、首をぶんぶん振って笑いかける。

　なんであれ、今日きようは相ヶ江さんを元気づけようと思って誘ったのだ、どんなことであれ失敗の印象を持たせて帰すわけにはいかない。

「貫ぬく井いくん……。えへへ、そうですよね……。私なんかにしがみつかれても、特になんとも思いませんよね……」

「え」

　なんか、一いつ瞬しゆんにして返答難易度が急角度で上昇したような。

「そ、そんなわけないです。……ドキドキ、してしまいました」

　迷いに迷った末、あらかたのお客さんが立ち去った後の閑かん散さんとした映画館で、僕は顔中に籠こもる熱感を抑えつけるように俯うつむく。

「きゃ、よかった。まだ、ほんのひとかけらくらいは私にも脈アリってことですねっ」

　はたして、返答は合っていたのだろうか。少なくとも噓うそはこれっぽっちもついていないから、後ろめたく思うのも変な話なのだろうけど。




　　　　♪




「で、また性しよう懲こりもなくよその女に手を出したのね」

　その夜、再びくるみに浴室でお説教される羽目になった。

　相ヶ江さん、経緯をどこまで伝えたのだろう……。いや、別に内緒にしてくれなんていう気持ちは毛頭なかったから、責めるつもりなんてないものの。

　それはそれとして、なんと弁明するのが正解だろうか。

　心に宿る想おもいをそのままに伝えれば『あくまで仮定の話として。よその女に手を出すより、ウチの女に手を出す方が社会通念上大きな問題になるんじゃないか？』なんだけど、それで事態の収束には至る気がしないので吞のみ込まざるを得ない。

「相ヶ江さん、けっこう辛つらい立場かもって思って、それで少しでも気分転換の場を作れればと……」

　代わりに本来の目的を恐る恐る伝えれば、くるみは湯気の中で腕組みして、大きく息を漏もらした。

「まあ、確かにわかるけどね、心配する気持ちは。柚ゆず葉は、毎回毎回可か哀わい相そうなくらい怒られてるものね～」

「あ、やっぱりそうなっちゃうんだ……」

「私たちとしても心苦しいわよ、柚葉にはなりゆきで楽器持たせちゃったところもあるし。でもあの性根くさりんこ共は、そういう個人の事情とかいっさい考こう慮りよしてくれないんだから。ほんと外げ道どう」

　念のため補足しておくと『性しよう根ねくさりんこ』というのはタランチュラホークのみなさんに対する、Dragon[image: ≒]Nutsメンバーの陰口だ。発信源は霧きり夢ゆめ。

「うん、それで心配になって、いくらかでも気分転換の場を作ってあげたいなと」

「その挙げ句、柚ゆず葉はの股またにねじ込んだの？　お兄ちゃん自身を」

「誤解です」

　相あいヶが江えさん、その伝え方はあんまりだ。

「まあ今のは冗談だけど」

　冗談だったのか……。ほんの時々、くるみは僕をどうしたいのかわからなくなる。

「とにかくまあ、柚葉を心配する気持ちはわかるから今回の浮気は水に流してあげるわ」

　浮気なのかなあ……。非常に疑問だけど反論しない方が早く尋じん問もんから逃れられそうなので黙っておく。

　──この思想、もしかして痴ち漢かん冤えん罪ざいに巻き込まれたときの対処法に似ているのではと僅わずかに危き惧ぐしつつ。

「でも、安心させるためにこれだけは言っておくわ。あの子なら大だい丈じよう夫ぶ。もしかすると、私たち三人の中でいちばん打たれ強いくらいかもしれない」

「ん……」

　短絡的に頷うなずくのも違うかと思ったけど、なんとなく言いたいことはわかる気がした。

　相ヶ江さんは、おそらくプレッシャーを受け止め、自分の中で昇しよう華かするのがとても上手うまい。

　今までの度胸一番な振る舞いや、数々交わした会話からなんとなく僕にも推測できる。

「ということで、むやみやたらに女の子をたらしこまないこと！　わかった？」

　たらしこんでるつもりは全然ないんだけどなあ……。

　という反論の代わりに、僕はふと別の『口にすべき言葉』にたどり着いた。

　いけない、迂う闊かつだったな。

　近況を問いかけるべき相手がすぐ身近にもいたのに、『きっと大丈夫だろう』と勝手に推測して、この瞬しゆん間かんまでおざなりにしていた。

「くるみは、大丈夫？　元気？」

「な」

　湯船の中で僕の上に座り込んだ実じつ妹まいの肩を、そっと抱だきしめる。

　怒られるかもしれないけど、その時はその時だ。

　うっかり今まで内心でくすぶらせていた家族としての憂ゆう慮りよを、吐き出すなら今しかない。

「くるみだって、もしかしたら厳しいこと言われてるんじゃない？」

　ピアノの演奏力が小学生としてトップクラスであることはとうに知っているから、もしかすると杞き憂ゆうかもしれないけど、バンドでの演奏はくるみも勝手知ったるテクニックではないはず。思わぬダメ出しをくらい密ひそかに傷ついている可能性は否定できない。

「……べつに、気にしてるわけじゃないんだけどさ。リズムが正確すぎって言われるの、ちょっとナットクいかない感じがする」

「そんなこと言われるんだ……」

　本人はそんなつもりじゃなかったかもしれないけど、深い溜ため息いきと共に吐き出された不平は、やっと外に吐き出すことができた安あん堵ど感かんが多分に混じっているのではと、僕には思えた。

「メトロノーム通りのリズムでしか弾けないなら、生演奏しないでキーボードも打ち込みでやればいいじゃん、だって！　ほんと失礼しちゃう！」

　幾分の声こえ真ま似ねを交え、くるみは過去に受けたのであろうダメ出しを再現してくれる。

　聞いてみて、僕としては『難題だな……』というのが五割。その反面『なるほど……』と感じる部分が残り五割くらいの配分だろうか。

「ただ、それって改めて思えばピアノの先生にも言われてることなのよね。リズムは生き物、きっちり割り切れる譜割りで弾く方が不自然だって。……私たち、ドラムは打ち込みのバンドじゃない？　だからこそ、生演奏するパートはカチカチっとした機械っぽすぎるリズム割りじゃダメなのかも」

「なるほど……」

　自分自身としても勉強になるな、と唸うならされる言葉だった。三人がタランチュラホークに認められる領域まで達したときは、僕もまた多大なる影えい響きようを、くるみたちから受けることになるのかもしれない。

「……ライブには、間に合いそう？」

「間に合わせるわよ、意地でも。ここまでしごかれて、スタジオ代もワリカンで、それでなんにもなしになったら大損じゃない。絶対にあの人たちのパワーと情熱、盗んでやるわ」

　きりりと眉み間けんに力を込め、くるみはバスタブに張られたお湯をぴしゃりと叩たたく。後ろから覗のぞくその表情は、微み塵じんたりとも揺るがぬ信念に溢あふれていた。

　……よし、ならば。僕もまた、余計な逡しゆん巡じゆんはするまい。
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「わにゃ。ライブ、ですか……!?」

「うん。Dragon[image: ≒]Nutsの三人が、自主的に飛び入り参加するつもりみたい」

　翌日の練習中。とうとう僕は、潤じゆんたち三人に今まで内緒にしていたもう一つの動向を伝える。

　良い方に転ぶか、それとも悪い方か。

　いろいろ迷ったけど、ようやく覚悟が決まった。

　知らせるべきだ。ライバルたちの奮闘を知れば、きっと事態が『動く』。それがどんな方向だとしても、重苦しい停てい滞たいよりきっと意味がある。

「いつ、出るの？」

「次の土曜日だって。……どうかな、観みに行ってみない？」

　うつむき加減で呟つぶやいた希のぞ美みに、やんわりと訊きいてみる。もちろん強制する気はなくて、みんなの気持ちに任せる。

　きっと恐怖感もあるだろうなと、想像はつく。自分たちが暗中模索する中で、もしライバルたちが遠く高いところまで上り詰めてしまっていたら。

　もう、追いつけない。二度と差は埋まらない。そんな絶望で、ますます足が動かなくなってしまうかもしれない。

　でも、見失っていた光がそこで見つかる可能性だってある。ずっと近くで、同じステージに立っていた仲間が、停滞から抜け出すためのヒントを教えてくれるかもしれない。

　どうなるか、僕にも全くわからない。

　ただ、確信を持っていることがひとつ。潤も、希美も、そらも。芯しんの部分は、とてつもなく強い子たちだ。強風にたじろぐことはこれからも当然あるだろう。けど、そう簡単に心そのものが折れたりなんかするものか。

「はむ。潤たん、ぞみたん。いってみよう？」

「くーちゃん……」

　そらが潤の手をそっと握り、柔らかな光を瞳ひとみに宿しながら二人の家族を順番に見つめる。

「……すぐには、決められないわ。もう少し考えさせて」

　長いまつげを伏せ気味に、希美はそらの頭を優やさしく撫なでながらゆっくり息を吐く。

　もちろん急せかしたりなんかはしない。週末までまだ時間はあるのだから、決めるのは今じゃなくていい。

「了解。それじゃ、今日きようはひとまず練習を始めようか」

「……はいっ！」

「ありがとう、響きよう。ノロノロしてばかりで、ごめんね」

　にっこり笑って頷うなずくと、潤と希美は安あん堵ど感かんを露あらわにして顔を持ち上げた。

　大だい丈じよう夫ぶ、僕だってノロノロどころか長い間ずっとその場に停滞し続けた経験があるのだ。止まったものをもう一度動かすときにどれほど莫ばく大だいなエネルギーが必要か、身に染しみてわかっている。

　だから、いくらでもじっくり待とう。僕が他ほかの人より上手うまくできることがあるとすれば、きっとそれだけだ。

　この日の練習は、特に問題なく順調だった。三人とも、以前の水準と変わらないところまでは力が戻ってきたように思う。

　立ち止まっているわけじゃない。ちゃんと前に進んでいる。




　　　　♪




　そして迎えた、土曜日。

「よし、行こうか」

　僕たちは、四人で見知らぬ駅に降り立った。

「普通のライブハウスって初めてなので、ちょっと緊きん張ちようしちゃいます……」

「こ、怖い人とかいないわよね？」

「はむ。まいごにならないようにがんばる」

　潤じゆんも希のぞ美みもそらも最終的に『観みに行く』という判断をしてくれて、本当に嬉うれしく思う。ただひとつ、みんなの懸け念ねん通り場に対する不安が多少あるのも事実だった。お昼だし、タランチュラホークはガールズバンドだから（かなり独特のオーラに包まれた方たちではあったけど）そこまで危険が迫ってくるなんてことはないと思うものの、念のため細心の注意を払って三人から眼めを離さないようにしないと。

「みんな、ちゃんと希美の傍そばにいるのよ！」

　中心に立ち、左手を潤、右手をそらと繫つないで大おお股またで歩き出す希美。先陣を切るリーダーシップと、肌はだに触れて不安を和やわらげようと試みる可愛かわいらしさが同居していて、思わず癒いやされてしまった。

「着いた、ここみたいだよ」

　スマホの地図情報を頼りに、歩くこと数分。目的のライブハウスは料理店やゲームセンターの看板が立ち並ぶ、雑居ビルの最上階に位置しているようだ。

　くるみから知らされた開演時間まで、あと五分くらい。躊ちゆう躇ちよしている余裕はなさそうだな。

「は、入りましょう響きようさんっ」

　ごくりと生なま唾つばを吞のみ込んでから、硬い歩みで動き出す潤。希美とそらも制止を求める気はなさそうなので、四人で勢い任せに突き進んでいく。

「……って、潤！　そっちじゃないよ！　ライブハウスは隣となりのビル！」

「わにゃ!?」

　危うくちょっとした間違いを犯しそうにもなりつつ。

「え、違うの？　お城みたいで素敵な建物だと思ったのに」

「はむ。休きゆう憩けい、フリータイム。おやすみできるおみせ？　とっても楽しそう」

　…………否いな。もしかしたら、犯しかけた間違いは『ちょっとした』なんていうレベルじゃなかったのかもしれない。繁はん華か街がいこわい。

　とにかく未み遂すいで済んだので恐怖感は引きずらないことにして今度こそライブハウスの入り口を目指す。どうやらエレベーターに乗って上まで行くのが正規の入場ルートであるようだ。

「…………っ」

　全員で狭い箱の中に入ると、五、六人の女性が後からやってきて、密閉空間の人口密度が高くなる。みなさんかなり個性的な服装で、端的に言えば……どこかしこも黒い。十中八九間違いない予感はあったが、目的の階は全員が同じであるようだ。

　最上階に着き、最後尾から薄うす暗ぐらい廊下を進む。白と黒のタイルが敷き詰められた床。乱雑に張り巡らされた告知ポスター。日常から遠く離れた、場違いな空間に紛まぎれ込んでしまった気まずさが、自然と肩の筋肉を張り詰めさせる。

　でも、本来ならば。これが普通なんだよな。バンドでライブをする場所というのは、こういう雰ふん囲い気きがスタンダードなのだろう。改めて、リヤン・ド・ファミユの特殊性に気付かされる。

「当日券と、ドリンク代。合わせて１５００円です」

　受付でお金を払い、さらに奥へ。……ドリンク代というのもかかるのだな。出費が想定より５００円多かった。地味に痛い。

　余談ながら、子どもたちのチケット代は正まさ義よしさんが臨時予算を組んでくれた。僕からも心より感謝。

「はむ。ついに、ライブハウスせんにゅう」

「その前に、このドリンクチケットとやらを引き替えちゃった方がよくない？　帰りだと混こみそうだし」

　ふむ、希のぞ美みの言う通りだな。防音扉の中に入るより先に、すぐ隣となりのバースペースで飲み物を受け取っておくか。

「……これ、５００円ですか？」

　ちっちゃい紙コップでコーラをもらい、潤じゆんの呟つぶやきに全員が微妙な顔で首をかしげる。アルコール飲料を嗜たしなむ成人ならまた印象が違うのかもだけど、一律料金でこのコーラはちょっと衝しよう撃げき的てきだな……。

　何事も、経営を成り立たせるのは大変なのだろう。オトナの世界の厳しさを垣かい間ま見た。

　などと脇わき道みちで考え込んでいても仕方がない。開演間近だし、そろそろホール内に突撃しなければ。

「わ、すごい熱気……」

　重い扉を開け、子どもたちを先に通すと希美がたじろぐように顔をしかめた。お客さんの入りは、ぎゅうぎゅう詰め二歩手前、といった感じだろうか。ステージ前方には隙すき間まがないほど人が押し寄せているが、後方に居いる限りでは楽に身動きが取れる。

　大入りなのか否いなか、単純に知識不足で判断がつかないけれど、アマチュアバンドとしてはかなりの人気なのではという予感がする。リトルウイングでのライブは今のところ満席に近いくらいまでお客さんが来てくれているけど、それはあくまで椅い子す席せきだからだ。人数自体は、今日きようのこの場の半分も入っていないはず。

　ちなみに性別的には圧倒的に女性が多い。もしかして男は僕だけなのではと感じるくらい客層が偏かたよっていた。色もやっぱり黒に偏っていた。

「響きようにー、どこで観みる？」

「一番後ろにしておこうか。どういうライブになるかわからないし」

　もしかすると、オーディエンスのみなさんが盛大に身体からだを動かしまくる系のライブかもしれないので、場を乱さぬよう邪じや魔まにならないポジションを確保することに。子どもたちも勢いよく頷うなずいて同意してくれたので願ったり叶かなったりだったようだ。

「わにゃ、始まるみたいです」

「あら……？　くるみたち、前座って話じゃなかったの？」

　壁かべに背中を預けた直後、ホールに流れていたＢＧＭが激しくて攻撃的なリズムトラックに切り替わる。少しして歓声の中ステージに現れたのは、予想に反してタランチュラホークのメンバー三人だ。

　変だな。希のぞ美みと同様、僕も違和感でいっぱいだった。

　まさか直前で、出演許可を取り消されてしまったのだろうか。昨日きのうの段階では、くるみから『なんとかステージには立てそう』って聞いていたんだけど……。

「──っ！」

　疑問や不安が、唐とう突とつに始まった演奏で一時完全に吹っ飛んでしまった。

　ああ、違う。

　プロとかアマチュアとかそういう便べん宜ぎ上じようの垣かき根ねではなく、このバンドはもう根本的に何かが違う。

　あえて言うならば『説得力』が違いすぎる。

　地面をうねる大だい蛇じやのような、重く息苦しいビート。リズムの大部分は、打ち込みによるデジタルサウンドだった。……だからこそ、霧きり夢ゆめはこのバンドの門戸を叩たたいたのだろうか。

　その重低音を切り裂さき縫ぬい付けるのは、ノイジーで、しかし計算され尽くした緻ち密みつなギターの単音リフ。奏かなでているのは練習の時真ん中にいた、リーダー格と思おぼしきメンバーさん。

　左側のメンバーさんが奏でるベースの存在感もまたすごい。やり過ぎだろうというレベルで歪ひずませきったファズサウンドはもはや音階すらわからなくなりそうなのに、どういうわけかはっきりとフレーズの輪りん郭かくが聴きき取れる。

　……ああそうか、なるほど。これ、ベースの音をアンプに通す前の段階で二つに分離させて、歪ひずみとクリーンを同時に鳴らしてるんだ。だから音を潰つぶしきっているのに、潰れて聴きこえない。

　三人目の、スタジオでルービックキューブをいじっていたメンバーさんに至っては、もはや何をしているのかすらさっぱり把は握あくできない。リズムマシン、シンセサイザー、ノートパソコン、果ては見たことのないパーカッションや民族楽器に囲まれた機材の牙が城じように立てこもり、終始俯うつむいたまま身体からだを揺らして、せわしなく手元をいじり通している。

　理解できたのは、あの人がタランチュラホークのサウンドを大おお本もとで制御する、司令塔なのだという一点のみだった。

　ヘヴィで、でも浮遊感のある、デジタルとアナログの融ゆう合ごう。強しいて言えば、アメリカの『ナイン・インチ・ネイルズ』的なインダストリアル・ロックに近いかもしれない。でもメロディの流れとかは明らかに一線を画していて、何か特定のジャンルだけに傾倒して完成するような音楽ではないと直感的に確信させられる。

　なるほど、これが『ガチ勢』か……。

　パッケージングされたスタジオ録音ではなく、遥はるか彼方かなたの大ステージでもなく。

　目と鼻の先で行われるライブハウスの生演奏という、手の届く現実の中で奏かなでられる音だからこそ、気絶しそうなほど鮮せん烈れつで、途方もなく衝しよう撃げき的てきなステージだった。

「………………」

　子どもたちは、皆眼めを見開いたまま微動だにせず口を閉ざしている。音楽のカテゴリとしては好みから外れているだろう。ここまで重厚感溢あふれる音像は、きっとまだ刺激が強すぎる。

　だとしても、これは否いや応おうなしに伝わる。極きわまったバンドの、極まったライブとは一体どういうものであるか、脳みその皺しわ一つ一つに直接すり込まれているような気分だった。

　眼前では、黒い人波がリズムに合わせてたゆたい続けている。不要に暴れることはなく、自己主張は皆かい無むに、ただ音の洪こう水ずいに埋まい没ぼつする快感に酔よっている感じだ。

　なぜ、お客さんも皆黒服を纏まとっているのか、ようやく理解できた気がする。

　きっと、溶け込みたいから。タランチュラホークの奏でる音に、自らの色を捨てて一つになりたいと思うほど、その音楽を崇すう拝はいしているのだ。

　数曲演奏を終えたところで、ボーカルとギターを担当するリーダーさんが素っ気なくマイクに近付く。

『ごめん、ちょっとトイレ』

「え……？」

　最初のＭＣ、しかも第一声がそれとは。

　もしかしてお決まりの定番ネタか何かなのかなと一いつ瞬しゆん思ったけど、唐とう突とつな宣言に他ほかのお客さんもはっきり戸惑っている。じゃあ、本当に不測の事態なのか……それとも。

『あと実は、この前からヘンなガキンチョたちに絡からまれててさ。そいつらに場を繫つないでもらうから、テキトーに聴きいて待ってて』

　まさか、と心臓に痛みが走った。

　今、このタイミングで出すのか、Dragon[image: ≒]Nutsの三人を。

　あえて無理矢理好意的に考えれば、前座でいきなり登とう壇だんしても注目を得られないから中休みで、という配はい慮りよかと受け止めることも、理屈上なら可能ではある。

　けれども思おも惑わくはどうあれ……キツいだろう。完全にタランチュラホークの色で染まり、ボルテージが高まりきったステージにぽんとほっぽり出されるなんて、言葉を選ばなければもはや拷ごう問もんに近いぞ……。

「わ、わにゃ……。みんな、大だい丈じよう夫ぶかな……？」

「はむ。ちょっと、心配」

「ちょっとどころじゃないでしょ……。こんなの、イジメじゃない」

　潤じゆんたちも気が気ではないようで、ずっと嗄からしていた声をこのタイミングで三人とも一いつ斉せいに取り戻した。

『………………』

　皆が固かた唾ずを吞のむ中、本当にくるみ、霧きり夢ゆめ、相あいヶが江えさんの三人がステージ脇わきから顔を出した。ざわざわ、と戸惑うお客さん。『小学生だし大目に』なんて空気は欠片かけらほども感じられない、完全アウェー。もう、無理矢理乱入抗議して演奏をうやむやにしてあげた方がいいんじゃ、とすら思えるほどの逆境が、壇上の三人に襲おそいかかる。

　──なんてことをほんの僅わずかでも思ってしまった事実を、後で土ど下げ座ざして詫わびなくてはいけない。

　そう感じてしまうほど、Dragon[image: ≒]Nutsは『せーの！』に続く一いつ瞬しゆんで、ホールの困惑を根元から亡なき者にしてしまった。

「はむ。……はむ」

　ただ、驚おどろくばかりだ。短期間でここまで変わるものなのかと。

　まだ、聴いたのは楽曲のイントロのみなのにも拘かかわらず、そらは何度も息を吞み、潤と希のぞ美みに至ってはしばし呼吸をすることすら忘れてしまっている。

　ほんの紙かみ一ひと重えの違いなのだろうけど、グルーヴの調和がここまでバンドサウンドに変化をもたらすのだな……。それを知らずに指導者ぶっていた自分のことが、恥ずかしく思えてきた。

　リズムトラックは変わらずに打ち込みだが、決定的に違うのはくるみと相ヶ江さんのシンクロ率。フレーズ自体、特段難しいものではない。しかし、キーボードで奏かなでられるストリングスと、それに絡からみ合う相ヶ江さんのルート弾きが、まるでフルオーケストラを思わせるほど壮そう大だいな音の壁かべとなって僕たちの琴きん線せんをずんずんと刺激し続ける。

　さらにもう一つ異なるのは、霧夢の立ち居い振る舞い。おそらく、今回イラストをリアルタイムで描かいていない。適てき宜ぎ、用意したスクリーンに色鮮やかなＣＧを躍らせているが、どうやらあれはその場で筆を走らせているわけじゃなくて、事前に用意した作品をリズムに合わせロードして披ひ露ろうしている様子だ。

　そのぶん、用意されたプロジェクターに現れるのはただの線画ではなく、彩色まで終わらせた完成度の高い一枚絵ばかり。……なるほど。曲芸的に捉とらえるならば以前のリアルタイム描写も意味はあるが、いかんせん届く範囲が狭い。遠目には、霧きり夢ゆめがその場で筆を走らせてるという事実が伝わらないだろう。大きな会場で後ろの方からライブを眺ながめるお客さんを考こう慮りよしたなら、この形の方が圧倒的に『届く』。

　そして恐らくだが、今回霧夢は絵だけに留とどまらず、音の面でも現在進行形でバンドに多大なる貢こう献けんをしている。

　ノートパソコンを経由し、基本のリズムに対して細かい装飾音をその場の空気感に合わせアドリブで付け足す、『マニピュレーター』としての働きを、霧夢が担になっている様子なのだ。

　そのおかげか、三人の間で行き交う音に緊きん張ちよう感かんが大きく増した。単なる予定調和ではなく、その場のフィーリングで音に変化を付け加え、楽曲が絶えず進化していくライブ。往年の名手が奏かなでるジャズセッションと方向を同じくする一いち期ご一いち会えの『今日きようこの場でしか同じ演奏を聴きけない』という価値が、Dragon[image: ≒]Nutsの音楽に宿りつつある。

『──♪』

　イントロが終わり、相あいヶが江えさんがボーカルを取り始める。

　あ、そうか……。この曲どこかで聴いたことがあると思ったら、洋楽史に残る名曲のカバーだ。アレンジが三人のパートに合うよう大幅に変更されていたから前奏だけだと確信が持てずにいたけど。

　あえて弱々しく、ピアニッシモで囁ささやくように旋せん律りつを歌いあげる相ヶ江さん。

　それが突然、全パートの躍動とシンクロして絞り出すようなシャウトに変化した。

　一いつ瞬しゆんの爆発に、全身の毛が逆立つような興奮を覚える。ああ、こういうことか。フェスの落選通知に書いてあった、曲の中で付けるべき緩かん急きゆうって。なんとなく理屈ではわかったつもりでいたけど、実際生で体験しないままでは正しく真しん髄ずいには至れなかったかもしれない。

　すごいなあ、相ヶ江さん、霧夢、くるみ。

　三人とも、ただただ格好いい。

　──Smashing Pumpkinsの全盛期に生み出された代表曲の一つ、『Tonight, Tonight』が、まさにこの瞬間しかないというタイミングで、ステージを見つめる僕たちの全身に深く染しみ渡っていった。




　　　　♪




「ああんもう、年ねん貢ぐの納め時かと思ったわ。演奏終わったらあの真っ黒な取り巻きどもに何を投げつけられるんだろうって」

「ほんと趣味悪いわよね。前座で出させてくれって頼んだのに、なんで中休みなのよ……」

「緊きん張ちようしすぎて気絶するかと思いました……。でも私たち、なんとかなりましたよねっ！」

　終演後は、Dragon[image: ≒]Nutsの三人と待ち合わせて共に家路を辿たどる。

　本人たちもまさかの中継ぎ登板だったようだけど、その任務は間違いなく大成功のうちに達成された。お客さんたちも曲の序盤はかなり怪け訝げんに感じていた様子だったけど、途中からステージをじっと見つめ、それどころか多くの人たちがゆったりと肩を揺らしリズムを共有していた。曲が終わった後飛んできたのはもちろんモノなんかじゃなくて、温かな拍手。

　タランチュラホークのメンバーさんたちがなぜ前座だったはずの予定を変更したのかは定かではない。ただの悪戯いたずら心ごころだったのかもしれないし、確実に三人の音をオーディエンスに届けるための処置とも受け取れる。

　ただ一つ確かなことは、強きよう烈れつなアウェー条件を、Dragon[image: ≒]Nutsが多大なる成長と共に乗り越えたという事実だけ。

「三人とも、本当にすごかった。正直、別のバンドかって思うほど見違えたよ」

　駅に向かう途中、未いまだ高こう揚よう感かんに包まれた様子で声を弾はずませるくるみたちに感かん嘆たんを向ける。

　……対照的に、リヤン・ド・ファミユの三人の口数がずっと少ないことも気がかりではあったんだけど。

「そりゃもう、ヒドい目にあったもの。ほんの一箇か所しよのキメが気に入らないからって、同じ場所を延々何回も繰り返し練習させられたり……」

「正直な話、途中で何度も思ったわ。『そんなの絶対聴きいてる人気付かないでしょ!?』って」

　霧きり夢ゆめが肩をすくめ、くるみがうんざり顔で舌を出す。

「でも、後から録音を聴き直すと言われた通りだってわかるんです。できてないうちって、『できてない』ということがそもそもわかってないんだって、教えてもらいました」

　しかし、しみじみと呟つぶやいた相あいヶが江えさんの言葉を聞くと、一転して二人も照れくさそうに笑いながら深く頷うなずいた。

「わかるわーそれ。録音するのって大事ね。あのとき、なんでこれでできてるつもりだったんだろうってびっくりさせられるもの」

「絵描かいて遊んでるんじゃない、っていちゃもん付けられたときはあのルービック女に跳とび蹴げり食らわせようかと思ったけど、結果的に私も演奏に参加する方法とか、いろいろアイデア出してくれたから許してあげることにするわ」

　とめどなく弾み続ける話題。タランチュラホークというバンドと活動を共にできたことで、Dragon[image: ≒]Nutsの世界観が大きく広がったのは間違いない。今日きようのライブは、これから更さらなる成長を遂とげるための大きな第一歩となるだろう。

「そういえば、また練習顔出しなって言われたけど、どうするの？」

「もちろん行くでしょ。まだまだいろんな技、盗めそうだし」

「とっても大変ですけど、私もがんばって食らいついていきます！」

　僕自身は、タランチュラホークのメンバーさんたちと親しくなる機会が持てなかったからいったいどんな感情をこの三人に抱いだいているのか、正直ほとんどわからない。

　でもなんとなく、無鉄砲な霧きり夢ゆめ、そして不思議な距離感で繫つながるくるみと相あいヶが江えさんを交えた三人のことを、意外なほど気に入ってくれたのかもしれないな、と思わされる。

　だって、もしぞんざいに扱われていたら。みんなこんな風に不平を漏もらしつつ満面の笑みになったりなんてできないだろうから。

「………………っ」

「潤じゆん……？」

　素敵な出会いに恵まれた三人に眼めを細めつつ歩き続けていた僕だったが、不意に悪い気配を感じ振り返る。

「小こ梅うめちゃん。……小梅ちゃんたちは、どうしてそんなにがんばれるの？」

　いつの間にか潤が足を止め、うつむき加減に肩をすぼませてしまっていた。希のぞ美みとそらも隣となりに寄り添い、雑踏の隅すみでリヤン・ド・ファミユの皆みんなが凍えるように固まっている。

「どしたの？　あまりに実力の差が開いちゃって絶望した？」

　きょとんと振り返った霧夢は、時間差で不敵な笑みを口元に携たずさえて引き返し、潤たちの至近で右手をくねらせる。

「反論、できないわよ。今は、あんたたちの方が確実に演奏力上でしょ……」

　ぽつりと呟つぶやいたのは潤に寄り添う希美だった。

「なによ、拍子抜けね」

　それを聞いて霧夢は、腕組みしながら素っ気ない返事。

「ねえ、小梅ちゃん。それでもまだ、がんばるの？　私たちよりずっとすごくなっても、まだがんばって……いつまで、どれくらいがんばるの？」

　胸から血を吐くような、潤の切実な問いかけ。霧夢がバンドを結成したきっかけは、潤たちに勝負を挑むためだった。

　ならば、もし。今リヤン・ド・ファミユが完全敗北を宣言したなら、霧夢は、Dragon[image: ≒]Nutsは、いったいどうなるのか。

「……そしたら、目的を見失って挫ざ折せつして欲しかった？　でも残念ね。……私は、もっと進むわ。悪いけど、まだ今のバンドに満足してないから」

「はむ。バンドが、好きになったから？」

「さて、どうかしら。それもまあ、否定はしないけど。がんばる理由とは、たぶん関係ない気がする」

「じゃあ、どうして？　同じ質問だけど、どうして小梅ちゃんは、そんなにがんばろうって思い続けられるの？」

　そらと潤じゆんが連ねた言葉に対し、霧きり夢ゆめはどこか投げやりな雰ふん囲い気きで両手を欧米人のように開きながら首を振る。

「単純な話。ただ、そうするのが楽しいからよ。やってみたら、音楽って楽しかった。バンドって楽しかった。だから、自分が楽しいと思える気持ちを自分で邪じや魔ましないようにしっかり練習して、もっと良くなる方法を探す。そしたら、絶対にもっと楽しくなる。理由なんて、それくらいで充分じゃない？　……あんたら、行き詰まって難しく考えすぎじゃない？」

　さらりと伝えられた言葉を反はん芻すうするように、無言で顔を見合わせる潤たち三人。

「……貴き龍りゆう様は、一度全すべてを諦あきらめてしまっていました。外に出ることも、自分がしたいことを探すことさえも。だから、そうじゃなくなって。好きなことに好きなだけ向き合える楽しさを知ることができて、エネルギーが溢あふれているんだと思います」

　独り言のように相あいヶが江えさんが、そんなことを口にした。

　誰だれに伝える風でもなかったけれど、今のはきっと、潤たち三人に向けた言葉だったのだろう。

「ま、私は私、あんたらはあんたらよ。心配しなくて良いい──っていう言い方で合ってるのかわからないけど、私はしばらく音楽やめないから。たとえあんたらがどうなろうと、ね」

「……ライバルがいないとつまらないけどね」

「そうね、小こ姑じゆうとの言う通り。べつにあんたらがどうなろうと止めないけど、あんたらにライブで圧勝したい気持ちは変わってないわ。不戦勝じゃあんまり面白くないから、もっと歯向かってきなさいよ。私たちに叩たたきのめされるために」

「小姑って呼ぶな」

　にらみ合う霧夢とくるみを先頭に、再び全員で駅までの歩道を進む。

　夜空には、いくつもの星が冷たく凍り付いていた。







「お兄ちゃん。潤たちのこと、送ってきてあげて」

　地元の駅に着くや、くるみがさり気なく僕に手を振った。相ヶ江さんも霧夢も、それが当然とばかりに立ち止まってこの場での別れを表明している。

「……うん。じゃあ、そうさせてもらうね」

　気き遣づかいだと一発で理解できたので、余計な言葉は口にせずDragon[image: ≒]Nutsのメンバーにいっときの別れを告げ、僕たちは夜の住宅街を四人で歩き出した。

『………………』

　しばし言葉は途切れたまま、四つの足音だけが闇やみに沈んだ街に響ひびく。今は焦あせらない方が良いだろう。無理矢理会話の種を探すべきではない。

「……響きよう。希のぞ美みたちのこと、情けないって思ってる？」

　ようやく耳に届いた弱々しい問いかけに、僕はゆっくりと首を振った。

「まさか。みんなにとって、音楽は『どこまでも上』を目指すためのものなんかじゃないもんね。大だい丈じよう夫ぶだよ、それはちゃんとわかっているから」

　星空に向けて伝えると、安あん堵どするような吐息が背中越しに聞こえてきた。

「教会で、ライブしてみたいって思っただけなの。幸せな時間が、ずっと続けば良いいなって思っただけなの。それが、どれくらいがんばれば叶かなう願いなのかわからないほど、途方もないものだなんて、知らなかったの」

　三人はただ、リトルウイングのステージに立ち続けることだけが、音楽を奏かなでる目的だった。人が増えるとか、離れていくとか、評価の場に晒さらされ認められるとか、認められないとか。そんな二進法の成果は少しも望んでいなかった。

　なのに、そのたった一つの願い。『同じ場所に居いたい』というささやかな望みを守るために、唐とう突とつな荒波と向き合うことを強しいられてしまった。

　三人とも否定してくれるだろうけど、僕もまたそういう足を止めれば転げ落ちる坂道と向き合うよう、けしかけてしまったのだ。

　純粋に、音楽が好きだという想おもいで楽器を手に取った三人が受ける試練にしては、あまりにも藪やぶから棒で、邪よこしまな激流だ。

「どうして私は、小こ梅うめちゃんみたいに『楽しいからがんばる』って言えないんでしょうか。どうして私は、『がんばろう』って思えば思うほど、苦しくなってしまうんでしょうか」

　潤じゆんの苦悩が、痛いほど伝わってくる。それでもみんな、がんばりたいのだ。あの場所に、リトルウイングのステージに立ち続けたいから。何をどうがんばれば良いのかわからなくとも、がんばらなければという強迫観念だけは日に日に増すばかりなのだ。

　がんばりたくないなんて口が裂さけても言いたくないから、殊こと更さらに辛つらい。

「同じ答えなんて、出せなくたって良いと思うよ」

　そんな三人に僕が今かけてあげるべき言葉があるとすれば。それは、全肯定してあげることだけじゃないかな、と思った。

　どう転んでも、僕はみんなの味方だと。ただひたすらにそれだけを伝え続けよう。

「はむ。違う答えでも、いいの？」

「うん、もちろん。人なんて、みんな中身はぜんぜん違うはずだもん。だから僕は一時期、普通の人と同じようには学校に行けなかったし、くるみは普段あんなに真ま面じ目めなのに、突然怪文書を書いたりするし。霧きり夢ゆめにとっての正解が、みんなにとっても正解かどうかなんてわからないよ。楽しむためにがんばれないときは、楽しむためにがんばらなきゃなんて、思う必要は絶対にない」

　勢い任せに想いの丈たけを言葉に乗せると、三人は街灯の下で瞳ひとみを大きく見開き、一いつ瞬しゆんだけ足を止めた。

「でも。希のぞ美みたちがどういう考えだろうと、お客さん減ってるし。教会から出て行きたくないのに、出て行かなきゃいけなくなるかも……。そうならないために何かしたいけど、もうずっとどうしていいかわからない。考えれば考えるほど、焦あせって、不安になって、前よりヒドくなる。良くなるどころか、普段通りの演奏すらできなくなるの」

「それなら、いったん考えるのを止やめてみよう。焦らなくて良いいし、不安にならなくていい。ただ純粋に、希美たちはバンドで何がしたいか、どうすればまた楽しく思えるか、見つめ直してみようよ」

　リヤン・ド・ファミユは、もともと何かにけしかけられて動いてきたバンドではないのだ。ただ自分たちの居場所を大好きな色で彩いろどるため、内なる衝しよう動どうから動き出した音楽が、三人にとっての全すべてであるはず。

　だからこそ、道に迷ったら元の場所に戻るべきだ。境遇やリミットなんて外側の事情、考えなくていい。

「わにゃ、でも。のんびりしてたら、間に合わないかも」

「大だい丈じよう夫ぶ。楽観的になるつもりはないけど、お客さんのほとんどはそんな簡単にみんなから離れたりしないよ。みんなの音楽を好きになってくれた気持ちを、信じよう。変化は必要だとしても、焦らなくて大丈夫。じっくり、足あし許もとを固めてからもう一度動きだせばいい」

　微笑ほほえみに信念を乗せて伝えると、三人はハッとして沈んだ面おも持もちを和やわらげてくれた。

　でも、まだ充分な安あん堵ど感かんを与えてあげるには足りなかったみたいで、何歩か進むとまたすぐ鈍にび色いろに停てい滞たいした空気が戻ってきてしまう。

「でも、嫌いやよ。失敗して、ずっと後こう悔かいしながら生きていくなんて」

　ううむ、何かもう少しくらい、力強い言葉をかけてあげるべきなのかな。

　だいぶガラじゃないけど、それで三人の元気を呼び起こしてあげられるなら、おやすい御ご用ようだし。

「……もし仮にそんな日が来たとしたって、僕はずっと傍そばにいるから。責任持って、みんなのことを幸せにできるよう努力する」

　頭の中がぐるぐる回った結果、勢い任せに思いの丈たけを伝える。

「…………わ、わにゃ」

　すると、みんな──特に潤じゆんと希美の顔が一いつ瞬しゆんにして真まっ赤かになった。

　し、しまった。もしかすると、強きよう烈れつに大それた台詞せりふを漏もらしてしまったのではと全身に火が付いたようなほてりを覚えた。

「……へー。責任を持って、幸せにしてくれるんだ。今の、桜花さくらにも伝えていい？　響きようにそんなこと言われちゃったって」

「え、え？」

　少し間を置いて、妙に含みの籠こもったニヤニヤ攻撃を希美から受ける。理屈ではない部分で、直感的になんかそれはマズいような気がした。直感的に。

「……え、えへへ。そう言って頂けると、とっても気が楽になりました。私がこれからどうなろうと、いつでも響きようさんが傍そばにいて下さるんですねっ」

「はむ。響にーとずっといっしょなら、わたしは幸せ」

「まったく。せっかくウチの残念美人に花を持たせてあげようと思っても、肝かん心じんの響がウワキモノじゃどうしようもないわね。……もう、バカ。そんなこと言われたら、諦あきらめるに諦めきれないじゃない」

　けれども三人とも嬉うれしそうにしてくれているので、間違いを犯したわけではないのかな。

　……いや、どうだろう。あまり自信がない。

「もう、すっかり冬だね」

　考えてもわからなかったので、考えるのを止やめて白い息を吐き出す。そろそろコートだけじゃなく、マフラーとか手袋とか、本格的な装備を用意しなくちゃいけないかも。

　ウチにあったっけ。なかった気がする。去年の冬まではほとんど外に出なかったから不必要だったもんな。

　そんな僕が、小学生三人と静かな夜道を共に歩いているのだから、人生ってわからない。

「……わにゃ。マスターと、さくちゃん？」

　不思議な境遇を嚙かみしめているうちにリトルウイングのすぐ傍まで到着したのだが、庭先で躍る懐中電灯の明かりに気付き、思わず四人して顔を見合わせる。

　どうしたんだろう、こんな夜に何か緊きん急きゆう事態だろうか……？

「あ、おかえり～」

　微妙に身構えてしまいながら門もん扉ぴを開いて中に入ると、あっけらかんとした声で桜花さくらから挨あい拶さつが届いた。

「うわ……!?」

　そして、二人が行っていた作業がなんだったのか、一目で把は握あくする。

「ちょ、ちょっと桜花、マスター……！　これ、どうしたの……!?」

「はむ。とってもおっきい」

　僕たちの眼めの前にそびえ立つ、高さ三メートルは下らないであろう巨大な針葉樹の造木。

　十二月にそびえ立つシンボルとして、その意図はあまりにも明白だった。

「わはは、もらってきた。地主さんの知り合いが持て余してたらしくてな。ここなら置き場所にも困らんし、倉庫で埃ほこりかぶってるよりは一年に一度くらい外に出してやった方が良いだろ」

「やー、バイト帰りにいきなり駆り出されてヒドい目に遭あったよ……。組み上げ想像以上にキツかったし、あたしはもうギブアップ。だから、イルミネーションはみんなでがんばってね？」

　──教会の傍かたわらで、闇やみを彩いろどる無む垢くのクリスマスツリー。

　見上げて浮かんだ気持ちをありのまま言葉にすれば……なんだかとてもわくわくした。

　きっと正まさ義よしさんは、最近落ち込みがちな子どもたちに何か元気の材料を贈れないかと思って、これを譲ゆずり受けてきて下さったのだろう。

「わぁ……すごい……すごいなあ……。ねぇねぇぞみ、くーちゃん。どんな飾りを付けるか、迷っちゃうねっ……！」

　その目もく論ろ見みは、寄り添ってキラキラと瞳ひとみを輝かせる潤じゆんたち三人の表情を見れば、既すでに大成功であると確信できた。




　　　　♪




「やだ、これ思っていたより高い!?」

　翌日、みんなから希望して貰もらえたこともあって、僕もツリーイルミネーション計画に参加させてもらう。

　ひとまず、去年まで使っていた室内ツリーの飾りを配置してみようということになり、希のぞ美みの乗った脚きや立たつを僕が支えていたわけなのだが、頂上付近から悲鳴が聞こえ慌あわてて心配の目を上に向ける。

「希美、もし怖かったらいったん戻って……っ!?」

　ピンクの花が咲いていた。有あり体ていに言えばパンツまる見えだった。あまりにも本意ではない結果に僕は一八〇度近く身体からだをのけぞらせて眼めを逸そらす。

「きゃ!?　こら響きよう！　何考えてるのよ！　危ないからちゃんと見てなきゃダメ！　希美が降りるまで、ずっと希美のこと見ててくれなきゃ一生恨うらむからね！」

　しかし、どうやらその行為は不誠実と捉とらえられてしまったようだ。うう、希美、どうしてこんな寒い日に、そんな短いスカートを穿はいてしまったんだ……。黒いニーハイソックスを身に着けているからわりと防寒できているのかもしれないけど、僕としてはもっと『ひるがえり要素』を少なくして欲しかった……。
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「──ふぅ、これでひとまず終わりね」

　とはいえ全すべては本来の目的と全然関係ないので胸の内に吞のみ込んでおこう。パンツの無防備さには最後まで気付かないまま、ツリーの頂上に星のオブジェを乗せ、希美が脚立の頂上から戻ってくる。

　三十分ほどの作業で、去年までみんなが使っていた室内用の飾りを全部配置し終えた。

　はてさて、その出来栄ばえや。

「わにゃ。地味だね……」

「やっぱり、足りなかった」

　うん……。残念ながら、豪ごう華か絢けん爛らんな装飾とは言えないかなあ。

　しかしそれもやむを得ないのだ。なにせ木のサイズがスケールアップしすぎである。

「買い出しに行くしかないわねえ。まあそれはわかっていたけど、この感じじゃかなりたくさん必要になりそう」

　腕組みして、溜ため息いきと共にツリーを見上げる希のぞ美み。枝葉を覆おおい尽くすレベルの飾りを準備するとなれば、かなり大きな買い物になってしまいそうだ。一年に一回しか使わないことも踏まえると、あまり散財するわけにもいかないだろうし悩ましい。

　手作りでコストを浮かせるというのも一つの方法かもしれないけど、クリスマスまでもうあまり日にちがないからなあ。どこまで手間をかけられるかというのもまた懸け念ねんすべき問題だったり。さて、どうしたものか。

「うわーすっごーい！」

「おおきーい！」

「……ん？」

　三人と共に僕もいろいろ思考を巡らせていると、不意に小さな女の子の叫び声が聞こえた。振り返れば、幼稚園児くらいの女の子たちが数人、門もん扉ぴに顔を押し付けるようにしてこちらを覗のぞき込んでいた。どうやら偶然ツリーを見つけて興味津しん々しんになった模様だ。

「わ、わにゃ」

「え、あ、その……」

　もしかして知り合いの子どもたちかなとも思ったけど、眼めを泳がせ慌あわてふためく潤じゆんと希美の様子からしてその可能性は薄うすそうだ。二人ともけっこう人見知りなので、どう反応すべきか戸惑ってしまっているのだろう。

「はむ。こんにちは」

　こういうときはそらが強い。少しも物もの怖おじせず、早足で声のする方に近付いていって門を開けてくれた。僕も見知らぬ幼女に話しかけるのはわりと躊ちゆう躇ちよしてしまう方なので、内心でありがたく思うばかり。

「こんにちはーっ」

「ツリー、ちかくでみていいー？」

　幼女さんたちは喜びを抑えきれない様子で、そらの周りをぐるりと囲む。ここでようやく潤じゆんと希のぞ美みも覚悟が決まったらしく、頷うなずき合って門の方へ駆け寄っていった。

「もちろんいいわよ。さあ、いらっしゃい」

「わーいやったー！」

「えへへ、こんにちは。みんな、この辺に住んでるの？」

「そうだよ～！　このきょうかい、前から入ってみたかったの～！」

　全員がひとかたまりで、明るい声を響ひびかせながらツリーの傍そばまで戻ってくる。どうやら幼女さんたちは、近所のなかよしグループであるようだ。今まで潤たちと面識がなかったのは、こうして同年代だけで遊ぶようになってからまだそれほど時間が経たってないからかもしれない。

　それはそれとして、幼女『さん』という表現、我ながらおかしい気もする。けれどもただ『幼女』と認識するのも妙に気が引けてしまうんだよなあ。しかし名も知らぬ幼稚園児くらいの女の子は幼女以外の何者でもないわけで、他ほかに良いい単語が浮かばない。

　まあどうでもいいか。僕の存在は、今この場でまったく重要ではないだろうし。

「わーおっきい！　ほんとにおっきい！」

「でも、飾りがちょっと少ない～！」

　忌き憚たんなき幼女さんの意見に、僕たち全員が苦笑。やっぱり誰だれの目から見てもこのままだと彩いろどりが寂しいか。

「足りなかったのよ、今ウチにある飾りだけだと」

　希美が眉まゆ尻じりを下げ、すぐ傍にいた子の頭を優やさしく撫なでる。

「そうなのー？　じゃあ、わたしのおうちからもってきてあげる！」

　すると屈くつ託たくなく予想外の提案が返ってきて、リトルウイングの三人は驚おどろきながらその子に視線を集中させた。

「じゃあ、わたしもー！」

「うちにもあるよー！」

　さらに他の幼女さんたちも一いつ斉せいに手を挙げ、その場でぴょんぴょん跳はねながらアピールを重ねてくれた。

「わ、わにゃ。とってもうれしいけど、そしたらみんなのおうちの飾りがなくなっちゃうよ？」

「だいじょうぶだよ～！　余ってるのを、少しだけもってくるから！」

「ちょっとずつでも、みんなで集めればたくさんになるよ！」

　戸惑う潤じゆんの手を、左右から握る二人の幼女さん。

　個人的な意見としてだけど、ここはお言葉に甘えていいんじゃないかな、と思った。

「いいでしょいいでしょ？　そのかわり、クリスマスにまたツリー見せてほしいな！」

「……みんな、ありがとう。ふふっ、それじゃあまずは、みんなのお父さんとお母さんにきいてみて」

「はむ。おうちの人がいいっていったら、わたしたちはよろこんで」

「えへへ、クリスマスがますます楽しみになってきたよ！」

　頷うなずき合ってから、微笑ほほえみと共に感謝を伝える三人。すると幼女さんたちも一いつ斉せいに声をあげ、喜びを爆発させた。

「わかったよー！　ちゃんとパパとママにきくー！」

「ゆるしてもらえたら、クリスマスの前に飾りもってくるね～！」

　いてもたってもいられない様子で、何度も手を振りながら外へ駆け出していく幼女さんたち。

「……突然、びっくりしちゃったわね」

「えへへ、うん。でも、すごく嬉うれしいな」

「はむ。いっしょにツリー飾って、いっしょに見るの、すごく楽しみ」

　嵐あらしが過ぎ去った後のように静寂に包まれる僕たちだったけど、表情はずっと穏おだやかな笑顔に満たされていた。







「……ツリーを見せるだけじゃあんまりお礼できないし、もう少し何かあの子たちに楽しんでもらう方法ないかしら？」

　ひとまず家の中に戻り、リビングでおやつタイム（厚かましく僕も同席させてもらった）が始まるや、希のぞ美みがクッキーを見つめながら頰ほお杖づえをついた。

「はむ。くりすます会？」

「わぁ、とっても素敵かもっ」

　呟つぶやきを聞いて、そらと潤もすぐさま瞳ひとみを輝かせ始める。

「せっかくだもの、何かしたいわよね！　どんなことが良いいかしら。プレゼント交換とか？」

「えへへ、きっとワクワクしてもらえるよ。……あっ。でも、それだとみんなにプレゼントを持ってきてってお願いしなきゃいけなくなっちゃうかな」

「はむ。わたしたちだけで準備できることのほうが、いいかも」

「むう、確かにその通りね……」

「ケーキを焼いて、食べてもらうのはどうかなっ？」

「うーん。やりたいのはやまやまだけど、きっとみんなのおうちにもケーキあるわよ」

「じゃあ、とりにく？」

「わにゃ。たくさんだと、焼くのが難しいかなぁ」

　前のめりに顔を突き合わせながら、建設的な意見をぶつけ合う三人。しばし僕は、口を挟はさまず静観することにした。

「…………あ。ご、ごめんなさい響きようさん。私たち、そんなことしてる場合じゃないですよね」

「ライブを良くする方法考えなきゃいけないのに、クリスマスに浮かれちゃダメよね……」

「はむ。響にー、ごめんなさい」

　じっと見つめていた表情が、もしかすると無意識で真顔になっていたのかもしれない。突然潤じゆんたちははっと肩をすくめ、しょんぼりしながら僕にお詫わびの言葉を伝える。

「いや、やろうよ、クリスマス会。どうせなら、全力で企画して本気で準備しよう」

　誤解をなくすため、あえて面おも持もちを動かさず声に力を込めながら拳こぶしを握る。

「響。……でも、本当にいいの？」

「うん。今、ようやくわかったかも。リヤン・ド・ファミユの、方程式」

「はむ。ほうていしき？」

　三人の活いき活きとした笑顔と、輝く双そう眸ぼう。今の一いつ瞬しゆんで、ハッと気付かされた。

　そうだ。きっと、燃料が違うのだ。潤と、希のぞ美みと、そらが力を出し切るために必要な条件──自ら望んでがんばりたいと思えるためには、きっと霧きり夢ゆめとは違う原動力が必要だった。

「ほ、方程式って、なんでしょう……？」

「みんながずっと輝き続けるために必要なもの、かな。それを確かめるために……やろうよ。いちばん良いいって思える方法で、力いっぱいクリスマス会を企画してみよう」

　そう伝えても、三人はまだ少し戸惑っている様子だった。

「本当に良いのかまだちょっとわからないけど……ありがと。響に許してもらえて、なんだかとても嬉うれしい。……えい」

　けれども次第に皆の面持ちは解ほぐれていき、希美が手に持っていた食べかけのクッキーを僕の口の中に押し込んでくださる。か、間接キス……!?

　そ、それはひとまず置いておいて。

　僕自身、今はなんだかとても晴れやかな気持ちだった。

　ついに、足がかりを見つけられたかもしれない。

　予感が当たっていれば。リヤン・ド・ファミユは、すぐそこまで迫った聖夜に完全復活する。
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「……と、いう感じで当日教会を使わせて頂きたいのですが」

「おう、そりゃ全然構わんよ。でも響きよう、定期ライブ休んで良いいのか？」

　三人と膝ひざを突き合わせ今後の計画を固めてから、正まさ義よしさんに決行の可否をお尋たずねさせて頂く。返答の第一声は、至し極ごく当然というべき疑問だった。

　いざとなったらやっぱり教会の存続は難しいと訓告されている中での、吞のん気きな『クリスマス会させて下さい』というリクエスト。現実逃避か何かと疑われても仕方がない。

「……よくは、ないと思います。だけどそれでも、今みんなでクリスマスのおもてなしを考えて、実行するのは、必ず未来に生きてくるんじゃないかなと」

　曖あい昧まいすぎる返答だ。怒られるかもしれない。ただ、今自分の中に宿っている信念はあえてはっきりとした言葉にしない方が良いという考えもあったが故ゆえ、こんな返事になってしまった部分も少なからずある。

　今は三人を、お仕着せの思想ありきで行動させたくない。ただ自らの気持ちに任せて『やりたいこと』と向き合ったとき、胸の内にどんな気持ちが宿るか。それを確かめて欲しいのだ。

「うん、オッケーだ。好きにすると良い。もともとバンドのマネージャーは響だしな。お前に考えがあるなら俺おれはなんも言わんさ」

　ニコリ、と白い歯を見せて下さった正義さんの顔を見て、僕も潤じゆんたちもほっと一息。これでまずはスタートラインに立つことができたな。

　そしてここからいよいよ、一週間と少し先まで迫ったクリスマスに向けた僕たちの奮闘が、本格的に開幕した。

　理想を具現化するために、乗り越えねばならぬハードルがまだいくつか残っているのである。




　　　　♪




「もってきたよ～！」

　翌日の昼下がり、早速幼女さんたちが複数人で段ボール箱を抱かかえながらリトルウイングを再訪してくれた。

「えへへ、いらっしゃいっ」

「わあ、いいの？　こんなにたくさん……」

「はむ。とってもありがとう」

　飾りは想像してた以上に大量で、これならば充分にツリーを彩いろどれると一いつ瞬しゆんで確信する。というか昨日きのうより幼女さんの数自体も増えているような。

「ありがとうございます、本当に助かります！」

　時間が遅めだったこともあってか親おや御ごさんも付き添ってくれていたので、僕からも深くお礼を伝える。

「いえいえ～。余ってたものですし、子どもたちがすごく楽しみにしてるみたいだから」

　優やさしそうな長髪の女性が微笑ほほえんで下さった。他ほかの方たちもみなさん笑顔で、口々に『立派なツリーね』と庭先を見上げている。

「あの。これ、クリスマス会のお知らせです。よろしかったらみなさんどうぞ」

　ご迷惑も最小限で済んだのかなと胸をなで下ろし、潤じゆんたちとアイコンタクトを交わしてから昨日きのうみんなが描かいたプリントを手渡していく。

「わー！　おかあさん、行きたい！　いいよね！」

「そうね。ご近所だし、遊びに来させて頂きましょうか」

　反応は上々で、あちこちから喜びの声が響ひびいた。たぶん家でのパーティもあると思ったので時間は短めだけど、『この場所』ならではの催もよおしをいろいろ考えてみた次第だった。

「前から、綺き麗れいな建物だなと思っていたんですよ。クリスマスにお邪じや魔まできるなんてとても嬉うれしいわ」

　今は違う用途で使われているけれど、リトルウイングは教会だから。聖夜に門戸を開けば、きっと訪れてくれた人にとって素敵な思い出の場となるはず。

「もっともっと、おともだちをおさそいしてもいい～？」

「はむ。ぜひぜひ」

　そしてみんなにとっても、期待の眼まな差ざしは大きなやりがいに繫つながるだろう。数の大小は関係ないけど、この会があることはたくさんの人に知ってもらえた方がありがたい。町内会に問い合わせて、掲示板の使用許可も申請中だ。

　小さなことからこつこつと。もう一度潤たちの絆きずなの形を見つめ直していこう。

「みんな。まだ明るいし、せっかくだから飾り付けしていく？」

「わーいやるやるー！」

　希のぞ美みが誘うと、幼女さんたちは一いつ斉せいに駆け出し庭の中へ飛び込んでいった。

「こら、ダメでしょ勝手に！　ああもう、ごめんなさいねお行ぎよう儀ぎわるくて」

「いえいえっ。楽しんでもらえるのが、とっても嬉しいですっ」

　困り顔の親おや御ごさんに、潤は満面の笑みで何度もかぶりを振る。みんな大盛り上がりで、潤自身もすごく幸せそうだ。

「できたー！」

　集団作業で、飾り付けは瞬またたく間に終了。キラキラ光る玉飾りやキャンディケーン、色とりどりのモールなどがツリーの緑色を半分以上覆おおい隠し、どの角度から見てもクリスマスらしい華はなやかさが宿っている。

　本当にありがたいな。幼女さんたちへの深い感謝と尊敬の念がとめどなく溢あふれる。

「あとは『アレ』さえ手に入れば、ツリーは完成ね」

　腰に両手をあて、満足げに出来栄ばえを眺ながめる希のぞ美みが大きく息を吐き出した。

　うん、既すでに良い雰ふん囲い気きではあるのだけど、クリスマスツリーとして完成させるためには、やはりもう一つどうしても欲しいアイテムがあるよな。

　このサイズに見合うものが手に入るかちょっと不安ではあるけど……もしかするとあの人なら何か方法をご存知かもしれない。

　他ほかにも目的はあることだし、幼女さんたちとお別れしたら早速この後訪問してみよう。




　　　　♪




「──というわけでユナさん。屋外で使えるイルミネーション用のライトってどこかで借りられたりしませんか？」

　向かった先は、たびたびライブの演出関係でもお世話になっている元もと村むらユナさんの雑貨店。確信があったわけではないが、お店の経営者さんだし、いろいろな場所からユニークな商品を仕入れてらっしゃる方なので、レンタル業務用品のルートにも精通しているのではという期待があったのだ。

「はむ。これ面白い」

「ナニコレ。タコのおもちゃ？　……吸盤とか、ぐにゃぐにゃ感とかが妙にリアルね。桜花さくらにあげたら一日中遊んでそう」

「わにゃ、５００円。最近、５００円がどれくらいのお金だったかわからなくなりかけてるよ」

　なお、お話を聞きにいくだけだし僕一人でいいかなと思ったんだけど、みんなの希望により全員での出動となった。

「…………イルミネーション、ね」

　レジの前でノートパソコンを操作していたユナさんは顔を上げないまま、自分の頰ほおを人差し指でツンツン突つつく。

　……あれ。なんとなく、あまりご機嫌が麗うるわしくない気配が。

「む、難しいでしょうか？」

「他ならぬ貫ぬく井いくんの頼み。協力したいのは山々だけど、どうしても見逃せない問題がひとつあるわね」

「問題……ですか」

「そう。この時期、このタイミングでそんなモノを欲しがる理由って、いったい何？」

　この質問、まっすぐ受け止め普通に答えていいのだろうか。非常に悩ましかったが、捻ひねった返事も思い浮かばなかったのでしかたない。

「クリスマスツリーの飾りに使いたいな、と……」

　おっかなびっくり答える僕。

　するとユナさんは、

「Ｆ」

　いきなり右手の中指を突き立て、

「Ｕ」

　さらに左手の中指も立て、

「Ｃ」

　指の形をキープしたまま両腕を胸の前でクロスさせ、

「Ｋ」

　自らの首元をかっ切るような動作で左右に引き抜いた。

　呆あつ気けにとられるばかりだけど、とりあえず地雷を踏んだということだけは理解できる。

「……お嫌いでしたか、クリスマス」

「例え話をしましょうか。二十××チヨメ年生きて未いまだ年ごろの男と出会う気配すらなく、ノリ任せで始めたお店は毎日閑かん古こ鳥どり。好きな食べものは二日目のカレーで炒いためたスパゲッティ。そんな女が居いたとして、その人はクリスマスのことをどう思っているかしらね？」

「二日目のカレーはあまり関係ないのでは……」

「とにかくこのシーズンに良いい思い出なんてないのよ！　へぇ！　イルミネーション！　まあまあ楽しそうですことね！　いーなー貫ぬく井いくん！　毎日リアルが充実してそうでいーなー！」

　めんどくさいことになった。

　……と、危うく口に出しかけて吞のみ込む。ダメだ。今日きようは交こう渉しようだ。三さん顧この礼だ。

「わにゃ。ユナさん、クリスマス嫌いなんですか？」

「えー!?　そんな人いるの。びっくり」

「はむ。うちにきていいよ？　きっと楽しいよ？」

「…………うぐ」

　あ、子どもたちの純粋な瞳ひとみにユナさんがダメージを受けている。もう少し交渉を続けるチャンス到来だ。

「ところで今の話、ちょっと気になったんですが。……あちらのコーナー、なんていうか。完全にクリスマスですよね？」

　ふと目に付き指さしたのは、赤と白のリボンで彩いろどられた店内の一角。並んでいるのは、サンタさん風のコスチュームや何かの着ぐるみやヒイラギのリース等々……どう見ても先ほどの発言と矛む盾じゆんしているラインナップだった。

「そこがこんだけ八つ当たりしている一番のポイントなのよ！　断腸の思いで俗に屈して仕入れてやったのにてんで売れないの！」

　八つ当たりって言っちゃった……。

「あの。というか、宣伝しました？　僕も中に入るまでこういうグッズが置いてあるの気付きませんでしたし、もしかすると売っていることを知られてないのでは」

「それよ。私もその可能性にようやく気がついたところだったの」

　やっぱりしてなかったのか。このお店、外観はとってもおしゃれなんだけど良くも悪くも商売っ気がなさ過ぎるというか、ぱっと見ただけじゃ何屋さんなのかよくわからない一面があったりするわけで。

「なら、宣伝すれば今からでもなんとか……」

「ええ、もちろんそのつもりで朝からいろいろ策を練ってたんだけど……ふふふ。天はまだ私を見放していなかったようだわ」

　不意に含み笑いを漏もらし、ユナさんが粘ねばっこい視線を向け始めたのは潤じゆんたち三人に対してだった。

「わ、わにゃ……？」

「……うふふ。貫ぬく井いくん、イルミネーションのライトだったわね？」

「は、はい」

「いいわ。力を貸してあげることは可能よ」

「ほ、本当ですか!?」

「ただし、交換条件。ここは私と貫井くんたちがＷＩＮ・ＷＩＮの関係になれるよう、相互協力といきましょう？」

　今までとは一転、きりりと引き締まった顔に微笑を溶かし込み、まっすぐ右手を差し出すユナさん。

　断る理由は、当然ない。ないんだけど、正直ちょっと不ふ穏おんさを感じてしまうなあ……。




　　　　♪




「通販ですか？」

「ええ。お店にベタベタ宣伝文句とか張るのは趣味じゃないし、だったら売り場を外に広げたらどうかと思って少し前に登録したのよ。いわゆるショッピングサイトってやつ」

　なるほど、それは妙案だろう。元々このお店は品しな揃ぞろえがカオスというか、ロングテールな売り方と相性が良さそうだし。

「それでさきほど、パソコンを使っていたんですね」

「ううん、暇ひますぎてブラウザゲーしてただけ」

　素直な人だ。

「……そ、そうでしたか。さておき、僕たちにできる協力というのは？」

「ん、正確には貫井くんじゃなくて、潤ちゃんたち三人にお願いしたいことなんだけど」

　やっぱりか。少し前の視線からしてそうだろうとは思っていた。

「希のぞ美みたちに何かできるの？　イルミネーションのためならがんばっちゃうわよ？」

「はむ。どんなことすればいい？」

　とん、と自分の胸を叩たたく希美と、敬礼のポーズを取るそら。潤じゆんも身体からだをやや前傾させて、やる気を表に出している。

「いわゆる、モデル。クリスマスのコスチュームを潤ちゃんたちが着て、姿を写真に撮らせて欲しいの」

「も、モデルさんですか……!?」

「その写真を、もしかしてネットショップのページに載せるんですか？」

　驚おどろく潤に声を重ね、僕が尋たずねるとユナさんは当然とばかりに頷うなずいた。

「ええ。ただ服の画像だけ紹介するより、ずっと注目度が高くなるに違いないわ」

　ううむ、それは確かに事実だろうけど、素直な意見としてはちょっと怖いかなという気持ちが強かった。

「あまり顔がはっきりわかる写真を載せちゃうと、いろいろよろしくないかなあという気も」

「あら、もうネットに動画出してるじゃない」

「……そうなんですけど」

　そう言われると弱いな。むしろ名前すら出ないぶん、ネットショップのモデルの方が懸け念ねん要素が少ないかもしれない。

「まあ、どうしても心配なら顔は全部写さなくてもいいわよ。服がメインだし」

　ふむ、それであればプライバシー方面ではあまり気にする必要はないかな。

「あともう一つなんですけど。そのサンタコスチューム、大人おとな用じゃないですか？」

　どう見ても潤たちにはサイズが合わないような。着ぐるみは子ども向けみたいだけど。

「それも問題ないわ。ちょっとしたテクニックでサイズ合っているように見せられるから。写真ならね」

「あ、そうなんですね」

　じゃあもう、僕が口を挟はさむ要素は消えた。あとは潤たち三人の意向次第だ。

「ちょ、ちょっと恥ずかしいですけど、がんばりますっ！」

「仕方ないわ。協力してあげる」

「モデルさん、楽しそう」

　顔を向ければ、潤も希美もそらもやる気充分。うん、きっとそうだろうと思った。

「きまりね！　じゃあ早速着替えに行きましょう！　貫ぬく井いくんは申し訳ないけど、レジの後ろにある照明とスクリーンをセットしておいてくれるかしら？　そっちの壁かべのところにフックがあるから、そこにスクリーンを吊つるす感じで」

「わかりました、やっておきます」

　どうやら自分にもできる仕事があるようなので快かい諾だくして従事。言われた通りレジ裏に回り込むと、けっこうしっかりしたスポットライトと筒状に巻かれた布が棚たなの脇わきに立て掛けてあった。こんな本格的なものがあるとは。ネットショップ経営のために設備投資したのかな。

「誰だれにとっても、生きていくというのは大変なことだ」

　などと悟ったようなことをつい呟つぶやいてしまいつつ、わりと重量のある照明とスクリーンを指定された通りの場所に持って行く。

「よし、と」

　ここで倒したりなんかしたら商品に多大なる被害が及ぶので慎しん重ちように慎重を重ね、なんとか無事セッティングを完了。照明の正しい置き方はわからないからそこはユナさんプロデュースのもとに再調整しよう。

「おまたせ。ありがとうね」

　ちょうど一息ついたタイミングで、ユナさんが戻っていらっしゃった。後ろから付いてくる潤じゆんと希のぞ美みは赤と白のコントラストで彩いろどられている。

　そらがいないけど、まだ着替え中だろうか。

「どうどう響きよう？　似合ってるかしら？」

「おお、とっても良いい感じだと思う。二人ともかわいいよ」

「え、えへへ……」

　両手を広げて全身を見せてくれる希美と、そわそわと内うち股また気味な潤に、僕は微妙に照れてしまう内心を隠しつつ賛辞を届ける。

　なんというか、思っていたよりセクシー路線寄りだ。どちらもサンタクロースの服をモチーフにしたドレスだが、潤の方はいわゆるベアトップ型のツーピースになっていて、細い肩と鎖骨がまる見え。脚あし元もとの方もミニスカートで、けっこう露ろ出しゆつ度どが高い。

　一方希美の方はボタン留めのベストがトップ。しかしこちらも丈たけが短くておへそが裾すそからちらりと覗のぞいている。ボトムはホットパンツでおみ足が眩まぶしい。

「へくち！」

　というか、暖房が入っていてもちょっと寒そうだ。なぜクリスマスにこんな夏服仕様なんだろう。南半球産だろうか。

　それはそれとして、心配していたサイズ感は思っていたよりずっと気にならないな。

「ユナさん、これ寸法直したんですか？」

「違うわよ。後ろを洗せん濯たくばさみでつまんだり、ウェストを内に折り込んだりして調整してるの」

「響さんっ。ほらほら、こんな感じです」

　無む邪じや気きにくるりと反転して、僕に背中側を見せてくれる潤。あ、本当だ。大きな洗濯ばさみで、布がたるまないように絞っているんだな。

「さあ貫ぬく井いくん、さっそく始めましょ。アシスタントをお願いね」

「わかりました、何でも言いつけて下さい」

　一眼レフを構えるユナさんに頷うなずき、指示に耳を傾ける。

「もうちょっと右かしら？」

「このへんでしょうか」

　照明を適切な位置まで動かし、さらに反射板で余計な影を消して服が綺き麗れいに見える光量を確保。想像以上に本格的な撮影で、訴求力の高い画像が完成しそうだ。

「うん、とっても良いいわ潤じゆんちゃん！　そのままポーズ決めていてね」

「こ、こうでしょうかっ？」

　ユナさんのリクエスト通り、小さくバンザイするような体勢で服をしっかり見せる潤。何度かシャッターを切ってから、ユナさんは満足げに顔を持ち上げる。

「正面はこれでいいわ。じゃあ次は後ろからの撮影に入りましょうか。……と、その前に洗せん濯たくばさみの位置を変えないとね」

　ユナさんがいったんカメラを置く。背中側のデザインを見せるために、今度は前から布を絞るのだろう。

「わかりました！　よいしょ」

　元気よく返事した潤は自らの手を後ろに回し、器用に洗濯ばさみを引き抜く。

「えっ」

「あっ」

　まさかの行動に、僕とユナさんは呆あつ気けにとられ固まった。い、いや潤。それをこの場で外しちゃったら──

「あれ……わ、わにゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?」

　──当然、ベアトップの布は充分な保持力を失ってすとんと下に落ちる。あられもない、一糸まとわぬ上半身が、白熱灯の下にさらけ出されてしまう……！

「ちょっ潤、なんでいきなり外しちゃったのよっ！」

「うえーんぞみ～！　たすけて～！」

「こ、こらバカ、ダメ!?　希のぞ美みの服も、つまんでるんだからそんなに引っ張ったらっ……！」

　すがるように傍そばに居いた希美に抱だきつき、身を隠そうとする潤。しかしそれが更さらなる二次被害を招いた。ぱちん、という絶望的な音と共に希美の腰辺りから洗濯ばさみが吹き飛び、ずるりと滑すべり落ちる感じで潤は地面に這はいつくばってしまう。
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「わ、わにゃ……あれ……？」

　その手の中には、希美の足首に絡からみつく赤と白のホットパンツが。

「きゃぁああああああ!?　離して！　離しなさいってば！」

　希美は潤を無理矢理起こして危機を脱しようとするが、いつの間にか上の方の洗濯ばさみも外れてしまっていて着衣の乱れはさらに進むばかり。

「ぞみ～！　絡まっちゃって手が抜けないよう！」

「それどころじゃない！　お願いだから暴れないで！　上まで落ちちゃうからっ！」

　もはや二人のコスチュームは服の体ていを成さず、所々に絡からみつくただの布と化していた。

　──と、ここまで一いつ瞬しゆんの間に巻き起こった惨さん劇げきから僕は慌あわてて眼めを逸そらし、二人に背中を向ける。

「ほらほら、二人ともこっち！」

　ユナさんが再びバックヤードに潤じゆんと希のぞ美みを連れていく気配。しばらく撮影は中断せざるをえないだろうな……。

「響きようにー。どうしたの？」

「あ、そら。戻ってこなくて心配してたよ」

「おきがえしてる途中で寝ちゃった。ごめんなさい」

　困惑と苦笑を同時に浮かべていたところに声がして、振り返る。なるほど、そららしい話だ。

「…………あ」

「はむ？」

　そして、意図せず僕は言葉を失った。

　そらはスノーマンの着ぐるみを身に纏まとっていたのだけど、これがまた、なんというか。

「…………その着ぐるみ、僕が買おうかな」

　あまりにも可愛かわいらしすぎて、ついついお持ち帰りしたい衝しよう動どうが抑えきれなくなる。

　衣服という観点のみで語るなら、小学生の魅み力りよくは露ろ出しゆつ度どで決まるものではないと深く思い知らされる僕なのであった。
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「ありがとう、これで終了よ」

　以後はなんとかトラブルなく撮影をこなし、必要な画像を揃そろえることができた。

「えへへ、お役に立てたなら嬉うれしいです」

「バッチリ。三人の魅力できっと在庫処分できるわ」

　満足げに微笑ほほえんでくれるユナさん。みんなの頑張りが報むくわれて、うまく駆け込み需じゆ要ようを満たせるといいな。

「ん～、けっこう疲れた。それじゃ、約束通りイルミネーションのことを教えてよ。どこで借りられるの？」

　大きく伸びをしてから、首をかしげ尋たずねる希のぞ美み。ユナさんは『実は知らない』とか言うタイプじゃ絶対ないから変な心配はしていないけど、この差し迫った時期にまだレンタルを受け付けてくれるかという意味では多少不安もある。なるべく早く問い合わせておいた方がいいだろうな。

「わかったわ。ちょっと待ってて」

　微笑んで、バックヤードに向かうユナさん。業者のリストとかを持ってきてくれるつもりかもしれない。

「はい、これ。何メートルいるの？」

『え!?』

　しかし待ち受けていたのは予想だにしない展開だった。

　それも、とても良いい意味で。まさか、と息を吞のみ、僕と潤じゆんたちはしばし顔を見合わせ絶句。

「……お店に、あったんですか」

「ずっと売れなかったからお蔵くら入りになっちゃったけどね、文字通りの意味で」

　差し出されたのは、新品箱入りのイルミネーション用ＬＥＤライトそのもの。しかもあのツリーをもってしても全部は巻き付けられないほど何色もバリエーションが揃っている。

「わにゃ、借りて良いんですか……!?」

「あげるわ。写真の報ほう酬しゆう。好きなだけ持って行って」

「えっ、でもそれだとユナさんの割に合わないのでは……？」

　ありがたい話だったけど、物の量と価値的に頷うなずくのを躊ちゆう躇ちよしてしまう。

「そうでもないわよ。もしかしたら貫ぬく井いくんたち、ＬＥＤライトの値段を誤解してるかも。そんなに高いものじゃないわ、それ」

「……そうなんですか？」

「ええ。今日きようのお仕事の対価としては正当なものだと思うけど。……そもそも、私がお金関係で自分が不利になる条件出すと思う？」

「響きよう、なんかもらって大だい丈じよう夫ぶな気がしてきたわ！」

「言われてみれば、ユナさんが高いものをただでくれるはずがありませんっ」

「はむ。えんりょなく頂きます」

「…………そこまで鮮やかに手のひらクルーされると、ちょっと自分の生き方を省かえりみたくなるわね。ちょっとだけ」

　ユナさんの反応と子どもたちの評価の両方に苦笑しつつ、どうやらこの雰ふん囲い気きだと本当に頂いてしまっても問題ないようだ。

「本当にありがとうございます、ユナさん。大切に使わせて頂きます」

「私もせっかくだから見にいくわ。せめてもの思い出作りに。良いいかしら？」

　もちろん全員で深く頷うなずき、譲ゆずり受けるＬＥＤの色をみんなで相談し決定する。

　これにてツリー関係の準備は全すべて整った。予想よりもずっと順調な出だしに、感謝の念は膨ふくらむばかりだ。

「あ、ちんちくりんズ。来てたの？」

「貫ぬく井いくんも。こんばんはです！」

　頂くライトを決めたジャストタイミングでお店の出入り口が開き、ここに下宿している霧きり夢ゆめと相あいヶが江えさんが帰ってきた。二人の手には膨らんだエコバッグが提さげられているので、スーパーへ買い出しに行っていたようだ。

「みんな。……ちょうどいいから、頼んでみない？」

「……っ」

　僕がそっと三人の肩に触れると、一いつ瞬しゆんたじろぐような雰囲気。

「はい。そうですね……！」

　でもすぐさま面おも持もちをきりりと引き締め、潤じゆんが先陣を切り霧夢たちの方へ歩み寄っていった。

「こ、小こ梅うめちゃん！　柚ゆず葉はちゃん！」

「はい、なんでしょう？」

「小梅ちゃん言うな」

　希のぞ美みとそらもすぐ後に続き、至近距離で見つめ合う三人と二人。

「はむ。お願いがあります」

「……あのね。実は、手伝って欲しいことがあるの」

　意を決し、そらと希美、そして潤は代わる代わるに言葉を紡つむぎ、二人にクリスマス会のことを伝えた。

　計画を全て実行するとなると、僕は言わずもがな、桜花さくらと正まさ義よしさんの手を借りてもちょっと人手が足りない。誰だれか、信頼できる人たちに協力を仰あおぐ必要があった。

　そんな相手、Dragon[image: ≒]Nutsのメンバー以外考えようもないのだが。

『…………』

　しばし、沈黙が流れた。

　潤じゆんたちがなかなか切り出せなかったのは、ある種の怖おそれが理由だった。

　バンドをほっぽり出して何を吞のん気きなと言われてしまえば、殊こと更さら霧きり夢ゆめたちには返す言葉がない。

「いいわよ。仕方ないわね」

『……！』

　だからこそ、二つ返事の肯定が霧夢の口から真っ先に届いた瞬しゆん間かん、三人共が──否いな、僕も含めた四人が、驚おどろきと安あん堵ど感かんのあまり腰が砕けそうになっていた。

「私ももちろん協力させて頂きます！　とっても楽しみです！」

　相あいヶが江えさんも、笑顔で首しゆ肯こうしてくれる。

　ただなんというか、厚意をないがしろにする気は毛頭ないんだけど、相ヶ江さんがそう言ってくれることに対してはみんなある程度希望的観測があったのだ。

　その一方で、霧夢だけは難しいかもしれないというのが共通認識だっただけに。

「小こ梅うめちゃん……。本当にありがとう」

　僕たちはどこかまだ、今日きようの大戦果を現実として受け止めきれないでいる部分があった。




　　　　♪




「どう？　……無理かな？」

「大だい丈じよう夫ぶだと思う。うん、やってあげる。……できればもう少し早く言って欲しかったけど」

　その夜の帰宅後、一緒に入浴している最中にくるみからの協力も賜たまわる。

　三人が三人とも何の疑問も挟はさまず、あっけないほどあっさりと了解を示してくれた。なんというか、本当にありがたいとしか表現しようがない。

　ただほんの少しだけ、違和感のようなものも覚えてしまう。

「……？　どうしたのお兄ちゃん、難しい顔して」

「あ、ごめん！　……実は帰る前、霧夢も何も尋たずねずに協力するって言ってくれたんだ。潤たち三人とも……ううん、僕も含めて、それよりライブはどうしたんだって怒られないかすごく心配してたのに、なんだか拍子抜けというか」

　そこまで伝えると、くるみは湯船の中でそっと僕に寄りかかった。

「理由が、わからない？」

「少なくとも、僕には。……どうして、かな。相ヶ江さんとくるみには、そこまで疑問はないんだ。でも、霧夢まであんなにあっさり引き受けてくれるとは思ってなくて。ちょっとびっくりしてる」

「……単純な話よ」

　後頭部を僕の鎖骨にぎゅっと押し付け、どこか呆あきれるような表情で顔を後ろに反らして、くるみが目を合わせてくる。

「潤じゆんも、希のぞ美みも、そらも。ここのところやけに楽しそうだから。学校にいるとき、少し前までは山奥にあるキノコの栽さい培ばい場じようみたいにジメジメしてたのに、突然元気いっぱいなんだもの。なんか知らないけど、気持ちが『良いい方』に向いてるのは間違いないじゃない。……それなら、邪じや魔ましないわよ。もう一度真っ正面から、お互い力いっぱい勝負したいと思ってる今の私たちが、今の三人のムードを邪魔するわけがないわ」

「……そっか。ありがとう」

　ふと、眼めの前の心優やさしい実じつ妹まいのことを抱だきしめたくて仕方なくなってしまった。

「おおおおおおおお兄ちゃん!?　いけないわ！　今日きようはまだ心の準備が!?」

「うわ！　ご、ごめん！」

　訂正。無意識で既すでにぎゅっと抱きしめてしまっていた。慌あわててくるみの上半身に回した両腕を、僕は湯船の上に跳はね上げる。

「ま、まったくもう！　妹に手を出すということは、社会の向こう側へ遠い旅に出るということなのよ！　だからちゃんと、踏み越える前に予約を済ませて、旅のしおりを作って提出してからにしなさい！」

「気をつけます！」

　冷静に思い起こすとくるみの言っている意味はさっぱり理解できなかったのだけど、粗そ相そうを働いてしまったのは間違いないので今はひたすら平身低頭に徹てつする。

「まあ……とりあえず許すケド。……ところでお兄ちゃん。潤たちのことどうやって元気にしたの？　まだしばらくは落ち込み続けてそうな雰ふん囲い気きだったのに」

　なんとかくるみは穏おん便びんに済ませてくれて、代わりにそんな質問を投げかける。うーん、僕が元気にしたわけではないと思うから、ちょっと答え方に迷うんだけど。

「……なんて言うか、潤たちは『がんばりスイッチ』が、くるみたちとは別の場所に付いてるんだと思う」

「がんばりスイッチ？」

「うん。この前ようやく気付いたんだ。リヤン・ド・ファミユの三人ともが『自分ががんばる理由』だけじゃ、うまく動けないってことに」

「……？」

　にっこり笑う僕の顔を振り返りながら、くるみは怪け訝げんそうな顔。でも今のところは、これ以上余計なことを言わないでおく。

　その意味は、きっともうすぐ訪れる祝祭の日に、はっきり伝わるはずだ。




　　　　♪




　各方面に協力を仰あおいだりしながら慌あわただしく過ごしつつ、もちろんバンド練習も並行して行っている。

　というよりも、リヤン・ド・ファミユの本ほん望もうと言うべきこの活動もまた、直近に向けた準備の一つなのだ、なんだかんだ言って。

　まあ、ここ数日は今までといろいろ趣向が違う面も多いんだけど。

「……どうでしたか響きようさんっ？」

　一曲の演奏を終え、潤じゆんの声を合図にみんなが僕の顔を見つめる。

　その表情からして客観的な意見をしっかり持てているのだなと悟ることができたので、ここはあえて歯に衣きぬ着せぬ感想を伝えることにする。

「みんなのせいじゃないんだけど。……薄うすいかな～、音数が」

「やっぱり、そうよねぇ……」

　希のぞ美みを皮切りに、かくんと首を垂れる三人。やっぱり、プレーしていても実感があったのだろう。

　やむを得ないと言えばやむを得ないのだ。今演奏した曲は、元よりトリオバンドで奏かなでるアレンジではないのだから。

「響さん……。もしかしたらこれって言っちゃいけないことなのかもしれないですけれど。バンドで三人って、そもそも人手が足りなくないですか？」

「……大だい丈じよう夫ぶ、気持ちはすごくわかる」

　おっかなびっくり僕に問いかけた潤に苦笑と頷うなずきを同時に返す。うん、殊ことに現在進行形でリリースされているプロの楽曲と比べたら、ドラム、ベース、ギターがそれぞれ一本しか入らない演奏というのは少しばかり音の数が足りない。

　とはいえ、今もなお潤たちとまったく同じ編成で多大な支持を受けているバンドも、間違いなく存在しているのだ。同じクオリティを小学生に求めるのは酷こくだとしても、可能性として『ここまで至れる』という事実を、一度見せてあげるべきだろう。

「みんな、ちょっと来て」

　予感に従い用意していた自前のノートパソコンを取り出し、ネット環境をテザリングで確保してみんなの前に差し出す。

「何？　お勉強の時間？」

「うん。お手本……というか、３Ｐであることを言い訳にできなくなっちゃう動画っていうか。……もしかしたら、すごすぎてヘコんじゃうかもしれないんだけど、いいかな？」

　あえて脅おどすように告げるとみんなは一いつ瞬しゆん息を吞のんだが、

「はむ。よろしくお願いします」

　そらの声に続き全員が覚悟を決めて頷うなずいてくれたので、予あらかじめブックマークしておいた動画を呼び起こす。

　──再生したのは、『UNISON SQUARE GARDEN』のバンド公式チャンネルにアップロードされているライブ映像だ。

『……!!!!!!!!』

　しばし絶句し、画面の前で正座したまま動作を忘れる三人。

　……いやはや、まったく。この動画を見る度たびに同じ感情が浮かぶ。

　公式なのに。見てもいい動画であるはずなのに。

　あまりにも鮮せん烈れつすぎて、お金を払っていない事実が罪にすら思えてきてしまう。

「響きようさん……。これ、本当に鳴っている楽器は三つだけですか……？」

「うん、間違いない」

　ＣＤ音源に関して言えば、ギターを重ねたり装飾音が入ったり、その限りではないだろう。

　けれどもライブバージョンの演奏がメンバー三人だけで演奏されている事実は、疑う余地など欠片かけらほども残ってはいなかった。

「比べるのもナマイキだってわかるんだけど……ショックだわ。同じ三人でこんなに音の迫力が違うだなんて」

　正座で画面を注視していた希のぞ美みがぺたんと内うち股またになって自らのベースを抱だきかかえる。

「大きいのは、音おん響きようの部分も絶対にあるんだよ。つまり僕がスピーカーを上手うまく鳴らせてないっていうのも、サウンドにめちゃくちゃ影響してるから」

　別に子どもたちに対する慰なぐさめではなく、自戒として懺ざん悔げする。当たり前なんだけど、プロが創つくり出すクオリティに比べたら、僕が鳴らしている音はあまりにも場を支配する『圧力』が足りていない。左右の音の広がりなんかも、有効に使い切れていないのが現状だ。

「はむ。でもでも、やっぱり演奏も違う」

　自分から動画のリピートボタンを押して、そらがかぶりを振ってくれる。潤じゆんと希美も同じ気持ちである様子で、

「響。回りくどいこと言わなくて良いいわ」

「もし、私たちに注意できることがあるなら、それを教えて下さい」

　音の断片一つ一つを聴きき逃さぬよう、ノートパソコンの粗そ末まつなスピーカーに耳をそばだててくれていた。

「わかった。演奏力という部分だとすぐには変えられないし、本当のプロと今の段階で比べても仕方がないからそれは置いておくとして、意識するべきなのは音域のバランスかな」

「はむ」

「音域の」

「バランス……？」

　一いつ斉せいに首を捻ひねり、しかし興味津しん々しんな様子で前のめりになる三人。

「理想だけで言えば、低音、中音、高音。全部を満まん遍べんなく鳴らすことさえできれば、３Ｐバンドでも音が薄うすくならない。その正答例が、この動画だと思う」

「そりゃまあ、そうよね……。じゃあ希のぞ美みは、低音担当専門？」

「うーん、そうとも言い切れないんだよね。確かにベースは低い音を鳴らすんだけど、弦げん楽がつ器きだから中音域を埋める意味でも重要なんだ。むしろトリオだと、一番低い音とギターの中高音、その真ん中を埋める役割の方が大事かもしれない」

「わにゃ。じゃあ、低音は……？」

「トリオでベースより低い音を鳴らせる楽器となると、バスドラムしかない。だから、そらはとにかくバスドラムをしっかり踏んで、ひとつひとつの音符の輪りん郭かくがわかりやすくなるよう注意してみて」

「はむ。がんばってみる」

「それから、希美はベースラインの譜割りをもう少し細かく増やして良いいかもしれない。ただ、高い音を鳴らすときは周りの音とよく相談して……かな。希美が高音域を弾いてる時、どうしても下の音域が寂しくなっちゃうから」

「なるほど、ね。希美が目立とうとしてあんまりハデに動きすぎると、音のバランスが悪くなるってこと？」

「うん、そんな感じ。目立つことより三人で重なる音のバランスを重視しつつ、音程の幅を広げてみて。もちろん希美がスタンドプレーに走るなんて思ってないけど」

「響きようさんっ。ギターは、どうすれば良いのでしょう……？」

「潤じゆん相手だからあえて言うけど、ギターはもしかしたらコード感をキープすることに専念して、あまり無理に目立とうとしない方がいいかもしれないね。なにしろ、三人だと和音をちゃんと鳴らせる楽器がギターだけだし。メンバーの皆みんなが前に出ようとそればかり考えていると、どうしても調和が図りづらくて余計にまとまりがつかなくなっちゃうと思うから」

「そうかもしれません……。でも、えへへ。それなら安心しましたっ。私、目立たないことの方がずっと得意なので！」

　胸を張る潤に、ついつい全員で笑顔を向ける。ギタリストが派手好きじゃないというのは、このバンドのバランスを保つ上で大きな意味を持っているよなあと、再び実感させられた。

「はむ。響にー、しつもん」

「私が中低音で、そらのバスドラムが低音」

「それに私が中音のコード弾きだと、誰だれも高音を鳴らせませんよね……？」

　みんなから受けた鋭い指摘に、深く頷うなずく。恐らく３Ｐバンドを結成している誰もが突き当たる問題はそこだろう。セオリー通り演奏するだけだと、どうしても帯域が真ん中より下に寄りすぎて、煌きらびやかさ──もっとケレン味を込めて言えば派手さが足りなくなる。

「……頼みの綱は、そらかな」

「はむ、わたし？」

　腕組みしながら告げると、本人を含めた三人が顔を見合わせる。

「そうなの？　ドラムで、高音が鳴らせるの？」

「……あ。もしかして、シンバルですか？」

　さすが潤じゆん。耳が鋭い子だからいち早く言いたいことに気がついてくれた。

「まさしく。シンバルって──一番派手なクラッシュシンバルだけじゃくて、ライドシンバルも、ハイハットも、スプラッシュも。全部かなり高い音域を埋められる楽器なんだ」

　たとえ３Ｐ以上にいくつものパートで音を重ねてるような音源でも、シンバルの音を聴きき取るのはわりと容易だったりする。それ即すなわち、他ほかの楽器では鳴らせない帯域を埋める力に長たけていることの証明なのだ。

「はむ。じゃあじゃあ響きようにー」

「うん。そらはなるべくたくさん、キメのところでシンバル系を鳴らせるよう意識するのが良いいかもしれないね。フィルインの装飾音も、シンバルを絡からめたフレーズを優先してみたり」

　実際、UNISON SQUARE GARDENのライブはかなり多様なシンバル音が使われているし、僕が音楽を始める前に解散してしまっていた伝説の３Ｐロックバンド、BLANKEY JET CITYに宿っていた強きよう烈れつなアグレッシブさも、ドラムだけでいつどんな音が飛びだしてくるかわからないジャックナイフのようなシンバル捌さばきによるところが少なくないと思う。それに相あいヶが江えさんが愛する[image: ’]も、シンバル音のバリエーションは他の追つい随ずいを許さないバンドではないだろうか。

「そら。ちょっとフィルインを研究してみましょ。シンバルが大事と言っても、ベースとリズムが合ってないんじゃ話にならないわ。希のぞ美みも協力するから、いくつか新しいパターンを考えるの」

「はむ。ぞみたんなところです」

「えへへ。『のぞむところ』っていう意味だよね。私もいっしょに頑張るね！」

　僕の提案を受け、早速楽曲のアレンジを練り直す三人。

　うん、予感していた通りだ。クリスマス会を企画してから、バンドへの情熱も、それ以外のことも。みんな非常に強いバイタリティでこなし続けている。

　やっぱり、間違いない。

　リヤン・ド・ファミユを動かすために必要なガソリンは、特定の条件なしには汲くみ上げられないのだ。

　そしてその条件を満たしさえすれば、三人はいつでもとびっきり強烈なパワーを宿すことができる。

　──これにて、事前に回るべきチェックポイントは全すべて通過した。

　あとは、潤じゆんたちのがんばり次第だ。




　　　　♪




　そしてついに、十二月二十四日が訪れた。

　空が夕ゆう闇やみに染まりきる頃ころ、訪れてくれたたくさんの家族さんたちや、力を貸してくれた仲間たち、そして教会で暮らすみんなの前でイルミネーションに光が灯ともされる。

「……綺き麗れいじゃない。ちょっと悔くやしいくらいに」

　溜ため息いき交じりに呟つぶやいて笑ったのはユナさんだった。急な駆け込みだったのにこれ以上ない形で理想を実現して下さり、いくらお礼を言っても伝えきれない。

　それだけに、今日きようこうして寒い中足を運んでくれた事実がとても嬉うれしかった。ユナさんにとっても、幸せなイブになってくれたらな、と強く思う。

「ぴっかぴかだねー！」

　幼女さんたちも、イルミネーションと同じくらい表情を輝かせている。ツリーに、自らの手で彩いろどりを添えてくれたのだから、喜びもひとしおなのではないだろうか。

　きっと他ほかにも予定があるのに、こうして大勢の人が集まってくれた。その温かな想おもいに感謝をこめて、短い時間だけど精一杯のおもてなしをしよう。

「響きようさん、行ってきます」

「うん、僕はみんなを案内する」

　しばし潤たちもツリーに見とれていたけど、これからの予定のためにそっと人の輪を離れ、教会の裏口へと向かっていく。中に入るのを見届け、僕は桜花さくらに合図を送ってから大きく息を吸い込んだ。

「教会の方も開けますので、みなさんいつでも中へどうぞ！」

　可能な限り大きな声で伝えるのと同時に、桜花に正門を開いてもらう。外に漏もれる暖色の光と、煌きらびやかなイルミネーションが混じり合う景色が本当に幻げん想そう的てきで、再び息を吞のんだ。

　ツリーを囲んでいた人の輪がゆっくりと解ほどけ、教会へ移動し終えるのを待って、僕も聖堂の中へ入る。

　荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きは変わらないけれど、今日はいくつもストーブが焚たかれているので空気が柔らかく感じる。聖母像の顔さえ、どこか穏おだやかに思えた。

　……いや、違う雰囲気なのは、温かな笑顔が聖堂いっぱいに溢あふれているからかもしれない。

「ようこそ、いらっしゃいませ」

　火の番をして下さっているのは正まさ義よしさんで、『せっかくだし』と今日は神父服に袖そでを通してくれた。お手伝いして頂けて感謝するのと同時に、毅き然ぜんとした立ち居い振る舞いがいつもとまた違った意味で格好いいなと憧あこがれが深まった。

　──こつ、こつ、と。祭さい壇だんから響ひびく足音。

　みなさんが着席するのを見計らって、子どもたちがゆっくりと登壇する。潤じゆん、希のぞ美み、そら。

　それに相あいヶが江えさんと霧きり夢ゆめも一緒だ。全員が、リトルウイングの正装を身に纏まとっている。

　そしてくるみも同じ服装で、上かみ手て側に置かれたオルガンの前に足を進める。リヤン・ド・ファミユの三人だけでなく、Dragon[image: ≒]Nutsの面々もおそろいの出いで立ちに包まれているところを見ると、なんだか不思議な感かん慨がいのようなものが浮かぶ。

　もっと、いろんな場面でこんなシーンが見られたらいいな──などという思いがふとよぎったり。

　全員で揃そろって一度お辞じ儀ぎをしたのち、くるみはオルガンの前の椅い子すへ腰掛ける。そして、素そ朴ぼくで美しい和音を奏かなで始めた。

　……ひとつネタばらしをしてしまうと、実際に音を鳴らしているのはキーボードで、本物のオルガンは台の代わりに使っているだけだったりする。鍵けん盤ばん楽器とはいえピアノとは勝手が違うし、何より調律をする余裕がなかったから文明の利器に頼らざるを得なかった。

　だけど、すごく良いい音だ。くるみが繊せん細さいに音作りをしてきてくれたんだなと、一いつ瞬しゆんで伝わってくる。

　伴奏が終わり、子どもたちの口元から旋せん律りつが溢あふれ出す。

　歌うのは、いつものバンドサウンドとはまったく趣おもむきの異なる、いにしえから伝承され続けてきたクリスマスキャロルだ。

　澄んだ声が吹き抜けのホールを慈いつくしみの色で満たし、特別な夜に花を添える。

　遊びたい盛さかりの幼子たちも、今は静かに耳を傾け続けてくれていた。

　ふと一瞬、壇上で相ヶ江さんと霧夢が視線を合わせ、かすかに微笑ほほえんだ。

　二人とも、急な頼み事だったのにたくさんの賛美歌を覚え、練習してきてくれた。感謝の念は言わずもがな、できることなら皆みんなと同じようにこの時間を楽しみ、良い思い出として記憶に焼き付けてくれたらなと願っていたけど、表情からしてどうやらその通りになりそうだ。

　最も苦労をかけることになるかもしれないと心配していたのはくるみに対してだけど、本人が『これくらいの伴奏余裕綽しやく々しやく』と言っていた通り、ただの杞き憂ゆうだったらしい。表情には終始余裕があり、譜面を頼りに迷いなく指先を動かすその姿は、家族としてひたすらに頼もしい。

「……おっと、いけない」

　できればこのまま僕も賛美歌を聴きき続けていたかったけど、もしかしたらまだ会を覗のぞきに来てくれる人がいるかもしれない。入りやすいように、外に出て案内役を務めないと。

「ん？」

　後ろ髪を引かれる思いに踏ん切りをつけて、しぃんと冷え切った夜の中へ舞い戻ると、遠くに人影を見つけた。

「…………」

　近付くにつれ、シルエットがはっきりしてくる。歳としのほどは三十歳くらいだろうか。いかにも働き盛ざかりといった感じの、スーツとロングコートに身を包んだ真ま面じ目めそうな男性だ。

　その人は、門の外から穏おだやかな顔でじっとツリーを見つめていた。なんとなく『クリスマス会を見に来た』という雰ふん囲い気きではないような気がして、声をかけるべきかどうか少し躊躇ためらってしまう。

「あの。もし良かったら中へどうでしょうか？」

　それでも勇気を出して訊きいてみると、男性はハッとして肩を揺らした。

「……ああ、いや。ありがとう。でも、ここでいいんだ。ここの方が、いい」

　しかしすぐに顔つきを和やわらげ、僕にかぶりを振ってから再びツリーの方へ視線を戻した。

「ええと。遠えん慮りよは、なさらないで下さいね」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。すまないね、気を遣つかわせて」

　無理強じいはしない方が良いいかなと思い、そこで会話が途切れる。路上で微妙な距離感を保ったまま、僕とその男性はしばし横並びで、塀へいの外からツリーを見上げ続ける。

「…………偶然、通りかかっただけなんだ。家に帰る途中で」

　少しして、男性が独り言のようにぽつりと呟つぶやいた。

「ご近所なのですか？」

「うん。この先のマンションで一人暮らし。今日きようも朝からずっと仕事でね。浮かれた街を疎うとましく思いながら働いていた。日本人のくせに、クリスマスなんかで盛り上がってるんじゃないって辺り構わず怒鳴り散らせたらどんなにすっきりするだろうって、ここのところ毎年思ってたんだ」

「あはは……」

　思わず苦笑で返す。僕の場合、去年まではこれといって大きな意味がある日ではなかったから、クリスマスに対しては良い感情も悪い感情も特になかったけれど、『終了のお知らせ』を願ってやまない層も多いということは、もちろん知っている。

「なのに、迂う闊かつだったよ。この通りに出てツリーが視界に入ったとき、うっかり思ってしまったんだ。『ああ、綺き麗れいだな』って」

「…………」

　なるほど、それで足を止めて下さったのか。

「参ったな、って感じだった。だってこれは、ズルいじゃないか。雰囲気のある教会から光が漏もれてて、うっすらと賛美歌が聞こえてきて、大きくて賑にぎやかなツリーが飾ってあって。……こんなの、目にしただけでちょっと幸せな気持ちになっちゃうじゃないか」

「……そうですね」

　改めて、僕もリトルウイングの全ぜん貌ぼうを見渡す。

　もしかしたら。世界で最も悪意から遠い景色が、今僕の眼めの前に在あるのかもしれない。

「あんまり音楽は聴きかないんだけど、素敵な歌声だね。歌ってる子たちと知り合いなら、お礼を伝えておいてくれ。おかげで少しだけ、この日が好きになれたって」

「あの！　それならやっぱりぜひ、中に……！」

「いや。外からでいいんだ。あんまり幸せになりすぎたくもないから、これくらいの距離がちょうど良いい」

　どこか自じ虐ぎやく的てきに笑って、男性は手を振り門の前から離れていった。

「……わかりました、伝えておきます」

　見知らぬ人にまで笑顔を届けることができたと知ったら、三人はますます喜ぶだろう。

「え……？」

　微笑ほほえんで踵きびすを返した瞬しゆん間かん、眼前に白い綿毛のようなものが舞った。

　雪まで、降ってきちゃうなんて。

「ちょっと、できすぎかなあ」

　見上げれば雲の合間から星空まで顔を覗のぞかせていて、なんだかもう至れり尽くせりだ。

　でも、こんな日はできすぎなくらいでちょうど良いのかもしれない。

　キャロルを歌い終えたら、みんなに更さらなる喜びが訪れるだろうなと想像するだけで、僕もますます幸せな気持ちになってきた。

　少し待ってから、もう一度辺りを見回す。

　どうやら、これ以上の来客はなさそうだったので僕は踵を返し、そっと教会の正門の中へ戻った。

　壇だん上じようで瞳ひとみを閉じ、旋せん律りつを紡つむぎ出す六人の顔はますます慈いつくしみの色で溢あふれ、まさしく天使の生まれ変わりとしか思えない美しさだ。

　もう二度と、その表情を悲しみの色でなんて染めたくはない。確かな決意と切望が、ますます強くこの胸に宿る。

　聖なる前夜祭は、ゆっくりと静かに更ふけていく。







[image: ]










　　　　♪




　そして翌日。クリスマス当日もまた、聖堂にお客さんを招いた。イブの厳おごそかな雰ふん囲い気きとは一転、祭さい壇だんにドラムセットと大きなアンプが並んでいる。僕たちにとっては見慣れた、でも今日きようここにいる人たちの多くにはかなり不思議に映るであろう光景だ。

『それでは、演奏会をはじめますねっ！』

　興味津しん々しんな幼女さんたちの前に立ち、潤じゆんがマイクを挟はさんでぺこりとお辞じ儀ぎする。そしてそらがドラムスティックで４カウントを刻み、この日のためだけのスペシャルなセットリストが幕を開けた。

　演奏形式はいつも通りの３Ｐ──だけど、今回のライブは趣向がガラリと違う。

「あ～！　この曲しってる～！」

「わたしも～！」

　皮切りに選んだのは、日曜の朝に放送されているアニメのオープニングテーマ。期待していた通りの反応を得られ、ステージ上の三人はますます面おも持もちが明るくなった。

　よし、アレンジは上手うまくいったな。いつもより小さめの音でバランスを取りつつ、僕も手て応ごたえを感じてぐっと拳こぶしを握る。

　原曲はかなり音数が豊かで煌きらびやかなアレンジだっただけに、少ない時間でロック風、しかも幼女さんたちにとって耳に痛すぎない範囲に上手く落とし込めるか心配だったけど、みんなの熟考と猛もう練習が実を結んで音の薄うすさを解消できた。

『──♪』

　なにより効いているのは、やはりそらのさりげないシンバルによる装飾音。そしてもう一つは、希のぞ美みが積極的に参加するコーラスワークだろう。ベースラインだって決して単純じゃないのに、まったくリズムがブレることなく旋せん律りつに豊かな和音を与え続けている。

　よくぞ短期間に、ここまでカバー曲を自分たちのものにできたな。この瞬しゆん間かんに至る数日間の成長は、本当に眼めを瞠みはるばかりだった。

　間違いない。確信した。

　──リヤン・ド・ファミユ。これにて完全復活だ。

「もう、大だい丈じよう夫ぶそうね」

　声に振り向けば、くるみが心底安あん堵どした表情でステージを見つめている。

「こうなるってわかって、ひびきはこの会を計画したの？」

「さすが貫ぬく井いくんです！　……でも、どうしてそう思ったんですか？」

　霧きり夢ゆめと相あいヶが江えさんも眼を細め、すぐ隣となりでリズムに肩を揺らしている。

「絶対に自信があったわけじゃないんだけど。潤たちのことをずっと見てて気付いたんだ。たぶん、潤じゆんたちと霧きり夢ゆめたちは、がんばれる理由が違うんじゃないかなって」

「がんばれる理由？」

　首を捻ひねる霧夢。上手うまく伝えられるかわからないけど、僕はもう少し言葉を重ねる。

「前に霧夢は、自分たちが楽しいからがんばるって言ってたよね？　でも、潤たちの場合はそれじゃ足りなかったんだと思う。三人とも『自分』だけじゃダメだった。周りの人が居いて、その人たちが楽しいって思ってくれてるのを感じたときに、三人はいちばん『がんばれる』んだと思う」

　だからこそ逆に、フェスの落選とお客さんの減少という周囲からの拒絶を運悪くいっぺんに味わって、心に風邪かぜを引いてしまったのではないだろうか。

　ならば、再度立ち上がるために必要なのは、惜しみなく注がれる笑顔や、少しも隠さない一直線の好意。きっとそういうものだろう。

「なるほどね。だとしたら、間違いなく特効薬だわ。普通にライブするより、小さい子どもを集めてその子たちを喜ばせる方がずっと、まっすぐ届く」

　くるみに頷うなずきを返す。なにしろ、地球上で最も噓うその無い笑顔の持ち主こそ、幼女さんたちなのだから。

「潤さん、とっても素敵な笑顔です。いいなあ。私も、あんな表情で歌えているかな」

　相あいヶが江えさんが、瞳ひとみに憧しよう憬けいを宿している。

　ああ、本当だ。今日きようの潤は、なんて幸せそうに音を奏かなでているんだろう。

　この笑顔をこれからも枯らさないであげられれば、きっとますます、リヤン・ド・ファミユのステージは輝きを増す。そんな気がした。
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　大盛況のうちにライブは終わり、潤じゆんたちは一躍幼女さんたちのヒロイン的存在として羨せん望ぼうの眼めを向けられることになった。

　みんな名残なごり惜しんでなかなか帰りたがらなかったが、お家うちでのパーティも控えている、という人たちも多かったので、先ほど一時間遅れで会はお開きになった。

「えへへ、また遊ぼうっていっぱい約束しちゃったねっ」

「はむ。とっても楽しみ」

「もう少し、一緒に歌える歌のレパートリーを増やしておいた方が良いいかしら」

　潤もそらも希のぞ美みもご機嫌のまま、まったく疲れを見せずリトルウイングのキッチンで賑にぎやかに奮闘中だ。なんと、僕に手作りのホットケーキをプレゼントしてくれるらしい。

　なんともありがたき光栄、もちろん謹つつしんで受けることにして、ダイニングから三人の背中を眺ながめ続ける。

　くるみからはあまり遅くならないようにと釘くぎを刺されてしまったけど、自分は残ろうとせず霧きり夢ゆめと相あいヶが江えさんを半なかば強引に連れ帰ったのは、もしかすると余よ韻いんに浸ひたる時間を作ってくれたのかも。

「響きよう、ありがとうね。みんなのこと元気にしてくれて」

　ホイップクリームを混ぜる小気味良い音に身を委ゆだねていると、桜花さくらが隣となりに座ってにっこり微笑ほほえんだ。

「ううん、僕は何もしてないよ。みんなが自分で立ち直っただけ」

「違うよ。響は、ずっと待っててくれた。みんなが元気になるまで、辛しん抱ぼう強く見守ってくれた。きっとね、それが一番大変なことだったと思うの。何かしなきゃって焦あせって、強引にものごとを動かそうとする方が、かえって楽だったはずなのに」

「桜花……」

　そんなに大それた思想があったわけじゃないけど、桜花がそんな風に思ってくれたことが本当に嬉うれしかった。

『…………』

　しばし、見つめ合ったまま身動きが取れなくなってしまう僕たち。

　そういえば、桜花とクリスマスをいっしょに過ごせているのか。

　い、いけない。意識したらなんだか途と端たんに気持ちがそわそわしてきた。

「──お、メロンうまそう」

「こらマスター！　つまみ食い禁止！　それはホットケーキにのせるやつ！」

　だんだんと顔が熱くなってくる最さ中なか、不意に正まさ義よしさんの声が聞こえたので僕と桜花は衝しよう動どう的てきに顔を逸そらし合う。た、助かったような……そうでもないような。

　とにもかくにも。正義さんにも本当にお世話になってしまったから、改めてお礼を伝えなければ。

「あの。この度たびはいろいろご協力頂いてしまって。本当にありがとうございました！」

「わはは、なんだ改まって。むしろ近所の人たちに楽しんでもらえて助かってるくらいだよ。たまに地域好感度上げとかないと怪しい教会だって悪評が立ちかねんしな」

　なんて身も蓋ふたもない。……なんとなく、その懸け念ねんはわからないでもないけど。

「そ、そう言って頂けたら救われます。あとそれから、定期ライブを一回休みにしてしまって、チケット代が今月はゼロになっちゃったのも申し訳ありませんでした……。でも、来年からまた精一杯頑張っていきますので、もう少しだけ時間を下さい。……お願いします」

　深く頭を下げ、厚かましくて勝手な願いを改めて伝える。話の内容が気になったのか、キッチンからいつの間にか音が聞こえてこなくなっている。

「あー、今月の金の話ならぜんぜん気にしなくて良いいぞ。こういう言い方も心苦しいんだが、ちゃんと入ってる」

「えっ？」

　入ってる、とはどういう意味だろうか。

「かなり頑張って断ったんだけどな。クリスマス会に来てくれた親おや御ごさんたちが、世話代だからどうか受け取ってくれって置いてって下さったんだよ。いわゆる寄付金」

「そ、そうだったんですか」

「もう教会としては廃はい業ぎようしてんのに礼れい拝はい献けん金きんもらったら神様に怒られちゃうな～。……いっそ、教会としても復活させるか、ここ。わはは」

　マスターの笑い声を聞きながら、僕と桜花さくら、子どもたち三人も思わず笑顔を重ねる。今のはただの冗談だろうけど……嬉うれしいな。もし本当にそうなったら。

　教会での暮らしをずっと守ることができたら、いつかそんな日が本当に訪れるかもしれない。

「……あの、響きようさん。私たち、たくさんご心配をかけちゃってごめんなさい」

「これから、改めてがんばるわ。だから、響も希のぞ美みたちのこと、またよろしくね？」

　潤じゆんと希美が、双そう眸ぼうに力を込めて僕を見つめる。返事なら考えるまでもなかった。僕は右手を伸ばし、そらも含めた三人の頭を順番に撫なでる。

「いっしょに歩いていこう。僕も精一杯、みんなの力になれるよう今以上に努力する」

「はむ。ありがとう、響にー」

　まだ、緩ゆるやかなピンチから脱することができたわけじゃない。どうやって人をさらに呼ぶか、来年以降また真しん摯しに向き合っていかなければ、いつかこの夢のような空間での生活に終わりが訪れてしまうだろう。

　けれども、今日きようのライブを見て、新たな可能性にたくさん気付かされた。導く方向さえ間違わなければ。リヤン・ド・ファミユはまだまだいくらでも進化していく。

　なにより自分自身がこのバンドの最高形を確かめたくて仕方がないから、みんなが『がんばれる理由』を、もう二度と枯らさないようにしなければ。

　そのために、まずはなにより僕が、三人の一番近くで笑顔を届け続けてあげないとな。

「あとね、響きよう」

　そんな想おもいを嚙かみしめていると、希のぞ美みが意を決するように大きく息を吸い込んでから僕の目をまっすぐ見た。

「ん？　どうしたの？」

「三人で、決めました。私たち、来年の今ごろまでバンド活動を続けて、もっと成長できていたら、その時は」

「はむ。もういっかい、応募してみる。ミュージックフェス」

「……っ！」

　曇くもりなき三つの視線を受け、驚おどろきと喜びで僕の背筋が自然とまっすぐに伸びた。

　あの強きよう烈れつなレベルを知った上で再びチャレンジを志すというのは、言葉にするだけでも相当な覚悟が必要だったはず。

「がんばれそう？」

「……正直、わかりません。でも、私たち。もっともっとたくさんの人たちを楽しませることができるバンドになりたいなって、今日きようのライブを終えて、子どもたちの嬉うれしそうな顔をみて、そう思いました。そのために、今よりも広い世界を見に行こうって決めたんです」

　それでもあえて厳しい道を選びたいと願ったのは、リヤン・ド・ファミユの三人が、バンドでライブをすることに対し本当の意味での『動機』を見つけられたからかもしれない。

「わかった。もちろん全ぜん身しん全ぜん霊れい、僕も協力するよ！　いっしょに──」

　いっしょに頑張ろう。そう言いかけて、少し考え直す。

　いや。みんなを鼓こ舞ぶするなら、違う表現の方が適切かもしれない。

「いっしょに──楽しんでもらおう。僕にとっても、みんなといっしょにやる音楽が楽しくてしかたないから、この気持ちをたくさんの人に届けよう」

　自分が楽しいからだけじゃなくて、周りが楽しそうにしてくれているから。そうでなければ、潤じゆんも、希美も、そらも、頑張る意味に繫つながらない。

　自分だけじゃ足りないのだ。周囲の笑顔こそが、リヤン・ド・ファミユの原動力。

「はむ。響にー、ありがとう」

　何度も頷うなずいた僕に、三人ともきらきらした顔で応こたえてくれる。

　来年の今ごろとなれば、みんなは六年生の終盤か。

　小学生バンドとしての集大成がはたしてどんな舞台で実現するのか。今からわくわくが抑えきれなくなってきた。










　あとがき




　過去『ロウきゅーぶ！』で十五冊、『天使の３Ｐスリーピース！』で五冊文庫を上じよう梓ししておりますので、あとがきを書くのは通算二十一回目でしょうか。

　ここまで来るともう大体のパターンをやり尽くしてしまっていて、何をネタにすべきか非常に迷うばかりです。内容について話すのも最近毎回だし、近況を喋しやべろうにも生活が地味すぎてまったく話題性がございません。泣いてません。

　そうですね、近況といえば最近ベーコンエッグ派からハムエッグ派になりました。歳としのせいかベーコンの脂あぶら身みがキツくなってきたなあと。

　どうです、僕の興味深い一面が垣かい間ま見えたでしょう？　泣いてません。

　こうして改めて振り返ってみるとまあ、本当に変化の乏し過ぎる毎日を送っているなあと反省の念が膨ふくらんできます。

　とはいえそれもちょっと意図的な部分がございまして、今は自分にとって充電、備び蓄ちくのタイミングにしたいなという能動的な目的があったりもするのです。

　たいへんのんびりとはしていますが、なるべく多くの本を読んだり、映画を見たり、一人旅で見知らぬ土地を歩いて見識を広めたり。インプットのタイミングを多く作ろうという努力は、マイペースながら続けられていると思います。

　この成果が実れば、あとがきの面白さにもある種の革命が起こるのではないかと思いますので、次辺りぜひご期待していて下さい！

　噓うそですごめんなさい。自分でハードル上げてどうする。

　しかしまあ、二十冊で泣きが入るというのも情けない話ではあります。

　先せん輩ぱいたちには、その倍──あるいは三倍近くの本をリリースし、その都つ度どあとがきを書き上げてきた歴戦の猛も者さが大勢いらっしゃいますからね。

　苦しい、苦しいと言いながらも二十回以上あとがきを書かせて頂けたよろこびを嚙かみしめ、その数をもっともっと増やしていけるようこれからも精しよう進じんしていきたいと思います。

　さてさて、『天使の３Ｐスリーピース！』もこの巻で折り返し地点といったところでしょうか。

　まだまだドラマティックに世界を彩いろどっていけたらなと思っておりますので、これからもぜひぜひお付き合い下さいませ。

　来年は、何か楽しいことが起こりそうな予感もありますし、ね！

　今巻もお手にとって下さりまことにありがとうございました。

　てぃんくる先生、担当編集さま。メディアミックスを手がけて下さっている皆様。自分自身もっと精進しますので、これからも何なに卒とぞよろしくお願いいたします！


二〇一五年吉日　蒼あお山やまサグ
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蒼あお山やまサグ

１９８１年生まれの秋田県出身。『ロウきゅーぶ！』で第15回電撃小説大賞〈銀賞〉を受賞し、作家デビュー。最近お気に入りのイヤホンの調子が悪くなったようで、「いまいち調子が上がらないんです。著者近影のネタもいまいちで……」と無関係な言い訳を覚えた模様。
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イラスト／てぃんくる

『ロウきゅーぶ！』『天使の３Ｐ！』を担当している、儚く美しい美少女たちが魅力のはるかぜせつな。その幻想的な世界観がたっぷりと詰まった『てぃんくるイラストレーションズ密夜茶会』も好評発売中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「蒼山サグ先生」係

「てぃんくる先生」係
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